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　ついに、シュトロームたち魔人と雌し雄ゆうを決する日がやってきた。

　各国の兵士たちは、シンたちのゲートの魔法によりすでに現地に到着している。

　そこには、シンたちが築いた巨大な壁が鎮ちん座ざしていた。

「これは……凄いですな」

　そう呟つぶやいたのは、クルトの国王である。

　そう、この場には各国の国家元首たちも集まっていた。

　各国各々で天幕を張り、そこを各国の本陣とし、それとは別に各国首脳が集まる本陣を設営していた。

　この戦いの行方ゆくえを、その目で確かめるためである。

　なぜ、こんな最前線にまで各国の首脳が出てきているのか。

　それは、この戦いの本質にあった。

「これが、人類を護る壁……これが破られたとき、それは即すなわち我ら人類の敗北ですからな」

　そうカーナンの王が呟く通り、もしここで人類が敗れれば、シュトロームはそのまま人類を滅亡させるために戦いを仕掛けると宣言した。

　つまり、ここにいようが、後方で戦いの報告を待っていようが、負けたら同じなのである。

　それならば、少しでも兵士たちの士気を上げようと、アールスハイド国王であるディセウム、エルス商業連合国大統領のアーロン、そして、イース神聖国の国家元首にして創そう神しん教きよう教きよう皇こうのエカテリーナが提案したのである。

　各国首脳はこれを快諾し、こうして最前線に集まったのである。

　だが、その中にはこの集まりに納得していない王もいた。

「まったく……なぜ王族である余がこんなところまで来なければいけないのだ。アールスハイド王国め……教きよう皇こう猊げい下かの威いを借かり好き放題を……」

　ダーム王国の新王は、この提案を、アールスハイドの人気取りだと思い込んでいた。

　そのため、ダーム王の中ではエカテリーナは兄弟子とされているアールスハイド国王にいいように利用されているだけだということになっていたのである。

　そんな仄ほの暗ぐらい思いをよそに、魔人との決戦の時はすぐそこまで近付いていた。
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　シュトロームに指定された決戦の日。

　遂にその日がやってきた。

　災害級の魔物を封じ込めるために作った壁の前には、この決戦に挑いどむ沢山の人たちが集まっていた。

　この日に備えて各おの々おの鍛たん練れんしてきたであろう各国の騎士や魔法使いたち。

　前回、シュトローム派閥の魔人に対し有効打を打てなかったため、独自に鍛練してきたオーグたち。

　しばらく振りの戦場に高こう揚ようしている感じの爺じいさん、ばあちゃんとミッシェルさん。

　そして、居い心地ごこち悪そうにしているミランダと……。

「……おい、そこの魔法少女」

「な、何かな!?」

「何？」

「お前らは、またなんでそんな格好してんだよ」

　以前、メイちゃんの魔法服が羨うらやましいというアリスとリンに色違いの魔法服を作ってあげたことがあったけど、二人はその魔法服を着てきたのだ。

「こんなときまで、ふざけてんの？」

「ふざけてなんかないよ！」

「これが私たちの作戦。二人で勝つ」

「二人でって……ああ、ヘルメットの通信機能か」

　そういえば、連絡が密に取れるようにって、ヘルメットにインカム付けたわ。

「そう！　リンと二人で連絡を取りながら魔人を討伐するんだよ！」

「これならバッチリ。魔人を倒せる」

　まあ……確かに、インカムで通信すればこれ以上ない連携が取れるんだろうけど……。

「いいのかキューティーレッド。その派手な服だと魔人に狙い撃ちされるんじゃないか？」

「レッド言うな！　大丈夫だよ、後ろはリンが見てくれるし、それこそ通信機で教えてくれるよ」

「むふ。完璧な作戦」

　そこは想定済みか。

　でもなあ、もう一つ問題があるんだよ。

「その服さあ、戦闘服と違ってショートパンツじゃないから、パンツ丸見えだぞ？」

　そう、戦闘服は戦闘中に気が散らないようにショートパンツにしたんだけど、メイちゃんは戦闘をするわけじゃないからフリフリのミニスカートにしたんだよな。

　アリスとリンは、今やジェットブーツを駆使して飛び回りながら戦闘ができる。

　ということは、フリフリのミニスカートだったら、その中は丸見えということになる。

　戦闘中にそんなことを気にしていると魔人にやられかねない。

　だから注意したんだけど……。

「ふっふっふ……その点も大丈夫！　ちゃんと下にスパッツ穿はいてきたからね！」

　アリスはそう言うと、ミニスカートの裾すそを摑つかんで捲まくりあげた。

　確かにスパッツを穿いていたんだけど……。

「アリス大胆。こんなに大勢の前でスカートを捲りあげるなんて」

「……え？」

　最初に言った通り、ここには各国の兵士さんたちが集結している。

　自うぬ惚ぼれでなく、この決戦の中心になる俺たちには当然注目が集まるわけで……。

「ぎ、ぎ……」

　リンの指摘で皆の視線が自分に集まっていることを自覚したアリスは。

「ぎにゃあああ!!」

　奇妙な悲鳴をあげてリンの後ろに隠れてしまった。

「はあ……戦う前に何やってんだか……」

　自爆をかましたアリスのことは放っておいて、もう一つ気になることを確認する。

「それより、なんでミランダもここにいるの？」

　俺の言葉にミランダはビクッとした。

「や、やっぱり、場違いだよね!?」

「いや、そんなことはないけど……なんで？」

「そ、それは……」

　確かにミランダは、各国の騎士たちにバイブレーションソードの使い方を指南できるくらいだし、最近ではミッシェルさんの指導により騎き士し学がく院いんの二年生首しゆ席せきになったと聞いている。

　けど、ミランダはまだ学生だ。

　特殊な事情の俺たちとは違い、この決戦に参加する必要はない。

　なのに、なぜか俺たちアルティメット・マジシャンズと一緒に並んでいる。

　疑問に思うのも無理はないよね。

「私が連れてきたのよ」

「マリアが？」

　そこで、マリアが俺たちの会話に入ってきた。

「私の対策よ。シンみたいに魔法を複数起動するなんてできないし、かといって一撃で倒せるほどの攻撃力なんて一ヶ月じゃ無理。だから私が魔法を使って、その隙にミランダに倒してもらおうと思ってね」

　なるほど、そういうことか。

　マリアも、アリスとリン同様に二人一組で戦うと。

　それはいい作戦だとは思うけど……。

「ミランダはいいの？」

「よくないよ……だってこれ、人類の存亡をかけた戦いなんだよ？　プレッシャーが強すぎてここ数日ちゃんと寝られてない……」

「そうだよな……」

　各国の騎士たちにバイブレーションソードの使い方を指南するだけでも胃が痛いって言っていたのに、よりにもよって人類存亡をかけた戦いだ。

　しかも、マリアと行動を共にするってことは常に最前線に立つことを意味している。

　寝られなくなって当然か。

「大丈夫ミランダ？」

　あまり寝られてないというミランダにシシリーが声をかけ、そっと治癒魔法をかける。

「うう……ありがとシシリー」

「マリアが無茶言ってゴメンね？」

「ちょっとお、それだと私が悪者みたいじゃない」

「アタシがこんなことになったのは、アンタが原因でしょうが！」

「大丈夫よお。ミランダの実力ならそうそう死にゃしないから」

「そういう問題じゃないでしょ！」

「もうマリア、そんなこと言っちゃダメだよ」

「やっぱりシシリーは優しいなあ……マリアとは大違いだよ」

「なによお」

「フフ、どう？　楽になった？」

「うん、ありがと」

「これで思う存分戦えるね」

「……え？」

「あ、怪け我がしても治してあげるから心配しないでね」

「怖い！　シシリーも怖いよ！」

「ええ？」

　……三人とも楽しそうだな。

　女の子三人の会話を聞いていたらトールとユリウスが近付いてきた。

「やはり、考えることはみんな一緒ですね」

「ということは、トールとユリウスも？」

「二人で組むで御ご座ざる」

「そうなのか」

　先日の魔人との戦いの詳細を聞いたら、魔人の魔法を防ぎながら攻撃ができなかったって言ってたからな。

　一人が魔人の魔法を防いで、もう一人が攻撃する方法は有効だと思う。

「そういえば、皆がどんな対策をしてきたのか確認してなかったな」

「おい」

　もうこれから決戦だぞ!?

　なのにオーグは皆がどんな対策を練ってきたのか知らないと言う。

　そんなんでいいのか？

「この件に関しては皆を信用していたからな、確認するのを忘れていた」

「信用してくれてるのは嬉しいけどな、確認はちゃんとしろよ」

「私たちはチームとはいえ、戦闘は個々に行うからな。始まる前に簡単に確認しておけば大丈夫だろう」

　確かに、俺たちアルティメット・マジシャンズは連携して戦闘をするわけじゃない。

　でも、各々がどんな戦闘をするのか知っておく必要はある。

　そこでオーグは、始まる前に皆がどんな対策を練ってきたのか確認することにした。

「トールとユリウス、コーナーとヒューズ、それにメッシーナとウォーレスは二人組だな。それ以外に誰かと組む者はいるか？」

「組むわけじゃないけど、シシリーは皆の治療にまわってもらうから、基本俺の近くにいるよ」

「はい。戦闘では役に立たないかもしれませんけど、頑張って皆さんを治します！」

　最前線での治癒要員。

　それにはある程度の戦闘力も問われるので、シシリーは最適な人員だ。

　ずっと治療院で治癒魔法の修行もしているから、その治癒魔法はアールスハイドのみならず、世界的に見てもトップ。

　シシリーがいるだけで、皆は戦闘に集中することができる。

　それを守りつつ魔人を討伐していくのが俺の役目だ。

「なら、他は全てソロでやるのか。フレイド、お前は？」

「僕はこれです」

　そう言ってトニーが取り出したのは……。

「二刀流!?」

「一本じゃあどうしても手数が足りないと実感してねえ。父さんに頼んで稽けい古こをつけてもらったのさ。それにこの剣、薄くて軽いしねえ」

　なるほど、剣一本だと防がれたあとの攻撃が続かない。

　かと言って、剣を振るいながら魔法を使うのも難しい。

　その結果が二刀流か。

　確か、二刀流って本当はあまり実用的じゃないみたいなことを聞いたことがあるけど、トニーが使っているのはバイブレーションソード。

　薄くて軽い剣なので、片手でも使える。

　それを活いかしての二刀流なのだ。

「なるほど、考えたな。これなら魔人にも十分対応できるだろう」

　オーグのお墨すみ付つきも出た所で、次の確認だ。

「私はぁ、これですぅ」

　そう言ってユーリが示したのは、腰から下げられた大量の杖。

「まさかコレ、全部魔道具か？」

「はい、ビーン工房の職人さんにお願いして、ホルスターを作ってもらったんですぅ」

　そう言って腰から下げているホルスターを見せてくれた。

　ベルトにいくつかの小さい輪があり、そこに短めの杖が何本も差さっている。

　いいなあコレ、格かつ好こういい。

「私はウォルフォード君みたいに複数の魔法なんて使えませんからぁ、この杖で代用ですぅ」

「ふむ、これだけあれば十分だろう。よくやったな」

「はぁい」

　オーグに褒ほめられて、ユーリも嬉しそうだ。

「あの、私は、皆さんほど強くありませんから、支援にまわろうと思います」

「支援とは何をするのだ？　ストーン」

　続いてはオリビア。

　正直、マークとコンビを組むと思っていたので意外だった。

「戦場を走り回りながら、皆さんの戦闘の手助けをしたいと思います。私ではあの魔人たちを討伐できるとは思えませんけど、援護射撃くらいなら……」

　それは謙けん遜そんだと思うけど、遊ゆう撃げきの援護射撃があるならそれは心強い。

　けど……。

「しかしな、戦場は混戦になるぞ？　フォローに動けるのか？」

　それが心配なんだよな。

　ところがオリビアは自信満々に言った。

「大丈夫です。混雑した店内で困った人を見つけるのは得意ですし、移動も考えてます」

　ああ、そういうことね。

　オリビアの家は人気のレストランだ。

　混雑した店内で何かしてほしそうなお客さんを見つけるのは得意なんだろう。

　ある意味、オリビアに最適なのかもしれない。

　でも、移動方法ってなんだろう？

「ではビーンはどうするのだ？」

「自分は、コレで戦います」

　そう言って取り出したのは一振りの剣。

「これは？」

「魔道具です。これを起動すると……」

　お、おお！

　剣に魔法が纏まとわりついた！

「魔法剣です。自分も二つ同時は無理なので道具に頼りました」

　スゲエ！　魔法剣カッコいい！

「なるほど、よく考えたものだが……」

「どうしました？」

　俺はマークが持っている魔法剣に目を奪われていたのだが、オーグは別のことを心配してやがった。

「見ろ、シンが目を輝かせている。ビーン、お前とんでもないことをしたのかもしれんぞ？」

「あ、そ、そうですね……」

　うおい！

　オーグはともかく、なんでマークまで「しまった！」みたいな顔してんだよ！

　というか、オーグと話すときは相変わらず普通の敬語なのが気になるわ！

「ともかく、これはシンが興味を示すほど有用だ。素す晴ばらしいぞビーン」

「あ、ありがとうございます！」

　相変わらず、皆を乗せるのが上う手まいな。

　で、最後はそのオーグなのだが、その対策に皆が度ど肝ぎもを抜かれた。

「私は、これだな」

　そう言って魔法を起動させた。

『右手』に炎の魔法。

『左手』に雷の魔法。

　魔法の並列起動をしてみせた。

「で、殿でん下か！　それは!?」

　俺たちは「おお」くらいの反応だったのだが、一番反応したのが魔法師団長のオルグランさんだった。

「魔法の並列起動だな」

「そ、そんなアッサリと……」

「ん？　……そうか。私はシンが三つほど並列起動しているのを見たことがあるから、これでも足りないと思っていたが。そうか、お前たちには驚きよう愕がくの技術か」

　そう、度肝を抜かれたのは俺たちじゃなくて魔法師団員などの他の人たち。

　あちこちでどよめきが起こっている。

「殿下スゲエ……」

「殿下もスゲエけど、他も……」

「これなら勝てる……勝てるぞ！」

　周囲の誰かが、勝てると叫さけんだ。

　するとそれに呼こ応おうして口々に雄お叫たけびを上げだす兵士さんたち。

「ほっほ。上手く士気を上げられたのお」

「戦力の確認をしていないと聞いたときは、殿下とはいえ説教しなきゃいけないかと思ったけど、こういう狙いがあったんだね」

　魔人との最終決戦を前に、人類側の士気は最高潮に高まった。

　それを見た爺さんとばあちゃんが、オーグの手しゆ腕わんを褒めている。

　けど、俺は見逃さなかった。

　ばあちゃんが、説教しなきゃいけないかと思ったと言ったとき、オーグの頰ほおを汗が流れたのを。

　……やっぱり偶然じゃないか！

　今さらながらに戦力の確認を行っていた俺たちだったが、その最後にオーグが俺に聞いてきた。

「ところで……例の切り札のことなんだが」

　オーグがそう言った瞬間、周りの皆が緊張した。

　オリビアなんかはマークの後ろに隠れてプルプルしてるし。

　シシリーは実験のときのことを思い出したんだろう、顔が青ざめていた。

「……本当に大丈夫なのか？　お前が逆に世界を滅ぼすとか、ないだろうな？」

「……」

「おい！」

　あれは、もし誤射してしまうと、世界は滅びないまでも深刻な爪つめ痕あとは残す。

　それを考えると、安易に『大丈夫』とは言えなかった。

　その沈黙に対して、オーグが慌ててツッコミを入れてきた。

「あ、ああ悪い。こればかりは簡単に答えられなくてさ」

「……つまり、その可能性はあるということか？」

「滅びはしない。けど……」

「それなりの被害は出る……ということか」

「誤射すれば……ね」

　とりあえず魔法に指向性を持たせることには成功している。

　それでも、撃つ方向を間違えると大だい惨さん事じになる。

　本当に気を付けないとな……。

「全く……物騒な話をしてるねアンタたちは……」

「あ、ばあちゃん」

　俺たちの会話を聞いていたんだろう、ばあちゃんたちが話に入ってきた。

「ホッホ、頼もしいことじゃて。のうシン、良かったらあとでその魔法の概要を……」

「絶対に教えるんじゃないよ！　この無む自じ重ちよう爺さんに教えたら絶対に使おうとするからねえ！」

「いや……そんなことは……」

「あるから言ってんだよ！」

　不用意な発言をした爺さんがばあちゃんに締め上げられてる。

　なにやってんだか……。

　仲良くじゃれ合ってる爺さんとばあちゃんを見ていると、別の人から話しかけられた。

「まさか、シンと共に戦場に出る日が来るとはな」

「あ、ミッシェルおじさん」

「師匠！」

　ん？　師匠？

「ミランダか。まさか、お前まで参加することになるとはな」

　ああ、そうか。

　ミランダって今ミッシェルさんの指導を受けてるんだっけ。

「自分の意思じゃないですけどね……」

「なによお、まるで私が拉ら致ちしてきたみたいじゃない」

「拉致はされてないけど拒否権もないでしょ！　こんな……世界の命運を分ける戦いにアタシが必要だなんて言われて……」

「あれ？　意外とやる気だった」

「こういう戦いに憧れるのと、現実は違うのよ……」

　途中からマリアも入ってきた。

　まあ、なんだかんだ言ってミランダは頼まれたことは最後までやってくれるからね。

　バイブレーションソードの指導もやってくれたし。

「なに、こういう戦いに参加することは自分を高めることになる。私も若い頃魔人討伐に駆り出されたことがある」

　そうか、ミッシェルさんは年齢的に前の魔人討伐に関わってたのか。

「ど、どうだったんですか？」

　ミランダは聞いたことがないんだろう。

　俺もミッシェルさんの話は聞いたことない。

「当時、私はまだ騎士団に入って間もない若わか造ぞうでな。魔人の力に圧倒されて……正直、ここで死ぬんだと思った。マーリン殿が駆けつけてくれなければどうなっていたか……」

　ちょっと……皆の士気を下げるようなことを言わないでくれる？

「まあ、今回は前回とは大だい分ぶ様子が違うがな。我々にはシンがいる。君たちアルティメット・マジシャンズがいる。随ずい分ぶんと希望に満ちているよ」

　一瞬不安そうな顔をした俺たちに気を遣ったのか、そんなことを言うミッシェルさん。

　剣けん聖せいにそんなこと言われたもんだから、皆まんざらでもなさそうな顔をしてる。

　現金なもんだ。

「あの……ミッシェル様、そろそろ出発前の演説をしたいのですが、よろしいですか？」

「ん？　おお、誰かと思えばドミニクではないか。すまない、やってくれ」

「ありがとうございます。それでは……」

　ドミニクさんはそう言うと、隔かく壁へきの前に集まっている各国の兵士さんたちに向かって演説を始めた。

　ちなみに、今回の作戦の総責任者はガストール局長だ。

『全員、準備はいいか！　いよいよこの時が来た！』

　ドミニクさんが拡声の魔道具を使って話し出すと、皆静まり返った。

『今回の我々の相手は大量の災害級、そして大量の魔人だ』

　改めて言葉にすると凄いな。

　本来、滅多に出ない災害級の魔物に、過去一度しか例のない魔人。

　それが大量発生しているという。

　まさしく異常事態だ。

『だが臆おくすることはない！　諸君らはそれに対抗するすべを持っている！　それを提供してくれた、救世の英雄がついている！』

　ちょっ、救世の英雄って……大おお袈げ裟さすぎだよ。

『そして何より……今回の作戦には賢者殿と導師殿がついている！』

　ドミニクさんのその言葉で、兵士さんたちは一気に沸わき返かえる。

　やっぱり、俺より爺さんたちの人気の方が凄い。

　まあ、生ける伝説だしな。

　皆爺さんたちの英えい雄ゆう譚たんを聞いて育った世せ代だいだ。

　その英雄と同じ戦場に立てるとなれば、そりゃあ士気も上がるってもんだ。

『自信を持て！　臆する必要などどこにもない！』

　そしてドミニクさんは最後の一言を言った。

『世界を救うぞ!!』

『ウオオオオオオオオオオッ!!』

　これは凄い。

　兵士さんたちの雄叫びで空気が震えている。

　ビリビリと服が震えているのが分かる。

　皆の士気が最高潮に高まったそのとき。

『フフフ、随分と勇いさましいですねえ』

　まるで水を差すように、シュトロームの声が響いた。

「っ！　この声、シュトロームか!?」

　前に何度か聞いたことのある声が辺りに響く。

　その愉ゆ悦えつを含ふくんだような声と喋しやべり方かたは間違いなくシュトロームだ。

『ふふ、そうです。ようやくこの時が来ましたね。待ちかねましたよ』

　あれ？　俺は今拡かく声せいの魔法は使っていなかった。

　なのに、俺の声に反応してシュトロームが言葉を返してきたぞ。

「お前、俺の声が聞こえて……」

『ええ、聞こえていますよ』

　やっぱりか。

『先日は私の声を届けるだけで、あなたたちの声を聞くのをすっかり忘れてしまって……どんな面白い反応をしていたのか、聞き逃してしまったことを後悔しましてね』

「コイツ……ふざけやがって……」

　前もこっちの声を聞いていれば、俺が独り言を言って恥かくこともなかったのに！

　ほら！　オーグの奴が笑いを堪えるために奥歯嚙みしめて変な顔になってんじゃん！

「本当にふざけた奴だね。コレが今回の魔人なのかい？」

「自分の意思を持って話しておる……信じがたいのう……」

「ばあちゃん、じいちゃん……」

　俺の言葉をシュトロームに対する敵対の言葉だと思ったばあちゃんと爺さんが俺に話しかけてくる。

『これはこれは、賢者マーリンと導師メリダですか。すごい大物が出てきたものですね』

「な!?　なんで知って……」

『私のもとにいる者たちは、元は帝国の諜ちよう報ほう部ぶ隊たいの人間です。魔人としての力を手に入れた今、そちらの情勢を調べることなど容易たやすいのですよ』

「なんだと!?」

　シュトロームの声に一番に反応したのはドミニクさんだ。

　こちらの情勢を把は握あくしているということは、俺たちの家族のことも調べているかもしれない。

　となると……。

『ああ、安心してください。あなた方の家族構成まで全て把握していますが、人質を取るなどの措置はしていませんから』

「……そこまで調べておいて……どういうつもりだ？」

　これは本当に汚い手だけども、確実に戦闘に勝利しようとするならば相手の家族を人質に取ってしまえば容易く勝利を摑むことができる。

　しかも相手は魔人。

　以前にシュトローム自身も言っていたように、魔人たちは人間を虫けらのように思っている節ふしがある。

　そんな魔人が相手の家族構成まで調べておいて何もしない？

　どうしても考えにくい。

『私の部下たちは優秀でしてねえ。頼んでいないことまで調べてくるんですよ』

　俺の脳裏に、先日戦った魔人の記憶が蘇る。

　今までの平民が魔人化した奴らと違い、オーグたちを追い詰めていた。

　危うくシシリーに危害を加えられる所でもあった。

　思い出したらまた腹が立ってきたな。

『しかしですねえ……』

　そんな怒りが込み上げてきた俺とは対照的に、シュトロームは実に楽しそうにこう言った。

『そんなことをしてしまったら、面白くないじゃないですか』

　その瞬間、先ほどまでの熱気が噓のように辺りが静まり返った。

「お……面白くない……だと？」

　絞り出すようにドミニクさんが言う。

『そうですよ？　そんなことをしてしまったら、興きよう醒ざめもいいところです』

「興醒め!?　貴様!!　この戦いは、人間と魔人の存亡をかけた戦いではないのか!?」

　もう我慢ならないという風に、ドミニクさんが声を張り上げる。

　ドミニクさんだけではない。ここにいる全ての人間が同じ気持ちだった。

　だが……。

『ふ、ふふふ……はは、あはははははは!!』

　突とつ如じよ、正気を失ったかのようにシュトロームが笑い出した。

「な、何がおかしい!?」

『ええ、とってもおかしいですよ。あなたは私が言ったことを忘れたのですか？』

　シュトロームが言ったこと。

　それは……。

「……ゲーム……」

『さすがはシン＝ウォルフォード君ですねえ。きちんと覚えていてくれるとは』

「うるせえよ」

『おや、つれない。ですが、私にとってこれはただのゲームなんですよ。それを、そんな悲ひ壮そうな覚悟で来られては……笑ってしまうのも無理はないでしょう？』

　壊れてる。

　シュトロームはゲームと言っているが、これはまさしく人類と魔人の存亡をかけた、いわば大たい戦せんだ。

　それを、シュトロームはゲームと言って楽しもうとしている。

　まっとうな人間である俺たちの目から見れば、シュトロームは壊れてるようにしか見えない。

『ゲームはズルをして勝っても楽しくないですからね。そういうわけで、プレイヤーの家族を人質に取ることはしませんのでご安心ください』

　コイツ、とうとう俺たちのことをプレイヤーとか言い出しやがった。

『さて、お喋りはここまでにしましょう。それでは、お待ちしていますよ、シン＝ウォルフォード君』

　シュトロームは最後にそう言うと、魔法を解除したのかそれ以降声はしなくなった。

「壊れてるねえ……」

「ふむ……真ま面じ目めの代名詞だったカイルが魔人化したときは見み境さかいなしに暴れたのじゃ……今回の奴も相当人格に影響が出ておるようじゃの」

「そうさね……カイルは破壊衝動が強かったけど、今回のは……」

「愉悦……じゃな。他人が苦しんでいるのを見て楽しんでおる」

　ばあちゃんと爺さんの会話を聞いていたドミニクさんが、怒りにワナワナと震えながら再度拡声器を手にした。

『聞いたか、お前たち！　あんなふざけた奴をこのまま放置していていいのか!?　この戦い、必ず勝て!!　いいな!!』

　怒りに任せたドミニクさんの煽あおりに、その場にいた者たちは……。

『おおおおおおお！！！！！！』

　大きな怒ど号ごうで応えた。

　決死の思いで臨のぞんでいるこの戦いの姿勢を、シュトロームに馬鹿にされ皆憤いきどおっているのだ。

「ウォルフォード君！　土壁を開いてくれ!!」

「はい。壁の向こう側に魔物はいませんか!?」

　いよいよドミニクさんから、旧帝都周辺を囲っている土壁の除去を頼まれた。

　ただ、壁の向こう側に魔物がいたらすぐに戦闘になってしまい、軍勢が中に入ることができなくなるので、壁の上で見張りをしている人に尋ねた。

「大丈夫です！　というか、見た限り魔物はいません!!」

　よし、それなら。

「それじゃあ土壁を開きます！　皆さん進軍の用意を!!」

　周りにそう伝えた俺は、土壁に対して魔法を行こう使し。

　すると、壁の一番上から徐々に崩れていく。

　先ほど報告してくれた見張りの兵士さんは、壁の上を必死に走って退去していった。

　高さ三十メートル、厚さ五メートルで作った壁が左右に分かれていく光景は、実にダイナミックで壮そう観かんだ。

「これはまた……随ずい分ぶんな光景だね」

　事実、その様子を見ていたばあちゃんもそう呟つぶやいていた。

　他の皆も同じ気持ちなんだろう、唖あ然ぜんとした顔をして開かれていく壁を見ている。

　壁を作った際にできていた内側の堀に土を全て戻し、穴も塞ふさいだ。

　数十メートルに亘って壁が開かれたところで、俺は魔法の行使を止めた。

　できれば壁にはあまり大きな裂け目を作りたくはなかったけど、各国から大勢の兵士さんが集まっている。

　これくらい開かないと、スムーズに中に入れないのだ。

　そして、開かれた壁の向こうを見てみると、見張りの兵士さんの言葉通り壁の近くには魔物はいない。

　遙か遠くで、俺たちが来るのを待ち構えているようにすら見える。

「シン」

「なに？　ばあちゃん」

「ちょいと聞くけどね、この壁、またアンタの非常識な魔法でもかけてあったのかい？」

　非常識って、失敬な。

　いつも理にかなった魔法を使ってるつもりなんですけど？

　それはともかく、ばあちゃんがこういう質問をしてくる理由は分かる。

「いや。土を盛り上げて固めただけの、ホントにただの土壁だよ」

　さっきの壁を開く作業も、特別な魔法なんて一切使用していない。

　それが意味するもの、それは……。

「そうかい……本当に、ゲームのつもりなんだねえ……」

　シュトロームは言っていた。

　これは『ゲーム』だと。

　人類と魔人、お互いの存亡をかけたゲームなんだと。

　シュトロームから提案してきたことであるし、人類側は最大の警戒をしていた。

　各国から大量の監視員が派遣され、万が一にも壁が破られたときに迅じん速そくに対処できるようにしていた。

　ところが、シュトロームは宣言通り、一ヶ月間全く何もしなかった。

　それどころか、魔物たちを壁に近付けることすらしなかった。

　遊んでいる。

　人類は、自分たちの存亡をかけ悲壮な決意で特訓に励はげみこの日を迎えたというのに、シュトロームは恐らく、ワクワクした気持ちでこの日を待ち望んでいたのだろう。

「……ふざけた真似をしよるもんじゃ」

　開かれた壁に向かって、一人歩いていく人物がいる。

　爺さんだ。

「シュトロームとやらを知ることができれば、奴の……カイルの気持ちも理解できるかと思うたが……」

　爺さんは大量の魔力を集めながらそう呟く。

　その魔力量は……思わず息を呑のむほどの膨大なものだった。

「こんな……こんな命を弄もてあそぶような輩やからがカイルと一緒なわけがない!!」

　怒っている。

　あの日、エカテリーナさんが刺されたときと同じように、爺さんが激げき昂こうしている。

　その怒りに呼応するかのように、爺さんの周りには紅蓮に燃え盛る炎が舞い踊っている。

　そして……。

「ふざけるでないわっ！！！！」

　それは、俺ですら見たことがない爺さんの本気の全力魔法。

　途と轍てつもなくデカい火柱が遙か遠くに見える魔物の群むれに向かって放たれる。

　やがて魔物の中に着弾したその魔法は、大音量を撒き散らしながら大爆発を起こした。

　その威い力りよくは、一拍おくれてこちらにまで凄まじい衝撃波がきたことでも分かる。

　スゲエ。

　これが『賢者』。

　世界中で英雄として敬われている爺さんの本気の力か！

「凄まじいな……これが英雄の真の力か」

　アルティメット・マジシャンズ次じ席せきで、今や世界二位の実力と言われているオーグが爺さんの魔法を目の当たりにして驚きを露あらわにしている。

　普段は空気になっているところしか見てないからな。

　かくいう俺も、爺さんの本気は初めて見た。

　そして、この場には爺さんのことを書物や演劇でしか見聞きしたことがない人たちが大勢いる。

　今まで伝説としてしか伝え聞いてこなかった英雄の実力を目の当たりにしたその兵士さんたちは……。

『うおおおおおおおおっっっ!!!!』

　あっという間に熱狂に包まれた。

「スゲエ!!　賢者様スゲエ!!」

「いける！　賢者様がいてくだされば、俺たちは勝てる!!」

「うおお!!　賢者様!!」

　あちこちから兵士さんたちの熱狂した歓かん声せいが聞こえてくる。

　今や兵士さんたちの士気は最高潮に達していた。

『全軍！　突撃!!』

『おおおおおおお！！！！』

　この機を逃すまいと、ドミニクさんの号ごう令れいが掛けられ、高まった士気そのままに兵士さんたちが突撃していく。

　軍勢の先頭にいた俺たちも、ジッとしていれば後ろから押しつぶされるので一緒に駆けだしていく。

「凄かったね！　賢者様の魔法！」

「あれは凄い。興奮した」

　爺さんの魔法で士気が上がったのは兵士さんたちだけではない、アリスと珍しくリンも興奮していた。

　他のメンバーも、伝説の英雄の力を目の当たりにして、皆が興奮していた。

　ただ一人を除いて。

「はあ……まったく、頭に血が上ると見み境さかいがなくなっちまうのは相変わらずだねえ……」

　昔から爺さんのことを知っているばあちゃんだけは、溜め息を吐いて呆あきれていた。

「ほっほ、いや、でも、ホレ。皆の士気が上がっておる。そう悪い結果ではないじゃろ」

「ただの結果オーライじゃないかい！　アンタは昔っからそうやって……」

　さっきまであんなに格好良かった爺さんが、ばあちゃんに責められてタジタジになっている。

　……どうしても最後まで締まりきらないのが爺さんクオリティなんだろうか？

「そ、それよりシン。お前たちは魔人の相手をするんじゃろう？　見たところ、魔物の中に魔人の気配はないようじゃが」

　こんなところでも始まったばあちゃんの説教から逃れるため、爺さんが俺に話を振ってきた。

「みたいだね。多分だけど、魔人たちは魔ま都との中にいるんじゃないかな」

「フム、ならばどうする？」

　目の前には数千に及ぶ災害級の魔物。

　本命はその後ろの魔都にいる魔人。

　空を飛んでいくことも考えたけど、伏ふく兵へいが潜んでいて空中で狙い撃ちされる可能性を考えるとそれは止めた方がいい。

　ならば……。

「俺もじいちゃんに倣ならうかな」

　走りながら魔力を集める。

　さっきの爺さんのは、広範囲に威力が及ぶ魔法だった。

　だが俺の魔法は趣しゆ旨しが違う。

『可燃性物質変換』

　集めた魔力を、可燃性の物質に変換する。

『圧縮』

　それを圧縮していく。

　より魔法の効果を高めるために『言こと霊だま』も使用。

『圧縮、圧縮、圧縮』

　さらに威力を高めるために圧縮できるギリギリまで圧縮する。

『範囲指定』

　忘れちゃいけない指向性の付ふ与よ。

　それでは……。

『ファイア!!』

　点火でも良かったけど、格好いいし、より発動感が出ると思って『ファイア』と唱えた。

　すると……。

　今まで、魔法の練習場である荒野で試したときとは比べ物にならないほどの大爆発が巻き起こった。

　その爆発は、付与された指向性により前方にのみ効果を発揮したが、その威力がとんでもなかった。

　その魔法の射線上にいた『災害級』の魔物を巻き込み、爆風に巻き込まれて四し散さんする魔物や、絶命しないまでも吹き飛ばされ、大ダメージを負う魔物が続出した。

　その結果、俺の前方には一切魔物がいない一直線の道が出来上がっていた。

「おおう……」

　ビックリした！

　荒野ではあんまり高威力の魔法を放つわけにはいかないから、ここまで威力を高めた魔法を放ったのは初めてだ。

　そのあまりの威力に、放った俺自身が驚いた。

　言霊という詠唱も込みだと、ここまでの威力になるのか……。

「シン!!　アンタはまたとんでもないことしでかして!!」

　ヤバ。

　ばあちゃんがすぐそばにいたんだった。

　顔を見ないでも分かる。
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　きっと鬼の形ぎよう相そうだ。

「よ、よーし！　道が開けた！　オーグ！　今の内に魔都まで全力で行くぞ!!」

「あ、ああ」

「あ！　コレッ!!」

　こんな最前線で説教をされることはないだろうけど、条件反射でばあちゃんから逃げるように魔物の集団の中に出来た一本道を駆け出した。

「シン!!　帰ったらお説教だからね!!」

　後ろからばあちゃんの叫び声が聞こえてくる。

「フ……帰ったら説教だそうだぞ？　シン」

「うへぇ……マジかよ……」

　オーグからそう言われた俺は、勘かん弁べんしてくれよという態度を取りつつも、内心ではニヤケていた。

『帰ったら』

　ばあちゃんはそう言った。

　つまり、この戦いに勝利し、家に帰ることを信じているのだ。

　なら、俺がすることは一つ。

「説教は勘弁だけど、なるべく早く終わらせて家に帰るとしますかね」

　そう言う俺に、皆が笑顔で賛同してくれたのだった。





　　　　◆






　数千もの災害級の魔物の群れの中に、ポッカリとできた一本道。

　その非常識な光景を生み出した張本人は、さっさとその一本道を突き進んでいってしまった。

「まったく！　ジジイがジジイなら孫も孫だよ！」

　その光景を生み出した張本人であるシンが進んでいった先を見ながら、メリダは声を荒らげる。

「こんな大勢がいる前であんな魔法を放っちまったら、自分が警戒されるかもしれないってなんで分かんないのかね！」

「は、はは。メリダ様、どうかお鎮しずまりを。今回に限ってはそんな心配は無用かと思いますので」

　シンが規格外の魔法を放つたびに口うるさく注意しているのは、魔人という脅きよう威いがなくなったあとに今度はシンが危険視されないようにという心遣いのためだ。

　だが、祖母の心孫知らずというのか、一向に自重する気配を見せない。

　そのことを嘆なげくメリダだったが、今回の作戦の総指揮官であるドミニクは、その心配はいらないという。

　なぜなら。

「先ほどのウォルフォード君の一撃で兵士たちの士気が最高潮に高まっています。頼りになると思われこそすれ、恐れられることはないでしょう」

　ドミニクの言葉通り、今のシンの一撃について憤っているのはメリダ以外にはいない。

　通常、軍の精鋭を集めて死ぬ気で戦わなければ勝てない災害級の魔物。

　その多くが、シンの放った一撃で斃たおれたのだ。

　死を覚悟していた兵士たちが歓喜するのも無理はない。

　そしてドミニクの言葉通り、士気の上がった兵士たちもシンの支給したバイブレーションソードを手に持ち、魔物との戦闘を開始していた。

「……今は人類の存亡っていう極限状態だから気にもしないだろうけど、この戦いが終わってもそうとは限らないだろう？」

　ドミニクは問題ないと言うが、メリダは祖母という立場上どうしても心配してしまう。

「はっはっは。相変わらず、メリダ殿はシンのことが可愛いのですな」

　その心情を見透かしたように、ミッシェルがメリダを茶ちや化かした。

「な、なに言ってるんだい！　別にあの子のことが可愛いとかじゃなくて、単に人ひと様さまに迷惑をかけないか心配しているだけさね！」

「ふむ。ではそういうことにしておきましょう。ところでメリダ殿」

「なんだい!?」

「我々もそろそろ戦いに参加しましょうか」

　祖母の孫に対するツンデレという、一体誰に得があるのか分からない反応をするメリダ。

　その反応を見ておかしそうにするミッシェル。

　その態度にイラッとするが、確かにここで話をしているだけなら、わざわざ戦場に出張ってきた意味がない。

「はあ……まったく、あの泣き虫坊やが立派になったもんだね。分かったよ、キッチリ魔物を討伐してやろうじゃないか」

「メ、メリダ殿。その話はここでは……」

　出会った頃はひ弱でよく泣いていたミッシェルが、今やメリダに意見をするようになった。

　メリダはそのことを懐かしく思うのだが、ミッシェルの方は黒歴史に類るいする話だったらしい。

「な、泣き虫坊や？」

「ドミニク」

「は！」

「……その話は忘れろ。いいな？」

「は、はは！」

　ドミニクはミッシェルの過去に興味をそそられるが、よほど知られたくないのだろう、ミッシェルが若じやつ干かん殺気を飛ばしながら命令してきた。

　世界連合軍の精鋭を指揮するドミニクだが、殺気を飛ばす元上司には逆らえず、震えながら命令を承しよう諾だくした。

「おぬしら、そろそろええかの？」

　三人のやり取りをそばで見ていたマーリンが、ようやく終わったかと声をかけた。

「珍しいですな、マーリン殿が率先して突撃しないとは」

「おぬし、ワシをなんじゃと思うとるんじゃ？」

　昔のマーリンを知っているミッシェルは、自分たちのやり取りが終わるまで待っていたマーリンを珍しいものを見る目で見た。

「え？　人の形をした鬼では？」

「よし。ミッシェル、おぬしこの討伐が終わったら覚えておれよ？」

「おや、これは当分ウォルフォード家には近付かない方がよいですかな？」

「まったく……始めるぞい」

　数十年来の知り合いということもあるのだろう。

　多数の災害級との戦闘前とは思えない気軽なやり取り。

　正直、ドミニクはもう目の前まで魔物が迫せまっているので気が気ではない。

　だが、そんなドミニクの心配は杞き憂ゆうに終わる。

「っ!!　こ、これは魔ま力りよく障しよう壁へき!?」

「ふん。高々災害級の魔物がアタシの障壁を破れるかね？」

　近づいてきた災害級の魔物が、メリダの魔道具により発生した障壁に足止めされた。

　魔物の身体そのものを止めていることから、魔力障壁だけではなく物理障壁も展開されている。

　ドミニクはその障壁の強度に驚愕していたのだが、それを当たり前のように受け止めた人物がいる。

「そんなに近づいては、もう避けられぬぞ!!」

　メリダが障壁をもって魔物を足止めすると信じていたマーリンは、シンに劣おとらぬほどの魔力を集めていた。

　そして、魔物が障壁にぶつかった瞬間、その魔力を一気に解放した。

「ほれ！　吹っ飛べ!!」

　マーリンが魔法を放つ瞬間、展開していた障壁をキャンセルするメリダ。

　一瞬の狂いもない、完璧な連携である。

　そして、マーリンの放った魔法が魔物の群れの真ん中に着弾すると、途轍もない轟音を撒き散らしながら爆発した。

　それは味方をも巻き込むほどの大爆発だったのだが、メリダは、一旦解除した障壁を魔法の着弾に合わせて再度展開している。

　おかげでフレンドリーファイアという状況は免まぬがれた。

「相変わらず滅茶苦茶だねえ、アンタは」

「相手は災害級なんじゃ。遠慮などしておれんじゃろ？」

　呆れるメリダと久々に全力で魔法を放つことができ上機嫌なマーリン。

「以前と変わらず、見事な連携ですな」

　ミッシェルは、過去に見たときと寸すん分ぶん違たがわぬ二人の連携を見て感心している。

　そして、マーリンとメリダの二人の戦闘を初めて見たドミニクは。

「これが……これが英雄の力……」

　他のアールスハイド国民と同じように二人に憧れていたドミニクは、伝説の英雄の力を間近に見て内心の興奮を抑えられずにいた。

　マーリンが英雄の名に恥じぬ凄まじい魔法を炸裂させたことで、連合軍の士気はさらに高まった。

「さすがはマーリン殿とメリダ殿だ。その腕、少しも落ちていない」

　マーリンの放ったド派手な魔法に驚愕し、熱狂している兵士たちとは違い、付き合いの長いミッシェルは冷静だった。

　そして、腰に差している剣を抜くとドミニク軍務局長に向かって言った。

「さて、ご高齢のお二人が頑張っているのだ、我々も負けてはいられんな」

「え？　ミッシェル様も十分……」

「何か言ったか？」

「い、いえ!?　なんでもありません！」

「そうか？　まあいい、行くぞ」

「は？　はあっ!?　わ、私もですか!?」

「ん？　なんだ、行かんのか？」

「私は総司令官ですので……全体の戦局を見極める必要がありますから……」

「フム、そうだったな。どうにもひよっ子だった頃の印象が強くてな」

「私を騎士団総長に任命したのはミッシェル様ですよ！」

「そうだったな。どうも年を取ると昔のことばかり思い出してしまうな」

「近い記憶が薄い時点でやっぱり高れ……」

「何か言ったか？」

「いえなにも！　どうぞミッシェル様、存分に暴れてきてください！」

「そうだな。今の私は煩わしい指揮系統から独立した身。存分に……」

　ドミニクから魔物たちへと視線を移したミッシェルは……。

「暴れるとするか！」

　猛もう然ぜんとダッシュしていく。

　魔物のただ中に飛び込んだミッシェルは、次々と魔物を斬り伏せていった。

　その様子を見ていたドミニクは、呆れた声を出した。

「……ミッシェル様の剣はバイブレーションソードではないのだがなぁ……」

「はっ、『斬きり狂ぐるい』は健在ってか」

「おいルーパー！　そういうこと言うな！　聞こえたらどうする！」

『斬り狂い』。

　ミッシェルの騎士団時代の二つ名である。

　騎士団に入団して間もなく駆り出された魔人討伐戦で全く歯が立たず、悔しい思いをしたミッシェルはその後徹底的に自分を鍛え、魔物を斬りまくりその二つ名を得た。

　その後騎士団を引退し落ち着いたかと思っていたが、どうやらマーリンに感化されたらしい。

　他の騎士たちとは違い、普通の剣で災害級の魔物とやり合っているミッシェルはまさに『斬り狂い』の名に相応ふさわしかった。

「バイブレーションソードだと斬った感触がないからだろうが……凄まじいな」

「ああ。見た感じ、引退する前より強くなっている気がする」

「……俺も負けてらんねえな」

「は？　おいルーパー、まさかお前も参加するつもりか？」

「へっ、俺ぁお前と違って司令官じゃねえからな。ちょっくら暴れてくらあ！」

「あっ！　おい！　お前は『副司令官』だろうが！」

　ミッシェルに負けじと飛び出していったルーパーに向かってドミニクが叫ぶが、すでに聞こえないところまで行ってしまった。

　そして今まで鍛えに鍛えた魔法を連発しているルーパーを見てドミニクは、

「くそっ！　ズルいぞルーパー!!」

　魔物相手に暴れまわっているルーパーを見て、思わず声を荒らげてしまった。

　アールスハイドのおじさんたちは、今日も元気であった。




　所変わって別の戦場では、シンの手によってバイブレーションソード化した武器を振り回している一団がいた。

「どぉらあっ!!」

「はっ！　スゲエな！　俺らが災害級の魔物を討伐してるぜ！」

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうな身体にローブを纏ったカーナン最強の戦士『羊飼い』たちである。

「おらっ！　いくらでも来い！　全部斬り倒してやる！」

『超ちよう音おん波ぱ振しん動どう』を付与されたハルバードを振るい、次々に魔物を斬り伏せていく羊飼いたち。

　その表情からは、ハルバードの切れ味に酔よいしれているのが見て取れる。

　そして、自分は強いと思い込んでしまった。

「おい！　後ろ！」

「え？」

　その声に振り向いた羊飼いが見たのは、類人猿の魔物がその長い腕を振りかぶり、今まさに振り下ろさんとしている光景だった。

「あ……」

　もうハルバードを振り回す余裕はない。

　死を覚悟した羊飼いだったが、その類人猿は腕を振りかぶったまま動きを止め、ゆっくりと二つに分かれた。

「へ？　へ？」

「調子に乗りやがって、このバカ野郎がっ!!」

　羊飼いの窮きゆう地ちを救ったのは、同じ羊飼いで国家養羊家のリーダー的存在であるガランであった。

「魔物を倒せているのはシンの魔道具のお陰だ！　お前自身は何にも強くなってねえんだ！　それを忘れるな!!」

「は、はい！」

「分かったら行け！　もう油断すんじゃねえぞ！」

「わ、分かりました！」

　一度殺されかけてへたり込んでいた羊飼いは、ガランの一いつ喝かつで飛び起き再度魔物の群れに向かっていった。

　殺されかけた魔物に向かうことよりも、ガランに怒ど鳴なられることの方が恐ろしかったのだ。

　そんな羊飼いを見送りながら、ガランは溜め息を吐いた。

「はあ……確かにこりゃあスゲエ武器だぜシン。だけど、コイツを手にしたことで変な欲望を抱く奴がいなきゃいいけどな……」

　ガランは、シンに魔道具化してもらった自分のハルバードを見ながら呟いた。




　また別の戦場。

　そこはダーム王国が担当しているエリアである。

　そこでは、ダーム王国軍の司令長官であるヒイロ＝カートゥーンが、そのエリアの指揮を執とっていた。

「どうだ？　その剣の使い心地は？」

「凄まじいですな。ダーム周辺の魔物でも試していましたが、相手は中型から大きくても大型の魔物。まさか災害級にまでこうも威力を発揮するとは……」

　部下の報告を聞いたヒイロは頷いた。

「さすがは異世界チート勇者ってとこか……」

「は？」

「いや、なんでもない。それより、もしその剣が軍の制式装備になったとしたらどうなると思う？」

「この剣を持っていない軍などひとたまりもないでしょう。蹂じゆう躙りんされますよ」

「そうか。この剣はアールスハイドの英雄からもたらされたものだったな」

「そうですな」

　ダーム王国軍の最高司令官とその部下は、ダームの兵士たちによって次々と討伐されていく魔物の群れを見ていた。

　その顔には、薄ら笑いが浮かんでいた。





　　　　◆






　初めて魔物相手に詠唱して魔法を使ってみたけど、予想以上の結果が出て驚いた。

　その気持ちを、浮遊魔法を使って魔物の間を突っ切りながら素直に言ってみた。

「いやあ、ビックリしたな」

「ビックリしたな、じゃないですよ！　明らかにやりすぎです！」

　結果が自分の予想を上回っていたことを素直に言ったら、トールに怒られてしまった。

　まあ、確かに、先が見えないくらいに集まっていた魔物の群れを真っ二つに分断するほどに道が拓ひらけてしまっているけど……。

「まあ、移動が楽になったし、いいじゃん。余計な体力は使うべきじゃないって」

「それはまあ、そうですけど……」

　なんとかトールを言いくるめると、今度はオーグが口を挟んできた。

「シンの言う通りではあるんだがな、あとのことが大変だ」

「あとのこと？」

「メリダ殿の説教とか」

「うわあ……」

　オーグの台詞で、こちらに向かう前に見た憤ふん怒どの表情のばあちゃんを思い出してゲンナリしてしまった。

　そうかあ、帰ったら説教かあ……。

「メリダ殿の説教だけではないがな。あまりに多くの人の前でシンの魔法を見せてしまった。今度はシンが恐れの対象にならないようにしないといけない」

「あー、ご迷惑をおかけします？」

「なぜ疑問形なのだ。まあ、いつものことだ、気にするな」

「ああ、いつも悪いな」

「……」

　いつも俺の尻ぬぐいをしてくれているオーグに感謝の意を表したところ、なぜか絶句された。

　なに？

「どうした？」

「いや……シンが素直に礼を述べるなど、何か良からぬことの前触れなのではないかと思ってな」

「失礼なこと言うな！」

「おい、やめろよ？　普段素直じゃない奴が土ど壇たん場ばにきて素直になるとか、物語で死ぬ奴が取る行動じゃないか」

「オーグって意外にそういう話好きだよね！」

　俺とシシリーをくっ付けたときもそうだったし、死亡フラグを信じてるっぽい。

「ちょっと、やめてよね！」

「マリアまで！」

　本当にコイツらは俺のことをなんだと思っているのか。

　俺が世界の脅威と見られないようにオーグやディスおじさんが苦心してくれているのは分かってる。

　それに対して礼を言っただけなのに！

　そんないつも通りのやり取りをしながら魔都に向かっていると、今回特別に加わったミランダが呟いた。

「……き、緊張感が……」

　ミランダは魔法が使えないので、浮遊魔法で浮かせたあとはマリアが手を引いている。

　彼女が俺たちと一緒に作戦行動をとるのは初めてなのだが、何か戸と惑まどっているようだ。

　どうしたんだろう？

「どうしたのよミランダ」

　手を引いているマリアも気になったのか、ミランダに問いかけた。

「いや、アタシたちこれから魔人の拠点、魔都にいくんでしょ？」

「そうね」

「魔人ともやり合うんでしょ？」

「今度こそぶっ飛ばしてやるわ！」

「が、がんばって……で、魔人の首しゆ魁かい、騒動の元げん凶きようシュトロームと対決しにいくのよね？」

「ちょっと、ミランダ大丈夫？　そんな当たり前のことを今更確認するなんて」

　マリアの言う通り、ミランダは大丈夫だろうか？

　今のはただの現状確認だ。

　それを確認しないといけないほど緊張しているのだろうか？

　皆もそう思ったのか、気遣わし気な視線でミランダを見た。

「ちょっと！　なんでそんな目で見るのよ！　アタシがおかしいみたいじゃない！」

「ええ？　でも、今更そんなこと確認するなんて……」

「アタシが言いたいのは！　そんな超重大な局面なのに、なんで笑ってられるのかってことよ！」

　……ああ！

　しまった。

　ばあちゃんがあまりに怖かったのと、オーグがからかってくるのとで、ついいつもの調子で会話してしまっていた。

　また悪乗りしちゃったなと反省していると、オーグが真面目な顔でミランダに話しかけた。

「緊張しすぎだウォーレス」

「で、ですが殿下！」

「入れ込みすぎると身体に余計な力が入る。そうならないように普段通りに行動しているだけだ」

「そ、そうなんですか？」

「それにだ」

　オーグはそこで言葉を切ると、俺の方を向いた。

「シンがいる時点で、負ける未来が想像つかん」

「それですよね！」

「さっきのも全力出してないっぽい。ウォルフォード君が負けるとは思えない」

　オーグの言いようにアリスとリンも賛同する。

「むしろ、シンがやりすぎないか、そちらの方が心配だ」

　オーグがさらに付け加えた余計な一言のせいで、皆に笑われてしまった。

「そ、そこまで……」

「だからウォーレス、そう肩かた肘ひじ張らずに、もう少し力を抜け。お前は私たちと違って剣士だ。肩に力が入っていると本来の実力が出せんぞ？」

「殿下……はい！　分かりました！」

　そうかあ、よくよく考えてみればミランダってマリアとは仲良く一緒に魔物狩りに行くことはあっても、魔人と戦ったことはないもんな。

　そういえば、出発する前も緊張しすぎて眠れなかったって言ってたし。

　ちょっと配慮が足りなかったかもしれない。

　その点、オーグは今の話の流れでミランダを落ち着かせることに成功している。

　オーグのことだから偶然だと思うけど、不測の事態から有利な方に持っていくのが本当にうまい。

　こういうの、俺には無理そうだなぁ。

　そんなことを考えていたときだった。

「……オーグ」

「ああ」

「悪い、一旦下りるぞ」

「……分かった」

　オーグに断りを入れた俺は一旦浮遊魔法を解除して地上に下りた。

「ウォルフォード君？　急にどうしたの？」

　突然地上に下りた俺にミランダが不思議そうに問いかけてくる。

　他の皆は俺が地上に下りた理由が分かっているので何も言ってこない。

　何が起きているのか分かっていないミランダにマリアが話しかけた。

「あ、そっか、ミランダには分かんないんだった」

「え？」

「魔力探知できないもんね」

「っていうことは、敵が迫ってきてるのか!?」

　皆が魔力探知により神しん妙みような顔をしていると気付いたミランダが臨りん戦せん態たい勢せいになる。

「落ち着けウォーレス、迫ってきているわけではない」

「どういうことですか？　殿下」

「迫ってはきていないが、いるということだ」

「？」

「まあ近付けば分かる。ここからはジェットブーツを使って進むぞ。いいな」

『はい！』

　ミランダもオーグの言うことならと素直にジェットブーツによる移動を始めた。

　そして、遠くに見えていた魔都が近付いてくると皆の緊張感も高まってくる。

　ようやくミランダにも見えたようだ。

「あ、あ、あれは……」

　ミランダも認識したところで一旦止まる。

「……初めて見ました……」

「僕も初めて見たよ……凄まじいね」

　シシリーもトニーも唖然としている。

　それはそうだろう。

　俺も話には聞いたことがある。

　けど、本物は迫力が違った。

　それを一言で言い表すとするなら……。

「……ゴ○ラ？」

「シュトロームは、こんなモノまで用意していたのか!?」

　俺たちが目にしたモノ。

　それは、見た目は怪獣そのもの。

　その実態は、前に一度だけ爺さんの話に出てきた、竜。

　それが魔物化し、凶悪な魔力を周囲に振りまいている姿だった。

「ス、スゲエ迫力だな……」

　生物としての根源的な力が違うからだろうか、今まで見てきた災害級の魔物が雑ざ魚こに見えるほどの迫力に、思わず声が漏れてしまった。

「感心している場合じゃないぞシン。これは最悪だ」

「最悪？」

　だが、オーグは何かに気が付いたようだった。

「ああ、私も実物の竜を見るのは初めてだから断言はできないが……」

　そう前置きしてから言った。

「あれは……暴君だろう」

「暴君……」

　ああ、Ｔ‐Ｒｅｘね。

　って！

「それって、最強の竜なんじゃ……」

「そうだ。だから最悪だと言っている」

　マジか？

　そもそも、竜自体が災害級の魔物に匹ひつ敵てきするくらい強いと言われている。

　それが魔物化したら……。

「魔人並みにヤバイんじゃ……」

「それは間違いな……」

『ＧＹＡＷＯＯＯＯＯＯＯ!!』

　オーグと話しこんでいると、竜の魔物が突然咆ほう哮こうした。

　俺たちから竜の魔物は見えている。

　ということは、竜の魔物からも俺たちの姿は見えているということだ。

　遠くで集まり、中々近付いてこないことに焦じれたのだろう。

　その咆哮に魔力を込め、こちらにぶつけてきたのだ。

　大気を震わせ、心の奥底に恐怖を植え付けるような咆哮。

　俺たちは、咆哮に魔力が込められていることが分かったので、反射的に魔力障壁を張った。

　だが、この場に一人、それができない者がいた。

「あ……あ……」

　魔法が使えないミランダは、魔力の籠こもった咆哮をまともに食らい、小刻みに震えている。

　完全に、竜の威い圧あつに呑み込まれていた。

「マズイな。クロード、治癒魔法を掛けてやってくれ」

「分かりました！」

　震えるミランダを見たオーグが、シシリーに治癒魔法を掛けるように依頼した。

　シシリーはミランダに駆け寄ると、そっと抱きしめ背中を優しくポンポンと叩いた。

「大丈夫……大丈夫だよ」

「はっ……はっ……」

「落ち着いて……そう、ゆっくり呼吸して……」

「はぁ……ふぅ……」

「大丈夫？」

「うん……ありがとシシリー」

　シシリーが治癒魔法を掛けながら、ゆっくり深呼吸をさせると、ミランダはようやく落ち着いた。

　最近、シシリーとミランダはよく会うようになって仲良くなったというのがよく分かる光景だった。

　ミランダはシシリーの言葉に耳を傾け、全幅の信頼を寄せるように治癒魔法を受け入れていた。

　その結果、身体の硬直が解け精神的にも落ち着いたようだ。

「ウォーレス、お前は魔法が使えないのだから、渡してある魔道具で障壁を張る癖くせを付けておけ。魔力と物理、二重にな」

「は、はい。申し訳ありません殿下」

　ミランダが落ち着きを取り戻すのを見計らって、オーグが注意した。

　今回、ミランダは貴重な前衛としての参加だ。

　いざというときに動けないと困るからな。

「よし。それでは、アレの対処だが……」

　オーグはそう言って、竜の魔物を見る。

　するとそこには、デカい足で地面を踏みつけ、長い尾を振り回している竜の姿が見えた。

「あ、荒ぶってますね……」

　マリアの言う通り、興奮して帝都の門の前で荒ぶっている。

　正直、その姿だけでも若干恐怖を感じる。

　だけど怖いからといって、浮遊魔法で上空を飛んでいくと、帝都から魔人に狙い撃ちにされる可能性がある。

　それに、そもそもコイツを放置していくと、皆のところに行ってしまうかもしれない。

　何とか災害級の魔物と互角に戦えるようになってきたところだというのに、それ以上の魔物と戦わせられるわけがない。

　つまり俺たちには、竜の魔物を倒す以外の選択肢はない。

「倒すしかねえな」

「そうだな、それしか……」

　帝都の方を見ていたオーグが、ふと会話を切った。

　なんだ？

　竜は咆哮してないぞ？

　そう思ってオーグの視線の先、帝都の方を見ると……。

「……マジかよ」

「シュトロームの奴め！　竜はただでさえ希少だというのに！」

　俺は一瞬目を疑い、オーグは怒っていた。

　というのも……帝都からさらなる竜が出てきたのだ。

　暴君竜以外にも、首くび長なが竜りゆう、角つの竜りゆう、鎧よろい竜りゆうなど。

　全て魔物化している。

　竜は、過去の乱らん獲かくが原因で個体数が激減し、今や絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに指定されている。

　そんな竜を魔物化させ、俺たちに当ててきたことにオーグは怒ったのだ。

　そして、出てきた竜たちも暴君竜の周りで、同じように荒ぶっている。

　それにしても……。

「やっぱ慣れないなあ」

「何がですか？」

　思わず呟いた言葉を、シシリーが聞いていたらしい。

　何が慣れないのか聞いてきた。

「いや、あの新しく出てきた竜って草食だろ？」

「そうなんですか？」

　あれ？

「草食……だよな？」

　首長竜って、海かい棲せいの奴は違うけど、陸上にいる奴は草食だったはず。

　そう思って聞いてみたが、オーグから帰ってきたのは意外な言葉だった。

「そうなのか？　そこまでは知らんな」

「マジで？」

「っていうか、私は竜を見るのも今日が初めてだ。むしろなぜそんなことを知っている？」

「え？　えーっと……」

「あ、シン殿、もしかして竜について調べたのですか？」

「ああ、うん。そんな感じ」

　ああ、そうか。

　希少な動物だから、滅多に見る機会なんてない。

　それに、地球では化石でしか見ることができない分、過去のロマンなどから人気があったが、実際に存在しているこの世界なら、そこまで人気がなくてもしょうがないのか。

　何かうまく誤解してくれたので、調べたことにして話を合わせる。

　ここでマリアが、俺が『慣れない』と言った理由について思い至ったようだ。

「ああ、そういうことか。草食の動物が魔物化して肉食に変わるのって、物凄い違和感だもんね」

　動物が魔物化すると、魔力のみで生きていけるようになる。

　だが、一番効率よく魔力を摂せつ取しゆできるのは、そのものを取り込むこと。

　つまり、捕食だ。

　そうなると、今まで草食だった動物までもが肉食化する。

　草食だった動物が肉を欲する姿には異様な禍まが々まがしさがあるので、苦手にしている者は多い。

　マリアもその一人だったようだ。

　そして草食竜は、肉食竜に比べて、元々身体が大きい。

　結果……。

「魔物化しているうえに、この巨大さか……」

　その巨大さに、オーグも思わずといった感じで声を漏らす。

「このあと魔人がいなかったら、これが最終決戦ですよね」

　アリスが言うように、本来ならこれを倒せば終しゆう幕まくとなっておかしくない。

　それほどの魔物だった。

「相手したくないなぁ……」

「私もです……」

　ユーリとオリビアは、露骨に嫌そうな顔をしている。

「とりあえず、魔法を撃てば当たりそうだけど、効くのかな？」

「やはり、斬った方がいいか」

　トニーの質問に、ミランダが答える。

「竜の皮は、最高級の防具になるほどの強度を持っている。生なま半はん可かな魔法では打ち崩せまい。ましてや魔物化しているのだ。だから……」

　オーグはそう言って、俺とトニー、ミランダを見た。

「バイブレーションソードで止とどめを刺してくれ」

「「了解」」

「は、はいっ！」

　俺とトニーと違って、ミランダは緊張しながら返事をした。

「どうした？　ミランダ」

「……竜に止めを刺せって言われて、そんなに落ち着いてる方がどうかしてるって」

　そう言われた俺とトニーは、思わず顔を見合わせてしまった。

「そういえば、特に緊張しなかったな」

「あはは、ちょっと修しゆ羅ら場ばを潜り抜けすぎたねえ」

「こんなのが同い年にいるとか……もうやだ……」

　そう言って涙目になっているミランダ。

　どうやら、うまい具合に力が抜けたみたいだ。

「おい、何を遊んでいる。こちらの準備は出来たぞ」

　オーグが、魔法による援護の準備ができたという。

　さて、そしたら……。

「戦闘開始といきますか！」

　オーグからバイブレーションソードによる止めを任された俺たち三人は、ジェットブーツを起動し、会話の流れのまま竜の魔物に向かって飛び出した。

　俺とミランダはバイブレーションソード一本だが、トニーは二刀流だ。

「やっぱ格好いいな、それ」

「シンもやってみるかい？」

　俺は特に盾とか持ってないので、二刀流にすることは可能だけど、ミッシェルさんから二刀流は教わっていない。

　やったことがないことを実戦でいきなり試すのは怖い。

　けど、二刀流は格好いい。

「うわ、悩むわ～」

「ちょっと、それ今言うこと!?」

　だからどうしようか悩んでいると、ミランダからのツッコミが入った。

「あ、ゴメン。真面目にやるわ」

「最初からそうしてよ！」

「ところでさあ、真面目にって言ってるけど」

「ん？」

　俺がミランダに謝っていると、トニーがあることを言った。

「こういう場合、普通は魔法で先制攻撃するんじゃないのかい？」

「「……」」

「馬鹿者!!　いきなり突っ込む奴があるか!!」

　トニーが指摘し、俺とミランダがそのことを思い出した直後、オーグからの叱しつ責せきの声が響く。

　やっべ。

　魔法で魔物の動きが止まったところを、剣で狙うのが常じよう套とう手しゆ段だんでした。

　思わずミランダと顔を見合わせるが、残念なことにジェットブーツによる移動はとても素早く、すでに竜の近くまで来てしまった。

「「うおおおおっ!!」」

「おっと」

　魔法によって動きが止められていない竜たちは、当然俺たちに向かって攻撃をしてくる。

　直前まで気付かなかった俺とミランダは大慌てで、あらかじめ予測していたトニーは余裕をもって、突進してきた暴君竜の嚙みつきを躱かわす。

　俺の右手にトニー、左手にミランダがいたため、俺は左右に逃げ場がなく、上空に逃げた。

「あっぶね……うおおおおっ!!」

　暴君竜の嚙みつきを躱して一安心かと思いきや、その後方にいた首長竜が俺に向かって嚙みつき攻撃を仕掛けてきた。

　もう一度ジェットブーツを起動し、何とか首長竜の嚙みつきを躱す。

　くそっ、あの首の長さは面倒だな。

　空中を飛んでも安全地帯にならない。

　首長竜の攻撃を躱して着地すると、再度オーグからの叱責の声が飛んだ。

「この馬鹿者！　止めを刺せと言ったのだ！　先制攻撃をする奴があるか!!」

「悪い!!　それよりオーグ！　後ろの首長竜が邪魔だ！　あれから先に討伐したいんだけど！」

　必殺、オーグの怒りの矛ほこ先さきをうやむやにしてしまおう作戦だ。

　実際に首長竜が邪魔なのは確かなので、噓は言っていない。

「まったく……それでは首長竜からやるからな！　キチンと止めを刺せよ!!」

　よかった、何とかうやむやにできたみたいだ。

　そしてオーグは、素早く皆に指示を出すと早速魔法による攻撃を開始した。

「それでは……撃て!!」

『はい!!』

　オーグに指示された魔法が、首長竜だけでなく、暴君竜や鎧竜、角竜にも襲い掛かる。

　魔物化し固くなっている竜の皮膚には、すんなり魔法は通らない。

　だが、皆の魔法はすでに単独で災害級の魔物を倒せるだけの力がある。

　そんな魔法をまともに食らっては、さすがの魔物竜たちも大きなダメージを受け、動きを止めざるを得なかった。

「チャンス!!」

　そんな中、俺はまず首長竜に止めを刺すべくジェットブーツを起動し飛びあがったのだが、さすがは最強の竜と呼ばれるだけのことはある。

　暴君竜が魔法のダメージから早々に回復し、俺に嚙みついてきた。

「シン君!!」

「うわっと!!」

　後ろでシシリーの悲鳴が聞こえるが、何とか嚙みつきを躱した俺は、そのまま暴君竜の頭を思い切り踏んづけた。

「踏み台にした!?」

　トールが何やら叫んでいるが、丁度いい。

　俺は暴君竜の頭を踏み台にして、そのまま首長竜に向かって飛翔する。

　首長竜は暴君竜ほどの耐久力を持ち合わせていなかったらしく、相当なダメージを受けている。

　これは、このまま行ける!!

「おおりゃああああああっ!!」

　思い切り振り抜いたバイブレーションソードは、丸太のような首長竜の首を一刀両断し、首長竜は地響きを立てながら地面に倒れ伏した。

　俺は再度ジェットブーツを駆使しながら地面に下り立ち、トニー、ミランダと並び立つ。

「さすがだねえ」

「ホント、こうもアッサリ魔物化した竜を倒すなんてね……」

　一緒に前線で剣を振るっているトニーとミランダの二人は素直に賞しよう賛さんしてくれる。

　けど、後ろからの声も聞こえてるんだよ。

「また断頭か」

「ホント、シン君、首切るの好きだよね！」

「間違いない。ウォルフォード君は魔物の処刑人」

「魔物の処刑人ってなんだ!?　一番効率いいだろうがよ!!」

　オーグ、アリス、リンの非ひ道どい批評に対して思わずツッコんでしまう。

　それに、あんなに長くて太い首が目の前にあるんだ。

　普通狩るだろ？

　そんなやり取りをしていると……。

『ＧＹＡＷＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!!!』

「おっと」

　仲間？　がやられたことに激昂したのか、暴君竜をはじめ鎧竜と角竜も咆哮してさらに荒ぶった。

「おや、魔物にも仲間意識があるのかな？」

「さあ？　どうなんだろ？」

「だから二人とも、もうちょっと緊張感を持って!!」

　トニーも俺と同じことが気になったらしいのだが、ミランダはそれどころじゃないみたいだ。

　ともあれ、今回は咆哮によるダメージは受けていないようで安心した。

　さて、ミランダが平常な状態なら残りの竜を片付けて終わりにしようか。

　俺の前には暴君竜、トニーの前には鎧竜、そしてミランダの前には角竜がいる。

「これで一人一体な」

「じゃあ、二刀流にした真価を見せようかな」

「うう……その余裕が羨ましい……」

　なぜか半ベソをかいているミランダだが、さっきの動きを見る限りは大丈夫だろう。

　それでは……。

「さあ……残りも片付け……」

「だから突っ込もうとするな!!」

　……。

　そうでした！

「まったく、お前たちは……魔法で先制攻撃をするからジッとしていろ！」

「おう」

「あはは。すいません」

「も、申し訳ございません！」

　さっきと同じ失敗をしかけた俺たちにオーグからの叱責が飛んだ。

　俺とトニーは慣れたもんだけど、ミランダは非常に畏かしこまって謝罪していた。

「そんなに謝らなくてもいいのに」

「なんでよ!?　殿下なのよ!?　王おう太たい子し様さまなのよ!?　なんでそんなに軽いのよ!!」

　ミランダに、もっと気楽にいこうぜと話しかけたらキレられた。

　なんでって言われても……。

「オーグだから？」

「もうやだ……胃に穴が空きそう……」

「大丈夫かい？　シシリーさんに治癒魔法かけてもらうかい？」

「なんで皆同じこと言うのよぉ」

　ミランダも、結構俺たちとの付き合いが長くなってきたから、その辺りの耐性もできてると思ったんだけど、そうでもないみたいだな。

「大丈夫だって。オーグはそんなことで目くじら……」

『ＧＹＡＷＯＯＯＯＯＯ!!!!』

「おっと、放置しすぎたか」

「怒ってるねえ」

　ミランダを慰めようとしたら、竜たちに吠えられた。

　あまりに放置しすぎたらしい。

　しびれを切らして咆哮した。

「今だ！　全員撃て!!」

『はい!!』

　その瞬間を狙っていたのだろう。

　オーグの号令で魔力を集めていた皆が一斉に魔法を放った。

　俺とトニーを除くアルティメット・マジシャンズ十人から一斉に放たれた魔法は、先ほどと同じく暴君竜をはじめとした竜たちに大きなダメージを与えることに成功し、竜たちの足が完全に止まった。

「うっし!!」

　その様子を見て、俺はジェットブーツを起動。

　俺の前にいる暴君竜に向かってダッシュした。

『ＧＵＷＯ！』

　向かっていく俺に対して、暴君竜が身構える。

　そして俺は、先ほどと同じように暴君竜の頭上に向かって飛ぶ……フリをした。

　暴君竜の方も、さっきの俺の動きが脳裏に残っていたのだろう。

　釣られて頭を上にあげた。

　頭が上にあがったことで出来た身体の下のスペースに、ジェットブーツを起動して飛び込む。

　するとそこには、無防備な暴君竜の足があった。

「もう魔物の処刑人なんて言わせねえからな！」

　その暴君竜の右足に向かってバイブレーションソードを一振。

　あまり太くない暴君竜の足は何の抵抗もなく切断できた。

『ＧＹＡＡＡＡ!!』

　四し肢しの一つを切断されたことによる激痛に、暴君竜が悲鳴をあげて暴れまわる。

　このままだと暴れる暴君竜に巻き込まれるので、もう一本の足を切断しつつ身体の下から脱出する。

　身体を支えるものがなくなったので地面に崩れ落ちる暴君竜。

　身体の下から脱出する途中だった俺の目の前に、崩れ落ちてきた暴君竜の……。

「あ」

　しまった。

　つい反射で……。

「ああ……首刎はねちゃった……」

　目の前に頭が落ちてきたもんで、つい刎ねちゃったよ。

　最後は魔法を使って倒そうかと思っていたのに……。

　まあ、竜の魔物の中では一番強そうな暴君竜を倒せたことでよしとするか。

　さて、他の二人は……。

「おお、カッケー」

　トニーの方は、左右に持ったバイブレーションソードを流れるように振るい、固い皮膚の鎧竜に確実にダメージを与えていた。

　鎧竜の四本の足のうち、二本はすでにない。

　そして、固そうな身体は傷だらけだ。

「うーん、分厚いなあ」

　舞うようにバイブレーションソードを振るっていたトニーは、鎧竜から一旦距離を取った。

　特に苦戦はしていないようだけど、決め手にも欠けているようだ。

　そんなトニーは、少し考えたあと、もう一度剣を構えなおした。

「しょうがない。これでいくか」

　トニーはそう呟くと鎧竜に向かってジェットブーツを起動した。

　そして、鎧竜の目の前で上空にジャンプしたかと思うと、眼下の鎧竜に向かって風の魔法を撃った。

　頭を風圧に押され、這いつくばるように地面に押さえつけられた鎧竜の頭に向かって、バイブレーションソードを構えたトニーが降下してきた。

「ここなら薄いだろう!?」

　そう言ってトニーは、鎧竜の頭頂部にバイブレーションソードを突き立てた。

　鎧竜は皮ひ膚ふが厚くて、身体とか首とか切っても致ち命めい傷しようを与えられなかったんだろう。

　その点、頭頂部には厚い皮膚などない。

　頭ず蓋がい骨こつを貫通したバイブレーションソードは、そのまま鎧竜の脳を破壊した。

　大きくビクンと跳ねた鎧竜は、そのあと崩れ落ちて沈黙した。

「おー、やるじゃん」

「はは、ちょっと苦戦しちゃったなあ」

　鎧竜の身体を傷だらけにしてしまったことが、トニーにとっては反省点らしい。

　けど、俺の目にはそうは映らなかった。

「やっぱ、二刀流カッコいいなあ」

「そうかい？　ところでミランダさんは？」

「ああ、あっちも問題なさそうだぞ」

　トニーの様子を見ながらミランダのことも見ていたけど、角竜との間合いを図っているのか、緊張を解すためなのか、角による攻撃をジェットブーツを使いながらヒラヒラと躱していた。

「おお～」

「やっぱり現役は動きが違うねえ」

　俺もトニーも、自分では鈍っていないつもりだったけど、現役で剣術の修行ばかりしているミランダとは体たい捌さばきの面で随分差を広げられてしまったようだ。

「俺らは魔法学院だからなあ」

「しょうがないのかもしれないけど、ちょっと悔しいねえ」

　そんな風に自己弁護をしていると、今まで躱すことに重点を置いていたミランダの動きが変わった。

「あ、決める気だねえ」

　トニーの言葉通り、ミランダは突進を躱されてバランスを崩した角竜の懐ふところへジェットブーツを起動して飛び込んだ。

　そして、心臓があると思われる位置にバイブレーションソードを突き刺すと、血が噴き出すよりも早くその場を離脱。

　剣は的確に心臓を貫いていたらしく、大量の血が噴き出し角竜はそのまま絶命した。

　おお……そういえば、ミランダの戦闘を間近で見たのは初めてだけど、カッコいいな。

「ふう」

　戦闘が終わって一息ついたミランダと合流し、皆のもとへと戻る。

　すると案あんの定じよう……。

「ウォルフォード君はやっぱり魔物の処刑人」

「ぐっ！　やっぱり言われたか……」

　リンから魔物の処刑人の認定を頂いてしまった。

「トニーって意外とエグイのね。脳に剣を突き刺すとか……」

「いや、あれは仕方ないんだよ。皮膚が厚くてさ」

　マリアからの評価に、トニーが慌てて弁明している。

　ああいうのって、実際にやってみないと分からないものなんだよなあ。

　そんな中、一番の賞賛を受けていたのはミランダだった。

「凄いねミランダ！」

「カッコよかったです、ミランダさん！」

「ねえ！　こうヒラヒラ躱してグサッて刺すとこカッコよかった！」

　シシリー、オリビア、アリスからの賞賛を受けてミランダは照れ臭そうにしていた。

「い、いや。あれくらい騎士ならできて当然だから」

「そんなことないわよぉ」

　謙遜するミランダにユーリが声をかけている。

　なんというか、概おおむね女子からの好意の方が大きい。

　これって……。

　そんなミランダを見ている俺の肩をマリアが『ガッ！』と摑んだ。

「シン……それ、ミランダが気にしてるから言わないであげてね」

「お、おお……」

　そういえば、マリアも後輩女子からよく慕われている。

　その辺りにもシンパシーを感じているのかもなあ。

「……なにかムカつくこと考えてない？」

「い、いや？」

　そんなやり取りをしているときだった。

『まったく、こんなふざけた連中の相手をしないといけないとはね』

　俺たち以外、人間は誰もいないはずのこの場に、俺たち以外の人間の声がした。

「この声っ！」

「まさか!?」

　そう思って索さく敵てき魔ま法ほうを使うと……。

「魔人……」

　魔都の城壁の上に、複数人の魔人たちが立っていた。
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「お、お前らっ！」

　俺たちの前に姿を現した魔人に対して、俺の感情が一気に高ぶる。

　以前、こいつら魔人どもに、危あやうくシシリーが殺されそうになった。

　そのことを思い出して、俺の感情が怒りに支配され……。

「落ち着けシン」

「あだっ！」

　怒りの感情のまま魔人たちに襲い掛かろうとしたところ、オーグに頭をチョップされた。

「何すんだよ！」

　突然頭をチョップされたことに抗議の声をあげると、今度はそのままヘッドロックされ、オーグが小声で語りかけてきた。

（いいから落ち着け。怒りに任せて殲せん滅めつしてしまっては、奴らの全体数も目的も聞き出せん）

（なんだよ、今更そんなこと気にしてもしょうがないだろ）

　俺もオーグに合わせて小声で答える。

（そんなわけあるか！　全体数を把は握あくしていないと、前のように取りこぼしがあるかもしれんではないか！）

　むう……それもそうか。

　前回はそれで痛い目を見たんだった。

（お前は後ろで大人おとなしくしていろ）

（分かったよ）

　ようやくヘッドロックが解除されると、俺はオーグの指示通り後ろに控ひかえた。

「殿でん下かのヘッドロックなんて初めて見ました」

「そうで御ご座ざるな」

　俺の側にいたトールとユリウスが話しかけてきた。

「へえ、トールたちはされたこと……」

　そのとき、俺はユリウスが鉄製のガントレットをしていることに気が付いた。

「ユリウス、それ……」

「む？　ああ、拙せつ者しや、シン殿やトニー殿ほど剣が上う手まくないで御座るからな。得意な身体強化で直接殴ろうかと思いまして」

　そっか、マリアたちと同じで魔法と近接で戦うんだったな。

　しかし、あっちのミランダの武器は魔道具であるバイブレーションソードだ。

　ユリウスのガントレットには何も付ふ与よしていない。

　そうか、殴るのか。

「ユリウス。ガントレットを身体の後ろに隠すように腕を後ろに組んでくれ」

「ん？　こうで御座るか？」

「おう」

　ユリウスが後ろで手を組むことで、傍はた目めには『休め』の体勢で立っているように見える。

　そして、ガントレットが身体の後ろに隠れた。

　俺は、魔人たちがオーグと話して気が逸それている今この時を使って、ユリウスのガントレットにある魔法を付与した。

　付与が終わったあと、ちらりと魔人たちを見るがこちらに気付いた様子はない。

　良かった。

「……シン殿。一体なんの魔法を付与したで御座るか？」

「ああ、それは……」

　こうして俺がユリウスのガントレットに施ほどこした付与について説明している最中も、魔人はオーグと話をしている。

「随ずい分ぶんとご丁てい寧ねいな出迎えではないか。まさか希少な竜を魔物化させて襲ってくるとはな」

　オーグは両手を広げ、魔人たちに向かってそう言った。

　魔人がイラッとしているのが手に取るように分かる。

「しかし、過去に一度だけ竜が魔物になったことがあったと聞いていたが噂ほどではなかったな。ああ……魔物化させた者の力量が大したことないのか」

　オーグがそう言うと、魔人たちの魔力が一気に膨れ上がった。

　……さすがオーグ。

　相手を煽あおることに関しては天下一品だ。

「キサマ……シュトローム様を侮ぶ辱じよくするか!!」

「フム。事実を言っただけなのだがな。魔人のくせに随分と忠ちゆう誠せい心しんの篤あついことだ」

「当たり前だ!!　シュトローム様は虐しいたげられていた俺たちを助けてくださった大恩人なのだ!!」

「魔人に……魔物にされているのにか？」

「俺たちが望んだことだ！　キサマにとやかく言われる筋合いはない!!」

「自らね……なんとも救いのないことだな」

　オーグが呆れたように溜め息を吐くが、魔人はなぜかニヤッと笑った。

「いいや、救われたさ。帝国に搾さく取しゆされ、酷こく使しされるだけだった俺たちを掬い上げ、救ってくださった」

「そうだ！　シュトローム様は俺たちを地獄のような日々から解放してくれた！」

「しかも、憎き帝国を打倒する力まで与えて頂いた！」

「貴様らのような温室育ちの小僧どもには分からんだろうがな！」

　周りの魔人たちもオーグに向かって怒ど鳴なり出だした。

　相当興奮してる。

　一斉に怒鳴り声を浴びたオーグだったが、眉まゆ一つ動かさずに平然と受け止め、さらに返した。

「全く分からんな。お前たちが虐げられていたのは、皇帝や貴族たちからだけだろう。復讐をするならその者たちだけにするのが筋だ。なぜ同じ立場の平民まで虐ぎやく殺さつする必要がある？」

　オーグのその言葉に、魔人たちは口を噤つぐむ。

「その事実だけでも、お前たちに同情の余よ地ちなどない。お前たちは、ただの血に飢うえた魔物だ！」

　ちょっと語気を荒らげてそう言ったあと、魔人たちを見下すように笑って、また煽った。

「当然、お前たちを生み出したシュトロームも同様なのだろうな」

　……正直、どっちが悪者なのか分からなくなる台詞だな……。

　だが、効果はてきめんだった。

　オーグがそう言ったあと、一旦収まっていた魔力が一気に膨れ上がったのだ。

「ギ、ギザマ……!!」

　魔人の目が血走ってる。

　相当頭に血が上ってる。

「たったそれだけの人数で世界に戦争を仕掛けようというのだ。頭も相当に悪いのだろうな。それとも何か？　他に援軍でもいるのか？」

「ふざけるな！　俺たちと幹部だけだ!!　世界を滅亡させるのに、他人の手なんぞ借りるか!!」

　言った。

　魔人の人数は、ここにいる者と、あとは幹部。それとシュトロームだろう。

　幹部が何人いるかは分からないけど、とりあえず平の魔人はここにいるだけで全員ということか。

　数は……三十から四十ってとこか。

　それに、やはりコイツらの目的は世界征服ではなくて、世界の滅亡。

　なぜそんなことを考えたのかは分からないけど、実際に実行しようとしている。

　となれば……。

「フン。それだけ聞ければ十分だ」

　魔人を煽りに煽っていたオーグはそう言うと、自分も魔力を集めだした。

「それでは、決着をつけようではないか。お前たちの敬けい愛あいするシュトロームの言う所の……」

　オーグはまたニヤッと笑って言った。

「ゲームの始まりだ」

　なんだろう……。

　オーグが主役っぽい!!

「ガキがぁ……調子に乗りやがってぇ……」

「調子に乗る？　これは妙なことを言うな。これがゲームだと言ったのはお前たちだぞ？」

「グッ、グギギギ……」

「ここは帝都……いや、魔ま都との城門。そこを守るお前たちを倒して先へ進む。簡単なゲームだ！」

　オーグはそう言うと、城門に向かって特大の炎の魔法を撃ち出した。

「くっ！」

　その威い力りよくに、城壁の上にいた魔人たちは思わず飛びのいた。

　結果、魔法は大音響をあげて城門に炸裂。

　城門はものの見事に吹き飛んだ。

「じょ、城門が！」

「ふむ。これで私たちが有利になったな」

「なに!?」

　地上に下りてきた魔人たちが吹き飛ばされた城門を見て驚くが、オーグの言葉にこちらを振り返った。

「私たちはわざわざお前たちと律儀に戦わなくても、城門を抜ければいいわけだ。それに引き換え、お前たちは私たちを一人たりとも通してはいけない。随分なハンデではないか」

　まあ、その通りだな。

　俺たちは、一人でも城門を抜けて……最悪俺一人がシュトロームのもとに辿り着ければゲームは半分勝ちだ。

　それに引き換え、魔人たちは俺たちを絶対通しちゃいけない。

　これは魔人たちにとって非常に都合が悪い。

　そしてこれには、もう一つの効果もあるな。

（これで、魔人どもは城壁の前に集まるだろ。囲まれなくていい）

（やっぱり、それも狙いか）

（まあな）

　魔人たちに聞こえないように小声で話すオーグ。

　確かに、俺たちが十三人なのに対して相手は三十人ちょっといる。

　囲まれたら面倒だもんな。

「くそっ！　絶対奴らを通すなよ！　シュトローム様やゼスト隊長の信頼に応えるんだ！」

『おおっ！』

　案の定、魔人たちは城門の前に集まって、絶対に俺たちを通さない構えだ。

　まさに、オーグの思う壺だな。

「さて、それでは……」

　ずっとこの場の主導権を握っていたオーグが、両手に魔力を集めだした。

「戦闘開始だ！」

　オーグはそう言うと、真っ先に魔人に向かって突撃していった。

「私たちも続くわよ！」

「お、おう！」

　突撃するオーグを見て、マリアとミランダも二人一緒に突撃していく。

「自分たちも行きますよ！」

「合がつ点てん承しよう知ち！」

　それに続いてトールとユリウスのコンビ。

「さっきので身体も温まったことだし、僕も行くよ！」

「私もいくわよぉ！」

「自分も行くッス！」

「わ、私も！」

　そして、ソロの予定のトニー、ユーリ、マークと、皆をサポートする予定のオリビアも続く。

　俺とシシリーは、そんな突撃していく皆を見て動かなかった。

　事前の打ち合わせ通り、俺は治癒魔法担当のシシリーを護衛するからだ。

　シシリーの横で、魔人たちに向かっていく皆を見送っていると……。

「ふふ」

「どうした？」

　俺の横でシシリーが笑っていた。

「いえ。シン君、皆さんのこと信頼してるんだなあって思って」

　……そういえば、去年の夏にそんな話をしたような覚えがある。

　自分一人で全部背負いこまなくていいって、シシリーに言われたんだっけな。

「ああ、信頼してるよ。それと……」

「はい？」

「シシリーの治癒魔法もね」

「シン君……」

「戦闘服の付与魔法は、強力だけど無敵じゃない。不意討ちやカウンターには弱い。これだけの人数の魔人相手だと、思わぬ負傷をするかもしれない。そのときはシシリー、頼んだよ？」

　俺がそう言うと、シシリーは一瞬嬉しそうな顔をしたあと、きゅっと顔を引き締めた。

「が、頑張ります！」

「うん」

　さて、俺は皆の援護、シシリーは援護と治癒のためにその場に残り、戦せん況きようを見つめた。

　その視線の先では……。

「キューティーレッド！」

「キューティーブルー」

「「キューティーツイン！」」

「ふ、ふざけやがってえっ!!」

「「……」」

　本当にふざけたシーン、見ちゃったよ。

　戦闘中になにやってんの!?





　　　　◆






　アウグストが先制の魔法を放ったあと、真っ先に飛び出していったのは、マリアとミランダのコンビだった。

「さあて、ミランダ！　特訓の成果を見せるわよ!!」

「い、いきなり魔人相手は不安だけど……やってやるわ!!」

「ミランダはさっきウォーミングアップしてたじゃない。いけるいける！」

「あ、ああ!!」

　わりと必死な感じのミランダに比べて、マリアは少し気楽そうである。

　というのも、マリアはミランダの実力を信じているから。
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　皆が対魔人戦のためということで努力していた期間、マリアもミランダとの連携で魔人に挑むことを思いつき、訓練のために魔物を討伐していた。

　その訓練と称して倒していた魔物とは……。

「……災害級の魔物より強いとはいえ、あの野性の恐怖に比べたら軽いもんよ!!」

　シュトロームの動物実験により増えた災害級の魔物ばかりだった。

　最初、自分には無理だと拒絶していたミランダだったのだが、マリアに無理矢理付き合わされた結果、二人でなら災害級の魔物を討伐できるまでになった。

　その要因として、シンからバイブレーションソードを譲り受けたこと、それとミッシェルから訓練を受けるようになったことが挙げられる。

　年末のシンたちの誕生日パーティー以降、ずっとミッシェルと訓練をしていたミランダは、二年生になった際、ついに主席の座を勝ち取った。

　その結果、騎き士し学がく院いん首しゆ席せきの剣けん技ぎを持ちながら、バイブレーションソードを使いこなす、今のアールスハイド王国にいる前衛としては最強に近い力を持っているのである。

　とはいえそんなミランダでも、一人で戦闘訓練を受けた魔人を相手にするのは厳しい。

　だからこその、マリアとの連携なのである。

「さあて、それじゃあ私からいくわよ!!」

　ミランダが魔人に向かっていく中、マリアは途中でストップし、魔人相手に炎の魔法を放つ。

「くうっ！」

　派手な爆発音と共に着弾するが、魔人たちも魔ま力りよく障しよう壁へきを張ってその魔法を防ぐ。

　元々魔法が使える者が魔人化しているだけあって、マリアの魔法は完全に防がれる。

　だが、マリアの放った魔法は炎の魔法。

　相手に与えるのは、衝撃だけではない。

「ぐっ……」

「これほどの熱量とはっ！」

　魔法という魔力攻撃については防ぐことができる魔力障壁だが、その余よ波はである熱までは防ぎきれない。

　伝わってくる熱量に、魔人たちの表情が歪ゆがむ。

「だが……」

「防ぎ切ったぞ！　今度はこっちの番だ！」

　なんとかマリアの魔法を防いだ魔人たちが、今度は自分たちの番だと攻撃の準備をしようとしたとき……。

「遅い!!」

　魔人たちは、マリアの派手な魔法にばかり目が行ってしまい、先に突進してきていたミランダの動きを見落とした。

　その結果。

「なっ!?」

「は、はやっ……」

「でえああああっ!!」

　ジェットブーツによる高速機動で魔人に迫ったミランダは、剣を高速で二回振るった。

　剣を振るう速度を重視しているため、普通の剣であれば相手に致ち命めい傷しようを与えることなどできない、手打ちの攻撃。

　だが、ミランダが振るったのは、バイブレーションソードである。

「ば、ばかな……」

「ぐはっ！」

　軽く振るった剣で真っ二つに切断された魔人たちは、信じられないといった表情のまま絶命した。

「貴様っ!!」

「よくもっ!!」

　味方がやられた魔人たちは、一斉にミランダに向けて魔法を放つが、さっきまでそこにいたはずのミランダはもういない。

　二人の魔人を斬ったあと、またもジェットブーツを使って早々に離脱していたからだ。

　それは、当然一いち撃げき離り脱だつという意味もあるが……。

「ちょっと！　熱すぎよ！　肌が焼けちゃったじゃない！」

　マリアの放った炎の魔法の余波に耐えきれなかったというのが、ミランダの本音である。

「分かったわよ！　じゃあ、熱くなけりゃいいんでしょ！」

　ミランダの抗議を受けて、マリアは熱くない魔法を選択した。

「これなら……どうよっ！」

　マリアが選択したのは、風の……いや、竜たつ巻まきの魔法。

　荒れ狂う竜巻が、魔人の一団を襲う。

「くうっ……舐なめるな！　たかだかこんな竜巻ごときで……」

　マリアの放った竜巻の魔法は、相手を吹き飛ばすという観点からいえば相当強力な魔法である。

　だが言ってみれば、それは相手を吹き飛ばすだけで倒す魔法とはいえない。

　しかし、マリアの放った魔法は、それだけではなかった。

「いっつ！　な、なんだ!?」

「石の礫つぶて!?　くそっ！　なんてえげつない真似しやがる!!」

　マリアは、竜巻による暴風と共に、石の礫を巻き上げ魔人たちを攻撃したのである。

「くそっ！　魔力障壁じゃあ礫まで防げない！」

「円えん陣じんだ！　円陣を組んで物理障壁に切り替えろ！」

　たかが石の礫と侮あなどってはいけない。

　竜巻により高速で巻き上げられた礫は、弾丸と同じである。

　石の礫は、必殺の勢いをもって魔人たちに襲い掛かる。

　それを必死に防ぐ魔人たち。

　そして、それを呆ぼう然ぜんと見ているミランダ。

「何やってんのよミランダ！　突っ込みなさいよ！」

「あんなのに突っ込めるか、馬鹿あっ！」

　目の前で繰り広げられているのは、魔人ですら防御で手一杯の竜巻。

　そんなところに、突っ込んでいったら自分もどんなダメージを食らうか分からない。

　ミランダも、防御用魔道具は持たされている。

　だが、そもそもバイブレーションソードという魔道具を起動しながら剣技を振るえるだけでも凄いのだ。

　魔道具の同時起動など、とてもではないができない。

　結果ミランダは、竜巻が治まるまで待つしかない。

「ミランダ！」

「っ!?」

「この、クソガキどもが！」

　だが、現在いるのは戦場の真まっ只ただ中なか。

　竜巻に巻き込まれなかった魔人たちが、その隙をついて攻撃してきた。

　マリアの警告で自分が狙われていることに気付いたミランダは、ジェットブーツを起動して高速移動。

　魔人の魔法を回避した。

「おのれ、ちょこまかと！」

「たかが魔道具と侮っていたな……まさか、これほど厄やつ介かいだとは……」

　魔人たちもただ指を咥くわえてシンたちが来るのを待っていたわけではない。

　元帝国諜ちよう報ほう部ぶ隊たいだけあり、シンたちの持つ魔道具などの情報は集めていた。

　だが、観察をするのと実際に対戦するのとではわけが違う。

　今まで経験したことのない速度で目の前を移動されると、どうしても目測を誤ってしまうのだ。

「っと、あぶな……」

　魔人の魔法を避けたミランダが、マリアの隣まで退たい避ひしてきた。

「油断しないでよ、もう」

「マリアがいつもと違うことするからでしょ！」

「だって魔人なのよ!?　いつもより強力な魔法を使わないと意味ないじゃない！」

「そうだけど！　これだと練習した意味ないじゃない！」

「騎士でしょ！　根性で突っ込みなさいよ！」

「無茶苦茶言うな!!」

　戦闘中にもかかわらず、じゃれ合う二人。

　その光景を苦々しい思いで見ている魔人たち。

　文句の一つも言いたいが、実際に弄もてあそばれているのは自分たちの方。

　こんな小娘に……。

　そんな思いが魔人たちの怒りを増大させていった。

「あ、竜巻が消えるわよ」

　マリアの指摘で竜巻の方を見るミランダ。

　その竜巻が消えたあとに残っていたのは……。

「はぁ……はぁ……」

「こ……このやろ……」

　まさに満まん身しん創そう痍いといった体の魔人たち。

「さすがにしぶといわね……」

　大きなダメージを与えることには成功したが、まだ倒し切ってはいない。

　だが、魔法でダメージを与えたあとに止とどめを刺す役目を持ったミランダが魔人たちに向かって突進した。

「舐めるなあっ！　このクソガキがあっ!!」

　突っ込んでくるミランダに対し、魔法で食い止めようとする魔人。

　だが。

「ふっ!!」

「なあっ!?」

　魔人の放った魔法は、障壁ではなく、同じく放たれたマリアの魔法により相そう殺さいされた。

「魔法を魔法で迎え撃っただとっ!?」

「そんなバカな!!」

　魔人たちは、その衝撃の光景に思わず目を奪われた。

　しかし、その間もミランダの動きは止まらない。

「！　しまった!!」

「シッ!!」

　弱ってフラフラになっている魔人に対し、バイブレーションソードを振るうだけ。

　たったそれだけで複数の魔人を討伐したミランダは、またジェットブーツにより離脱し、マリアと並んだ。

「あれ？　前に戦った魔人って、こんなだっけ？」

　前回は決め手に欠け、膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいった経験のあるマリアが、今回はいとも簡単に魔人たちを討伐できていることに首を傾げた。

「こんなって……アタシは結構ギリギリだよ。油断したらすぐにやられそう」

　今回、初めて魔人と戦うミランダは、いまだに緊張感を持ったまま魔人たちと向かい合っている。

　そんなミランダを見て、マリアは得心がいった。

「あ、ミランダがいるからか」

「え？」

「いや、ミランダがいるだけで、こんなにも違うんだなって思って」

「な、何言ってんのよ……」

　唐とう突とつに褒ほめられたミランダは思わず照れた。

　そんな戦場らしからぬやり取りをする二人を見て、魔人の一人が呟つぶやいた。

「……この化け物どもが」

　小さい呟きだったが、それは確実に二人に届いた。

「「……だ」」

　プルプル震えながら、魔力を高めるマリアと、剣を握りなおすミランダ。

　そして……。

「「誰が化け物だ!!!!」」

　怒り狂ったマリアの放った魔法は魔人の魔力障壁を破り、単独で魔人に辿り着いたミランダはそのまま魔人を斬り伏せた。

　結局、連携している意味はあまりない二人だった。




　真っ先に飛び出し、剣と魔法の連携で次々と魔人を倒していくマリアとミランダを、トールとユリウスは苦笑しながら見ていた。

「やれやれ、どうにもうちの女性陣は好戦的な方が多いですね」

「まあ、事ここに至ってはそのほうが良いで御座ろう。それに、例の戦法が有効なのも実証して頂けたで御座る」

「そういえば、さっきシン殿から何やら付与をされていましたけど、なんなんです？」

「ああ、それは………」

　ユリウスがトールの質問に答えようとしたとき、二人に向かって高出力の魔法が撃ち出された。

「「!!」」

　咄とつ嗟さに魔力障壁を展開し、その魔法を防ぐトールとユリウス。

　なんとか防ぐことができたが、その威力に二人は冷たい汗をかいた。

「……シン殿がいともたやすく討伐しているので、勘違いしそうになりますけど……」

「くっ！　やはり訓練された魔人は一味違うで御座るな」

　二人はそう言うと、魔法が撃ち出された辺りを見る。

　前方には大勢の魔人がいるのだが、その中の一団が自分たちの方を向いていることに気が付いた。

「戦闘の最中にペチャクチャお喋しやべりしやがって……舐めてんのかテメーらっ！」

　こちらに魔法を撃ったと思われる魔人が、苦々しい表情でそう叫ぶ。

　そんな意図はなかったとはいえ、結果として戦闘中に話しこんでいたことは事実なので、トールとユリウスは気を引き締めなおした。

「なんとも複雑ですね。魔人のあなたに正論で指摘されるとは」

「やはり、今までの魔人とは違うで御座る」

「ちっ！　あんな出来損ないと比べるんじゃねえよ！」

　ユリウスの言葉に気を悪くしたのか、魔人が再度魔法を放ってきた。

　今度は魔力障壁を張らずに、ジェットブーツによる高速移動で魔法を避けたトールは、そのまま魔人に対して風の刃の魔法を放った。

「チイッ！」

　障壁で防御するものと思っていた魔人は、避けながら魔法を放ってきたトールの行動に面食らい、咄嗟に魔力障壁による防御をした。

「ぐうっ……！　ガキのくせにこんな威力の魔法をっ！」

　万全ではない状態で受け止めたからなのか、魔人はトールの魔法に押され気味だった。

　そのとき。

「もらったで御座る!!」

「なっ!?」

　トールと同じようにジェットブーツによって魔法を避けていたユリウスが、魔力障壁を展開している魔人の脇から懐に潜り込んでいた。

「しまっ……!!」

「ぬうああっっ!!」

　ユリウスは叫ぶと同時に、シンの手によって魔道具化したガントレットを起動させながら拳を振るう。

　そして、ユリウスの拳は魔人の胴体にヒットした直後……。

　大爆発を起こした。

[image: ]

「……え？」

「……な……」

　あまりのことに、この事態を引き起こしたユリウスも固まり、トールは口を開けて唖あ然ぜんとしている。

　そして吹き飛んだ魔人はというと……。

「……あれで生きているわけはないで御座るか……」

　ユリウスの視線の先には、下半身しかない魔人の身体があった。

　その戦果を確認したあと、ユリウスはジェットブーツを起動し、トールのもとまで戻った。

「な、なんですかそれは!?　殴った相手が爆発しましたよ！」

「いや……シン殿からは、殴った際の威力が上がるようにしたとしか聞いてないで御座る」

「威力がって……やりすぎでしょう……」

「察するに、これはシン殿の指し向こう性せい爆ばく発はつ魔ま法ほうで御座るな。起動しただけでは発現せず、インパクト時にだけ発動するようにしたので御座ろう」

「……まったく……天才の考えていることはよく分かりませんね」

「同感で御座る。だが、強力な武器を得たのも事実。我々も存分に戦うで御座るよ！」

「ええ、そうしましょう！」

　そうして、今度はこちらから打って出るトールとユリウスの二人。

　あまりの出来事に一瞬呆然としていた魔人たちは、突っ込んでくる二人を見て、慌あわてて迎撃態勢を取った。

「くっ！　この化け物どもが！」

「それは心外ですねっ！　化け物に化け物呼ばわりされるとは!!」

　そう言いながらトールは魔人に向かって炎の魔法を放つ。

　それを、魔力障壁で受け止めてしまえばさっきの二の舞になると踏んだ魔人は、回避行動を取った。

「くっ！　この魔法の威力！　意味の分からん魔道具！　俺らより、テメエらの方がよっぽど化け物集団じゃねえか!!」

「まだ言いますか!!」

　お互いに魔法を撃ち合いながら口論する二人。

　ユリウスは、その魔法の撃ち合いに割り込むことができずにいた。

　だが、自分の攻撃が魔人への有効打となるのは先ほど確認したため、なんとか攻撃のチャンスはないかと窺っている。

　戦場でボケッと立っていると魔人たちの格好の的になるので、常にジェットブーツで移動しながら二人の言動を見守っていた。

　一方、言い合いをしながら魔法を撃ち合っていたトールと魔人だが、どうも話の内容が変わってきていた。

「あなた方こそ、元軍人でありながら魔人になったのでしょう？　考えなしに行動していた平民魔人たちとは違う！　なぜシュトロームなどに付き従っているのですか!?」

「はっ！　そいつは前提が違うぜ坊ぼう主ず！」

「前提？」

「俺たちはシュトローム様に付き従っていたから魔人になったんだよ！　魔人になったからシュトローム様に従っているわけじゃない！」

「だとしても！　こんな命令を出すシュトロームに反感は持たないのですか!?　これではあなた方に死ねと命令したも同然じゃないですか！」

「それでもだよっ！　俺たちはシュトローム様に心から救われたんだ！　死ねと言われれば死んでみせる！」

「……狂ってる」

「ああそうさ！　俺たちは魔人だ！　全員狂ってるんだよ！　さあ、いつまでもお喋りしてないでさっさとケリを付けようぜ!!」

　そう言って魔法を撃ち出そうとした魔人。

　だが次の瞬間、魔人の足元が突如爆発した。

「ぐわっ！　な、なんだ!?」

　突然のことに、魔人の動きが一瞬止まる。

　そのとき。

「トール！　今で御座る!!」

「！　はっ!!」

　ユリウスの叫びを聞いたトールは、魔人に向かって特大の炎の魔法を撃ち出した。

「なっ……ぐわああっっ!!」

　突如足元が崩れたことで防御も回避もできなかった魔人が、トールの魔法に包まれた。

「ユリウス、助かりました」

「構わぬで御座るよ」

「今のはそのガントレットで地面を殴ったのですか？」

「そうで御座る。これで戦術の幅が広がるで御座る」

「そうですね」

　トールはそう言ったあと、少し沈黙してから再度口を開いた。

「正直、シュトロームの命令で命を捨てようとしている彼らに、少し同情する気持ちもあったのは事実です。けれど、先ほどの言葉で踏ん切りがつきました」

　そして、魔人たちに向き直った。

「奴らは狂ってる。シュトロームのために命を散らすことを悦んでいる節もある。ここで……」

　トールはそう言うと、魔力を集めだした。

「ここで全員仕留めます!!」

「おおっ!!」

　トールとしては珍しい殲せん滅めつ宣せん言げんのあと、強力な魔法を撃ち出した。

　ユリウスもトールに同調し、雄お叫たけびを上げながら魔人たちへと突撃した。

　戦闘は、より激しくなっていった。




　マリアとミランダ、トールとユリウスがペアで戦闘をしているのに対して、マークはソロで魔人と対決していた。

「うおおりゃあっ!!」

　気合いと共に、自ら考案した魔法剣を思いっきり振るうマーク。

　だが、マークはあくまで鍛か冶じ師しの息子。

　昔から騎士である父に剣を教えてもらっていたトニーと比べると、どうしても剣けん技ぎで劣ってしまう。

　それを補うための魔法剣だったが、今相手をしているのは元帝国の諜報部隊だった魔人。

　諜報活動が主だったとはいえ、戦闘訓練を受けていないはずもなく、マークの剣は空振りに終わる。

「ちぃっ!!」

「うおっと、危ねえっ！　テメエ、物騒なもん振り回してんじゃねえぞ！」

　思わず舌打ちするマークに対して、剣を避けた魔人は若じやつ干かん焦りながら文句を言い、すかさず反撃態勢に入った。

「この素人がっ！　プロをなめんじゃねえぞ！」

「ぐっ!!」

　魔人はそのまま魔法を放つが、それを防御用のアクセサリーと戦闘服に付与されている防御魔法でなんとかしのぐマーク。

「ちっ！　またそれか！　本当に厄介な魔道具持ちやがって！」

　そう魔人が忌いま々いましそうに言い放つと、マークの方も悔しそうに呟いた。

「くそっ！　このままじゃ前と同じじゃないか！」

　そんなマークの呟きを、対戦している魔人が聞き、ニヤッと口元を歪めた。

「はあ？　前と同じ？　何言ってんだ。前とは全然違うだろう？　こっちの人数がよっ！」

「はっ!?」

　前回、魔人と対戦したときは今よりもっと人数が少なかったため、ほぼ一対一の戦闘になっていた。

　だが、今回は圧倒的に魔人の方が数が多い。

　一対一だとまたしても千日手になるところであったが、今回はそうはならなかった。

「しまっ……」

「遅えんだよ！　死ね！　ガキがっ！」

　背後から新たな魔人が現れ、マークに向かって魔法を放とうとした。

　マークは咄嗟のことで、まだ防御魔道具を起動できていなかった。

「もら……があっ!!」

「!?」

　もう駄目かと思われたそのとき、不意討ちをかけてきた魔人が、逆に不意討ちで吹き飛ばされた。

　吹き飛ばされた魔人だったが、魔法の威力が弱かったのか、致命傷にまで至らずまだ生きていた。

　そのことに気付いたマークは、この機会を逃すまいと再度魔法剣に魔力を込め、炎の剣を魔人に対して思いっきり振り抜いた。

「ぐっ……くそっ……たれ……」

　ようやくアルティメット・マジシャンズの一人を討ち取れると思っていたのに逆にマークの魔法剣に両断された魔人は、悔くやしそうに呟きながら絶命。

「な!?　だ、誰だ!?」

　マークと最初に対戦していた魔人も、驚きながら魔法が放たれた方向を見た。

　そこにいたのは……。

「オリビア!!」

「マーク！　大丈夫!?」

「ああ！　最高の援護だった！」

　単独で戦場を走り回り、皆のフォローに回っているオリビアだった。

　オリビアは、自分の攻撃魔法の威力では魔人を倒し切るのは難しいと判断し、普段から忙しい店のフロアを走り回っている経験を活かし、戦場で不利な形勢になっている所へ行ってフォローするということをしていた。

　そして、背後から奇襲されたマークのもとへ駆けつけ、逆に不意討ちをかけたのだった。

　だが、いくらマークの不利を察したからといって、すぐにフォローに来られたのはなぜなのか？

「な、なんだテメエ!?　さっきまでいなかったじゃねえか！」

　魔人はそう叫ぶと、オリビアに向けて魔法を放った。

「!!」

　魔法を放たれたオリビアは、防御魔道具を展開するのではなく、目の前に土壁を作りそれで防御しようとした。

「はっ！　そんなもんで防げるかよ！」

　魔人のその言葉通り、オリビアが作った土の壁は、あっけなく破壊された。

　その様子を、恋人であるマークはなぜか冷静な目で見ていた。

「これでようやく一人目……ゴハッ!?」

　自分の放った魔法が土壁を破壊し、さらにその向こうまで破壊したことでようやく一人倒したと思った魔人だったが、なぜか背後から攻撃され、まともに食らってしまった。

「な、なにが……」

　そうやって振り向いた視線の先には、先ほど始末したはずのオリビアが立っていた。

「てめえ……なにしやがった……」

「お前が知る必要はないよ」

　倒れた魔人の側には、オリビアの行動を予測できていたマークが魔法剣を起動させながら立っていた。

「……はっ……結局、俺らはただのやられ役ってわけか……」

　致命傷ではなかったとはいえ、まともに立ち上がることもできないほどのダメージを受けた魔人は、諦めの表情でそう言った。

「……」

　そんな魔人を一瞬憐あわれに思いながらも、相手は魔人。

　情けは無用と、マークは魔法剣を振り下ろした。

　そして、魔人に止めを刺したマークはオリビアの方を向いた。

「そんなにゲートの使い方上手かったっけ？」

　そう、オリビアがマークの危機にすぐさま駆け付けてこられたのも、魔人の背後にいつの間にか回り込んでいたのも、ゲートの魔法を使って移動していたからだった。

　魔人の魔法を土壁で防ごうとしたのも、起動するゲートを見られたくなかったから。

　遠距離の移動しか考えていなかったマークにとって、オリビアのゲートの使い方は目から鱗うろこだった。

「私のやることが決まってから、こればっかり練習してたよ。多分、ゲートの起動の速さならウォルフォード君にも負けないと思う」

「そっか。頼もしいよ」

　マークがそう言うと、オリビアは嬉しそうに微笑ほほえんだあと、踵きびすを返した。

「じゃあ、他の人のところに行くね。また危なくなったら駆け付けるから」

「うん。そうならないように頑張るよ」

　マークの返事に頷くと、ゲートを起動しその場を離れるオリビア。

　どこに出たのかは分からなかったが、すぐに魔法が着弾する音が聞こえた。

「オリビアァ～ナイスゥ～」

　ユーリの間延びした声が聞こえたので、恐おそらくユーリの援護をしたのだろう。

　自分と会話をしながら、その状況を見極めていたことに感心した。

「そうだよな。俺、トニーさんみたいに剣を習ったわけじゃないのにな……」

　マークはそう呟くと、手元にある魔法剣を見た。

「強力な武器を考案できたからって、すぐに強くなるわけじゃないのに。何を思い上がってたんだ！」

　マークはそう呟くと、さっきのオリビアとの共闘を思い出した。

「さっきのあれを参考にすれば……」

　新たに現れた魔人に対し、今度はいきなり剣で斬り付けるのではなく、まずは攻撃魔法を連射。

　魔人が防御に回ったところでダッシュして魔法剣を起動し斬り付けた。

　当然防御魔法を展開する魔人だが、ここで選択したのは物理防御魔法。

　剣で攻撃してきたのだから当然かと思われる。

　だが、マークの剣は炎の魔法が付与された魔法剣。

　剣に付与されている魔法は物理防御では防ぐことができず、結果防御魔法は破壊されそのまま魔法剣によって斬り倒された。

　ようやく自分の戦い方について把握できたマークは、それを間接的に教えてくれたオリビアに感謝した。

　そして、なんとなく、将来オリビアの尻に敷かれそうだなと、漠ばく然ぜんとした不安を抱えるのであった。




　オリビアがヘルプに入る前、ユーリは一人で魔人と相対していた。

　元々、周りの皆ほど攻撃魔法が得意ではない彼女が一人で戦っている理由。

　それは……。

「えーい！」

「うおっ!?」

「そりゃあ」

「ちょっ！　待て待て!!」

「待たなぁい」

「ぬはっ！　て、テメエ！　何個魔道具持ってやがんだ!?」

「えぇ？　内緒ぉ」

「ふざけんじゃ……うおおっ！」

　ユーリは、自分の火力不足を理解していた。

　そこでユーリが見出だした解決策が『一回で足りないなら、たくさん撃てば良いじゃない』という物量作戦だった。

　その考えに至いたったユーリは、ビーン工房の職人たちの協力を得て、携帯しやすい短い杖を大量に作成してもらい、それに攻撃魔法を付与した。

　その攻撃魔法が付与された杖を、これまたビーン工房の職人に作ってもらったホルスターに収め腰に巻き付けている。

　ユーリはそのホルスターから次々と杖を抜き出し、魔人に息もつかせぬほど連続で攻撃していたのだ。

　杖に付与した攻撃魔法はユーリのイメージなので、一発の攻撃で致命傷になることはないが、それなりのダメージを負うことは間違いない。

　そんな攻撃を連続で受ける魔人はたまったものではない。

　しかし、ユーリの連続攻撃を避けたり防いだりしつつも、文句を言うことができている。

　つまり、魔人にはまだ喋る余裕があるということだ。

「むぅ、これでも駄目かぁ」

　ユーリは不満そうに口を尖とがらせるだけだったが、魔人の方は憎にく々にくしげに睨にらみ付つけていた。

「俺たちが魔人になってようやく辿り着いた領域に……こんなガキが、人の身のままで……」

　そう口にした魔人は、その怒りをユーリに向かってぶつけた。

「ふざけんなあっ!!」

　ずっと攻撃を受けるだけだった魔人が急に攻撃に出てきた。

「わわ」

　ユーリは咄嗟に防御魔道具を展開し、魔人の魔法を防ぐ。

　だが、魔人の攻撃は終わらなかった。

「俺たちが！　どんな思いで！　魔人になったと思ってるんだ!!」

　魔人はそう叫びながら魔法を連発してくる。

「そんなこと知らないわよぉ！」

　明らかな八つ当たりに、さすがのユーリも声を荒らげた。

　だが魔人の攻撃は止まらない。

「うるさい！　俺たち帝国平民がどんな扱いを受けていたか知っているか!?」

「だから、知らないってば！」

「俺たち帝国の平民は！　ただ搾取されるだけの存在だ！　そうやって虐げられてきた俺たちの気持ちが分かるか!?」

「そんなの帝国に言ってよぉ！」

「言ってもしょうがねえから滅ぼしたんだろうが！」

「だったらそれで終わりでしょぉ!?　何で周りにまで迷惑かけるのよぉ！」

「許せねえからだよ！」

「何が!?」

「お前らみたいな！　恵まれた環境でヌクヌクと惰だ眠みんを貪むさぼっている連中がだよ！」

「……」

　魔人の言葉に、ユーリは思わず閉口した。

　あまりに非ひ道どい言いがかりに言葉を失ったのだが、魔人は違う判断をした。

　自分の言葉に、返す言葉がないのだと思った。

　だから魔人は、ユーリに向かってさらに自分の怒りをぶつけた。

「俺たちが虐げられながら必死で生きてきて、シュトローム様のおかげで魔人になれて、ようやく帝国と渡り合えるようになったのに！　お前みたいなガキが俺らと対等だと!?　ふざけんじゃねえよ!!」

　ユーリはこの言葉を聞いて、今まで感じたことがないほどの怒りが湧わいてくるのを実感した。

　怒り心頭のユーリは、腰のホルスターから複数の杖を追加で取り出した。

「ふざけてるのはそっちでしょぉ？」

「あぁ？」

「あなたたちの境遇には同情するわ。でもねぇ！」

　ユーリはそう言うと、複数の杖を一斉に魔人に向けた。

「私はぁ！　一生懸命努力したわよぉっ！　魔人になって無条件に力を手に入れたアンタたちとは違うんだからぁ!!」

　ユーリはそう言うと、今まで一個ずつ起動させていた杖を一斉に起動。

　火や風、水に土と、ありとあらゆる魔法が一斉に魔人に放たれた。

「なあっ!?」

　複数の魔法がまとめて放たれると、さすがの魔人も身の危険を感じ、慌あわてて回避する。

「うおっ!?」

　さっきまで自分がいた場所に魔法が着弾し、大爆発が起こる。
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　その様子に冷や汗をかいた魔人がユーリを見ると、まだその怒りは治まっていなかった。

「ウォルフォード君に訓練してもらってぇ！　メリダ様に指導を受けてぇ！　ようやくここまでになったんだからぁ!!」

　ユーリはそう叫ぶと、ホルスターに残っていたほとんどの杖を取り出し魔人に向けた。

「お、おい……ちょっと待……っがあ！」

　ユーリの様子に怯ひるんだ魔人が制止の言葉を放とうとしたとき、突とつ如じよとして死角からの攻撃を受けた。

「がはっ……」

「オリビアァ、ナイスゥ！」

　短距離をゲートによって移動してきたオリビアの援護射撃により、ユーリの前に無防備な身体を晒さらす魔人。

　そして。

「くらええぇ!!」

　ユーリは、手に持った大量の魔道具を一斉に起動し、魔人に向けて放った。

「ぐっ……くそっ……たれがあ……」

　ユーリの放った魔法の直撃を受けた魔人は、そんな言葉を残し、跡あと形かたもなく消滅した。

　その様子を確認したユーリは。

「……へえ、まとめて放つとこんな威力になるのねぇ」

　と、すっかり怒りも治まったのか戦場に似つかわしくないテンションでそう言った。

　そんなユーリのもとに、オリビアが駆け寄ってきた。

　その顔は、若じやつ干かん引きつっている。

「ユ、ユーリさん、凄いですね……」

「ねえ？　凄いよねぇ。これって新発見かなぁ？」

「さ、さあ？　どうでしょう？」

「でもぉ、これで私も魔人と対等に戦えるよぉ！」

「そ、そうですね……」

「あ、オリビア、さっきすごく助かったぁ。また援護よろしくねぇ」

「あ、はい」

　ユーリはオリビアに礼を言うと、また次の魔人へと向かっていった。

　その背中を見送ったオリビアは、ポソッと呟いた。

「……ユーリさんは怒らせないようにしよう……」

　オリビアの中で、ユーリが大人っぽいお姉さんから、怒らせたら怖い人に変わった瞬間だった。




「ユーリさんって、怒るとあんなに怖いんだねえ。僕も気を付けないと」

　トニーは、両手に持ったバイブレーションソードを縦じゆう横おう無む尽じんに振るいながら、皆の前で初めてキレたところを見せたユーリを見ていた。

　その表情は余裕そうである。

　魔人に対抗する手段として、トニーはバイブレーションソードの二刀流を選択。

　魔人たちと戦う前に、魔物化した竜という魔人とは違う人類の厄やく災さいを圧あつ倒とうできたことで、その動きは自信に満ち溢れていた。

　ジェットブーツを駆く使しして魔人の魔法を掻かい潜くぐり、一刀目が防がれてもすぐに二刀目で魔人を討伐してしまう。

　ある意味、一番シンの恩おん恵けいを受けているトニーが、この戦場において一番の戦果を挙げているのは間違いない。

　そんなトニーに対し、近接戦闘では不利と見た魔人は……。

「ガキが！　調子に乗るんじゃねえ!!」

　遠距離から強力な魔法を放った。

　だが……。

「おっと」

「なにぃ!?」

　トニーは向かってくる魔法に対して冷静に魔力障壁を展開。

　難なくその魔法を防いでしまった。

「ふっ!!」

「!?」

　剣の方が得意だと思っていたトニーに呆あつ気けなく自分の魔法を防がれたことで、一瞬呆然とした魔人の隙を見逃さず、ジェットブーツで一気に距離を詰めたトニー。

「シッ!!」

「ガァ……」

　一瞬の出来事に、魔人は為なす術すべもなく斬り捨てられた。

「ふぅ」

　魔人を斬り伏せたトニーは、周りを見て一息吐いた。

「さて、あっちはどうなってるのかな？」

　トニーはそう言うと、とある二人組の方を見た。

「あんな派手な格好だとねえ、格好の的になってると思うんだよねえ」

　トニーが気にした二人組。

　それは、

「にょわっ！」

「やあ！」

　派手な衣装に身を包んだアリスとリンの二人であった。

　その衣装は、露出過多なうえに色も派手で、一見して戦場には似つかわしくない。

　そもそも、この服は戦場に出ないメイのためにとシンが可愛い服としてデザインしたものだ。

　戦場で着る服ではない。

　そんな服を着て戦場にいると当然……。

「ふざけた格好しやがってえっ!!」

「ナメてんじゃねえぞ！　ガキが！」

「んな派手な服着て、狙ってくださいって言ってるようなもんだろうが!!」

　命を懸けた戦場に、一見するとふざけているとしか思えない格好で現れた二人の少女。

　命を捨てる覚悟でこの戦場にやってきた魔人たちは、当然のように激げき昂こうした。

　派手で目立つので、どうしてもアリスとリンの周りには多くの魔人が集まってしまうのだが……。

「にゃあっ！　なんだよ！　別にふざけてるわけじゃないよ！」

　アリスはそう叫びながら、攻撃を避けつつ魔人たちに反論した。

　その反論が、ますます魔人たちを苛いら立だたせた。

「あぁっ!?　それでふざけてねえってんなら何だってんだ!!」

「そんなこと、言うわけない」

　魔人の激昂に対して、冷静に当たり前のことを言うリン。

　普通に考えれば、戦っている相手に戦法を教えることなどあるはずもないのだが、そんな当たり前のことを自分たちより大分年下であろうリンに言われたことで、魔人たちはさらに冷静さをなくしていく。

　そして、アリスとリンはその隙を見逃さなかった。

「リン、前方にダッシュ」

「了解」

　魔人たちには聞こえないほど小さな声で喋りかけるアリス。

　周りでも起こっている戦闘音で、魔人たちはアリスの言葉を聞き取れなかった。

　だが、近くにいたとはいえ、リンは正確にアリスの言葉を聞き取り、タイミングを合わせて前方へダッシュ。

　取り囲もうとしていた魔人たちの横をすり抜け、その背後を取った。

「は!?」

「な!?　なん……」

　二人の突然の行動に戸惑う魔人たちをよそに、アリスとリンはさらに声をかけ合った。

「「せーの……」」

　普通の声で。

　魔人たちを挟む立ち位置にいるため、本来ならそんな音量で声は届かない。

　だが……。

「「はあっ!!」」

　アリスとリンは、ピッタリ同時に炎の魔法を放った。

「はあっ!?」

「うそ……だろ……」

　全く同じタイミングで放たれた魔法は、同時に着弾。

　別々の方向から同時に放たれた大魔法に、魔人たちはどちらを防御していいのか一瞬で判断することができなかった。

『ぐぅおああああぁっっ!!』

　さらに、相そう乗じよう効こう果かにより威力を増した炎は、瞬またたく間まに魔人たち数人を焼き尽くした。

　間違いなく魔人たちを倒したことを確認したアリスは、ホッと息を吐いた。

「ふう……やっぱり、これいいね！　戦闘中に内緒話できるの！」

「うん。このアドバンテージは大きい」

　アリスとリンが、爆音轟く戦場にいるにもかかわらず小声でやり取りができたのは、彼女たちの頭を覆っている防具に仕込まれている小型の通信機のおかげだ。

　無線通信機と同じものを仕込んであり、耳に直接スピーカーが当たるように設計されているため、音量をかなり絞ってある。

　なので、二人の会話が周りに聞かれる心配もない。

　アリスとリンは、その機能を駆使して魔人を討伐したのだ。

　ただ、今回使用したのは無線通信機を利用した頭の装備のみ。

　服は必要ないのだが……。

「やっぱり、この装備を使うなら服装も合わせなきゃね！」

「それは当然」

　やはり、ふざけているのかもしれない。




　アリスとリンの放った同時魔法は、戦場に大音響を響かせた。

　それに気付いたアウグストは、ちらりとそちらを見て溜め息を吐いた。

「まったく……通信機で連絡を取り合うなら頭の装備だけで十分だろうに。相変わらず真ま面じ目めさが足りんな、あの二人は」

　アリスとリンにはあとで説教だなと決めたアウグストは、すぐに自分の戦闘に思考を切り替えた。

「なんだ……なんなんだ、お前たちは!?」

　アウグストの目の前には、呆然という言葉がピッタリ当てはまる表情の魔人がいた。

「なんだと言われてもな。我々はアルティメット・マジシャンズだ。お前たちも知っているだろう？」

「そんなことを言ってんじゃねえ!!　ほんの一ヶ月前まで、俺たちと同等だったじゃねえか！　それなのに……なんでここまで圧倒されるんだ!!」

「ふむ、そうだな……努力の結果とだけ言っておこうか」

「ふっざけやがってえっ!!」

　魔人の質問に対するアウグストの返答に、魔人は激昂した。

　たった一ヶ月。

　常識的に考えて、たった一ヶ月でここまで成長するなど魔人には考えられなかった。

「なにが努力の結果だ！　どうせ前の戦いのときは手の内を隠していやがったんだろうがっ!!」

　報告のあった以前の戦い。

　その際、やはりシンの力は脅威だとしつつも他のメンバーについては自分たちと同等。

　戦い方次第で十分勝機アリという報告だった。

　なのに、蓋ふたを開ければこの蹂じゆう躙りん劇げき。

　魔人が勘違いをするのも無理はない。

　だが……。

「心外だな。いくら私でも、自分の命を天てん秤びんにかけるほど愚おろかではない」

「うるせえっ！　そんな言葉、信じるかよ！」

「本当なのだがな……」

　アウグストたちが魔人を圧倒できている理由。

　それは単純に、今までの戦い方に固こ執しつしなかっただけだ。

　二対一に持ち込んだ者。

　新たな魔道具を持ち込んだ者。

　その魔道具を大量に持ち込んだ者。

　そもそも戦いを捨て、サポートに回った者。

　対して魔人たちは、戦い方を変えることをしなかった。

　魔人になったことによる驕おごり。

　アウグストたちを所しよ詮せんは戦闘経験の少ない子供だと見くびった侮り。

　だが、一番大きいのは……。

「コロコロ戦い方を変えやがって……テメエらにはプライドってもんがねえのか！」

　魔人になり、圧倒的な力を持ったことによるプライド。

　それが邪魔をして魔人たちは戦い方を変えることができなかった。

　そんな魔人に対してアウグストは。

「ふむ、プライドか。そんなものは……ない!!」

「はあっ!?」

　キッパリと言い切った。

「ちょ、おま……お前、確か王おう太たい子しだよな!?　なんで自分の力にプライドを持ってねえんだよ！」

「そう言われてもな。所詮、私の……いや、私たちの力はシンに与えられたものだ。自分だけで得た力ではない。そんなものにプライドなど持てるはずがないだろう？」

　アウグストの言葉を聞いた魔人は、口元をニヤッと歪ませた。

「……はっ！　なんだよ、大国の王子様ともあろう御方が借り物の力で戦ってんのかよ？　こいつはお笑い草だぜ」

「煽ろうとしても無駄だぞ？　そのことは全員が理解している」

「……ちっ」

「ああ、それと、一つ訂正しておこう」

　アウグストはそう言うと、魔力を集めはじめた。

「この力は『与えられた』ものであり『借り物』ではない」

　そしてアウグストは集めた魔力を魔法に変換した。

「なっ……」

　その魔法を見て絶句する魔人。

　アウグストの右手には炎の魔法が。

　そして左手には風の魔法が渦巻いていた。

「魔法の……同時起動……!?」

「シンから与えられ、すでに自分のものとしている。そのための努力を怠おこたったことなどない!!」

　アウグストはそう言うと、その魔法を解き放った。

「はああっ!!」

　アウグストの放った炎の魔法は、同時に放たれた風の魔法を巻き込み巨大な火か炎えん旋せん風ぷうを巻き起こし、魔人を呑み込んだ。

「くっそがあっ!!」

「燃え尽きろ!!」

　しばらく魔法を放ち続けたアウグストが魔法を解除すると、そこには真っ黒になって燃え尽きた、魔人の燃えかすだけが残されていた。
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　アウグストは、その魔人の燃えかすを見下ろした。

「プライドか。もちろん私にもあるさ。だが……」

　そしてアウグストは、他にもいる魔人たちに目を向けた。

「それは……人類の守護者であるプライドだ!!」

　アウグストはそう言うと、人類を護るため魔人に立ち向かっていった。





　　　　◆






「なあシシリー」

「はい。なんですか？」

「……オーグ、カッコ良すぎね？」

　なんだよ、人類の守護者たるプライドって。

　まるで世界を救うヒーローみたいじゃん。

　そんなクサイ台詞……俺も言ってみたい！

「あはは……でも、あれが私たちが知っていた殿下ですよ。今の殿下に慣れちゃいましたけど、以前はああいうイメージでしたね」

「うーむ……そういう話は何回か聞いたことあるけど、どうにも違和感が……」

「シン君は、今の殿下しか知りませんもんね」

　皆は最初、今のオーグに違和感を覚えていたらしいけど、俺の前じゃ最初からアレだったからなあ。

　ああいうクサイことを恥ずかしげもなく言えるところは、やっぱり王子様なんだなって感じる。

　と、シシリーとそんな話をしているときだった。

「あうっ！」

「あ！　アリス!!」

　さっきまでリンと一緒に順調に魔人を討伐していたアリスだったが、攻撃を意識するあまり足下への注意が疎おろそかになったらしい。

　魔人たちとの壮絶な魔法の撃ち合いでボコボコになった地面に足をとられて転倒。

　そこにタイミング悪く魔人の魔法が飛んできた。

「にゃあああっ!!」

　アリスは、なんとか今着ている魔法少女風の服にも付与してある防御魔法を展開するが、完全には相そう殺さいしきれず吹き飛ばされてしまった。

　ああもう！

　調子に乗って油断したな!?

　足をとられての転倒なんていう不意の状況じゃ、咄嗟に魔道具を起動させることは難しい。

　多少は相殺できたみたいだけど、ダメージを受けているのが離れていても分かる。

「行ってきます！」

　同じようにアリスがダメージを受けるところを目撃したシシリーが、すぐさまゲートでアリスのもとに向かった。

「あうう……」

「もらった!!」

「させません!!」

　ダメージを受けて倒れているアリスに、止めを刺そうと魔人が放った魔法が、ギリギリ間に合ったシシリーの魔力障壁によって防がれた。

「はああ!?　テメエ！　どっから現れやがった!?」

「リンさん！　援護を！」

「分かってる！」

「うおっ！　くそっ！」

　ゲートで突然現れたシシリーに魔人が戸と惑まどっている隙に、リンが魔人を牽けん制せい。

　シシリーたちから引き離すことに成功した。

「大丈夫ですか!?　アリスさん！」

　魔人が離れたことを確認したシシリーは、すぐさまアリスの治療にあたった。

「あうう……ゴメン、シシリー。油断しちゃった」

「もう、相手は魔人なんですから油断なんてしちゃ駄目ですよ」

「いやあ、戦法が当たってサクサク討伐できるもんだから……」

「それでも魔人なんです。付与魔法の起動が間に合わなかったら、さっきの一撃で死んでいてもおかしくないんですよ？」

「うん、実感した。やっぱりコイツら、今までの魔人とは違うや」

「はい。もう大丈夫ですよ」

「わお。本当にもう治ってる！　ありがとシシリー！」

　怪我の治療を終えたアリスが、自分に手傷を負わせた魔人に向かって飛び出していった。

「このおっ！　よくもやってくれたなあっ!!」

「はあっ!?　もう治ったってのか!?」

「ウチの治癒魔法士は最高なんだよ!!」

「いくらなんでも常識外れだろ!!」

「ウォルフォード君の訓練を受けたんだから当然」

「はっ!?」

　あまりに早く現場復帰したアリスに気を取られていた魔人の背後に、リンがすかさず回り込んだ。

「しまっ……」

「遅い」

「くっ……がああっ!!」

「こっち忘れてるよ!!」

　慌ててリンの魔法を防御しようとした魔人だったが、そうなると今度はアリスの方が疎かになる。

　アリスの魔法をまともに食らった魔人が、崩れ落ちる。

「くそ……二人がかりとか……卑ひ怯きようだろ……」

「優先順位は間違えない」

　恨うらみ言ごとを呟きながら倒れる魔人に、リンが止めの魔法を放った。

　最優先事項は、どんな形でもいいから魔人たちを討伐して世界を救うこと。

　皆にオーグの意思は十分伝わっているようだ。

「それにしても……」

「どうした、シシリー？」

　アリスの治療を終えて、また俺の隣に戻ってきたシシリーがポツリと呟いた。

「魔人たちは、これほど劣れつ勢せいになるとは思ってなかったんじゃないでしょうか？」

「まあ、そうだろうね」

　前回の対戦を思えばそれも仕方がないことだろう。

　お互いが決め手に欠け、膠着状態に陥ったという前の戦闘。

　あの場にいた魔人は少なかったし、ほとんど俺が討伐しちゃったけど、何人かには逃げられた。

　そいつらから情報は得ていたと思……。

「……なあシシリー」

「はい、なんですか？」

「魔人たちも、オーグたちを仕留めきれなかったんだよな？」

「え？　あ、はい。殿下たちは魔人たちの連携に戸惑っていましたし、魔人たちも戦闘服の付与魔法を突破できていませんでした」

　そういう戦いだったからこそ、オーグは皆に新しい戦い方を模索しろと指示を出し、皆はそれまでの力押しから、連携をしたり、新しい魔道具を用意したり、サポートをしたりした。

　なのに……。

「なんで魔人たちは、対策を練ってないんだろうな……」

「そう言われれば……」

　前回、魔人たちがオーグたちを圧倒したのならそれも分かる。

　けど、膠着していたのなら何かしらの対策を練るのが普通じゃないのか？

「おかしいよな……」

「そう……ですね……どういうことなんでしょうか？」

「無む為い無む策さくで戦闘に参加するなんて、まるで……」

「うわあっ！」

「ミランダ!?」

　思考の途中でミランダの悲鳴があがった。

「大変！　行ってきます！」

「あ、ああ」

　話の途中だったが、ミランダの危機にシシリーが再度ゲートで現場に向かった。

「マリア！　援護して！」

「分かった！」

「もう！　ミランダも油断したの？」

「アタシはこれでギリギリ一杯だよ！　あ痛たた……」

「じっとして！」

　ミランダは魔法使いじゃないからなあ。

　咄嗟に魔道具を起動させて防御することに慣れてないんだろうな。

　それでも大事にはいたってないみたいで一安心だ。

「はい、終わったよ」

「ありがとシシリー！　たああっ！」

　治療を終えたミランダは、さっきのアリスと同様、傷が癒いえた途と端たんに魔人に向かっていき、マリアとの連携でまた一体魔人を討伐した。

　また、簡単に討伐された。

　いや……確かにこの魔人たちは、以前戦った平民魔人たちに比べて強い。

　けど、前回の戦闘に対する対策が全く練られていない。

　その証拠に、戦法を変えたマリアとミランダに、こんな簡単に討伐されている。

　この前の、確か……ゼストとかいう魔人が言うには、コイツらは元軍人のはず。

　そんな奴らが無策で挑んでくるか？

　これじゃあまるで……。

「……自ら破滅を望んでるみたいじゃないか……」

　俺の目には、そんな風にしか見えなかった。

「破滅を望んでいる……ですか？」

　ミランダの治療を終え、隣に戻ってきたシシリーが戸惑いの声をあげる。

「別に確信があって言ったわけじゃないんだけど……」

　オーグたちは前回の戦いを踏まえて、膠着状態を打開するための案を考えた。

　当然、魔人たちも考えてくると思っていたんだけど……。

「魔人たちは、特に打開策を考えるでもなく向かってきてる。まあ、まさかこんなに一方的な展開になるとは予想してなかっただろうけど……」

「まるで、倒されることを望んでるみたい……ですか？」

「ああ、俺の目にはそう見える」

　あのときシュトロームは、世界を滅ぼすと宣言した。

　それを考えると、決して多くはない魔人という手て駒ごまをこんなに簡単に失うようなことをするとも思えない。

「くそっ、一体何を考えてる!?」

　順調に魔人を討伐できていることは喜ばしい。

　けど、シュトロームの意図が全く読めない。

「あっ！　シン君！」

　魔人たちの不可解な行動に頭を悩ませていると、魔人の一体がこちらに向かってくるのが見えた。

「シン＝ウォルフォード！　その首、もらった!!」

「……こいつもか」

　誰かと連携をするわけでもなく、ただ一人で突っ込んできた。

「はあっ！」

　真正面から魔人が魔法を放ってきたので、それを魔力障壁によって防ぐ。

「後ろががら空きだぜっ！」

　おっと、やっぱりもう一人後ろにいたか。

「空いてないですよ！」

「なに!?」

　後ろから襲ってきた魔人の魔法は、シシリーの魔力障壁によって阻はばまれた。

　魔人は二人で襲ってきたけど、こっちもシシリーと二人でいるんだ。

　そうそう隙なんてできるはずもない。

「シシリー、悪いけどその魔人を押さえておいて」

「分かりました！」

「とりあえず……」

「なっ!?」

　まず、目の前にいる魔人を討伐する。

「シッ！」

「くっ！　剣も使うとは厄介な！」

　バイブレーションソードの一振りは、ギリギリ魔人に避けられた。

　慌てて避けたのだろう、体勢が崩れている。

「はあっ！」

　そこに、魔法を叩きこんだ。

「ぐっ！　ぐおおっ！」

　その魔法も、魔人が張った魔力障壁によって阻まれるけど……。

「もう対処できないだろ？」

「あ……」

　魔人が、必死に魔力障壁で俺の魔法を防いでいるうちに魔人に肉薄。

　再度バイブレーションソードを振った。

　魔力障壁では防げないバイブレーションソードの一撃に、魔人はあっさりと斬り裂かれた。

「こ、こんな簡単に……」

　もう一人の方の魔人が驚きよう愕がくしている隙に、そちらに移動。

　そして。

「ぐああっ！」

　魔人の腕を取って投げ飛ばし、地面に組み伏せた。

「き、貴様！」

「おい、お前たちの目的はなんだ？　なぜこんな無意味な襲撃をしてくる？」

　シュトロームの目的が分からず悩んでいたところに、都合よく魔人が襲撃を仕掛けてきたので、俺は直接聞いてみることにした。

　まあ、素直に吐くとは思ってないけどね。

「ああ!?　お前たちを殺すことが目的に決まってんだろうが！」

「その結果がこれか？　お粗そ末まつなもんだな」

「うるせえっ！」

「お前たちはシュトロームから策を与えられていないのか？　こんな無意味な襲撃になんの意味がある？」

「知るかよ！　シュトローム様の深いお考えなど、俺たち下したっ端ぱに推おし量はかることなどできねえよ！」

「それじゃあ……本当に何も策を与えられていないのか……」

　実はなにか策を与えられていて、俺たちはそれに踊らされているだけなのかと思ったけど、どうもそうじゃないらしい。

　でもこれじゃあ……。

「ただの捨て駒じゃないか……」

　とりあえず戦ってこいと言われて無残に討伐される。

　いくらシュトロームの命令とはいえ、自分の部下にこんな……。

　そう思ったときだった。

「お前らなんかに……お前らみたいな恵まれたガキなんかに……」

「お、おい……」

　組み伏せていた魔人が大量の魔力を集め始めた。

「俺たちの気持ちが分かるかああっ!!」

「くそっ！　まさか!?」

「うああああっ!!」

　コイツ!?

　魔力を暴走させて自爆する気か!?

「させるかっ!!」

　俺は慌てて魔人の拘束を解き、バイブレーションソードで魔人を切り裂いた。

「がはっ！」

　それと同時に、魔人が集めていた魔力が霧散していった。

　危ねえ……もうちょっとで大爆発を起こすところだった……。

「おまえら……なんかに……」

　魔人はそう呟くと、そのまま絶命してしまった。

　さっきの問答……結局はっきりとは言わなかったけど、俺は確信した。

　コイツらは、シュトロームからろくな策は与えられていない。

　ただ、シュトロームの命令だから、俺たちに戦いを挑んできた。

　その命令はまるで……。

　それなのに、その命令に一片の疑いも持たず、実行に移している……。

「なんなんだよ、コイツら……」

「シン君！　大丈夫ですか!?」

　シュトロームと魔人たちの、その歪いびつな主従関係に戦せん慄りつしているとシシリーが駆け寄ってきた。

「もう！　魔人を組み伏せて尋じん問もんするなんて！」

「あ、ああ、ゴメン。でも、お陰で分かったことがあるよ」

「え？　あのやり取りで、ですか？」

「ああ」

　はっきりとは言わなかった。

　けど、この状況とあの魔人の言葉で確信した。

　コイツらは……。

「シュトロームに、死んでこいと命令されたんだ」

「そ、そんな!?　自分の部下にそんな命令を出すなんて！」

　シシリーが信じられないと叫んでいる。

「俺だって信じられないよ、けど……」

　なんの策も持たされず戦場に送り出す。

　そんなの、死んでこいって言ってるようなもんじゃないか。

　それに、あの魔人の言葉……。

「アイツらも、その命令になんの疑いも持ってないみたいだった……」

　死んでこいと言われて、喜んで死んでいく。

　その姿はまるで……。

「崇拝者……」

　シシリーが、俺と全く同じ感想を抱いた。

「ああ、シュトロームのことをまるで神みたいに崇あがめていやがる」

　俺とシシリーがそんな話をしている間も、魔人たちは次々とオーグたちに討伐されていく。

　確かに、俺たちの目標は魔人の殲滅……一人残らず討伐することだけど、こんな特攻じみたことをしてくるとは思わなかった。

　それに対して、俺は強烈な違和感を覚える。

　魔人たちが、ここまでシュトロームのことを、妄もう信しん的てきに支持しているのならなおさらだ。

「シュトロームが、急に全面決戦を挑んできたこともそうだけど、どうにも今までの行動と違うような気がするんだよな」

「今までと違う、ですか？」

「ああ。前の魔人領攻略作戦のときに討伐した魔人は、シュトロームは帝国を滅ぼしたあと何もしようとしなかったって言ってた」

「そうでしたね」

「大国とまで言われていた帝国の国民を文字通り皆殺しにしたような奴が、そのあと何もしなかったっていうのも不思議だった」

「でも、それはシュトロームの目的が帝国の滅亡だったから。それが終わってしまって、目標がなくなったんじゃないかって、シン君と殿下が話してたじゃないですか」

「そうだよ。だから旧帝都……魔都周辺を取り囲んで監視して終わりだと思ってたけど……」

　それまで、平民魔人たちの動向を静観していたと思われていた魔人たちが動いた。

　エカテリーナさんを襲撃し、俺をオーグたちから引き離したあと、オーグたちを害そうとした。

　そして、この決戦だ。

「なんで急にシュトロームは動いた？　目的がないならそのまま大人おとなしくしていればいいじゃないか」

「それは……魔人だからとしか……」

　シシリーは、以前シュトロームの宣言を耳にしている。

『この身体になってから、人間などどうでもいい存在に成り下がった』と。

　確かにそう言っていた。

　だから、魔人の思考は人間には理解できない。

　そういうことを言ってるんだろう。

「今回も、世界を『征服』するのではなく『滅ぼす』と言っていましたし……急に人間を滅ぼしたくなったとしか……」

　シシリーがそう考えることも、確かに理解できる。

　けど……。

「そうかもしれないけど……俺はちょっと違うんじゃないかなって思ってる」

「それは？」

「シュトロームがそう思うのは……理解はできないけど納得はできる。けど、コイツらは？」

「あ……」

「シュトロームを神のように崇めているのは分かる。けど、これじゃあいずれ俺たちはシュトロームのもとに辿り着く。そんなことをコイツらが許すと思う？」

「……もっと策を練るなりして、必死に抵抗するはずですよね」

「シュトロームが魔人たちに死んでこいと言う。それは即すなわち、シュトロームを護る者が少なくなるってことだ」

「ええ」

「そんなことを、シュトロームを神と崇めるコイツらが許容するか？」

「それは……そうは思えません」

「それなのに、コイツらはシュトロームの命令に従っている。ってことは……」

　具体的なことはなにも分からない。

　けど、この推察はそう的外れじゃないと思っている。

　それは……。

「もしかしたら、魔人たちの間でなにか大きな問題が起こったのかもしれない」

　そうでないと、この状況が理解できない。

　別に、俺たちの苦戦を願っていたわけじゃない。

　けど、あまりに拍ひよう子し抜ぬけすぎる。

　とはいえ、あくまでも推測に過ぎないから、どうにかして魔人から証言を引き出せないか？

「もう一度、魔人を取り押さえてみるか……」

「駄目ですよ」

　考えが思わず口から出てしまった。

　それを聞いたシシリーが即座に却下の返事をした。

　さっき、魔人を取り押さえたことを怒っていたからなあ……。

　でも、さっきも色々と推測できることを口走っていたし、なにか重要な証言が得られるかもしれない。

　そう思ってシシリーを説得しようとしたのだけど……。

「いえ、シン君の話を聞いたら私も魔人を尋問するのは悪い方法じゃないって分かりますけど……」

　シシリーはそう言うと、戦場となっている方を見た。

「もう数が……あ、今トニーさんが倒したので全滅ですね」

　……。

　しまった……もうちょっと早く行動するべきだった……。




「ふむ……魔人側に起こった問題か……」

「ああ、確証はないけどな」

「となると、全滅させてしまったのは早計だったか……」

　魔人たちを全滅させて戻ってきたオーグにさっきの推測を話したら、真剣に考え込んでしまった。

「いや、そんなことないよ。俺が気付くのが遅かっただけ」

「しかしな……私は気付きもしなかった……」

「それはしょうがないだろ。戦闘中だったんだし」

　オーグは最前線で魔人と戦っていた。

　戦いながら考えごとをするなんて無理だろう。

　俺は、回復要員であるシシリーの護衛と、なるべく皆が戦えるようにするため戦闘には積極的に参加しなかった。

　別に魔人を舐めていたわけじゃなくて、皆を信じていたのもあるし、考えてきた対抗策が本当に有効なのかどうか確かめるためでもある。

　結果として、皆は十分に魔人と戦えることが分かったので、結局俺は最前線に出ず、一歩引いて戦局を見ることができた。

　だから、魔人たちの様子を客観的に見ることができていたんだ。

「だが、言われてみれば確かにおかしかった」

「えー？　あたしたちの作戦が当たったんじゃないの？」

「魔人の様子がおかしいなんて、全く気付かなかった」

　俺の話に理解を示すオーグと違って、アリスとリンは全く気付いていなかったらしい。

「僕も特訓の成果が出たと思ってたよ」

「自分もそうですよ」

「拙者もで御座る」

　トニー、トール、ユリウスもアリスに同調した。

「っていうか、そんなことシンしか気付いてないんじゃないの？」

「マリアの言う通りだよ。あの戦闘の中でそんなこと気にしてる暇なんてあるわけない。生き残るのに必死で……」

　マリアの言葉をミランダが肯定する。

　もしかしてと思ってユーリ、マーク、オリビアを見てみるとミランダの言葉に同調するように首を縦に振った。

　皆、魔人の様子に気が付かなかったことを気にしている感じだな……。

「そんなに気にしなくていいよ。あくまでも俺個人の感想だし、なんの確証もないんだから」

　オーグにも言った通り、命懸けの戦闘中に気付けという方が無理な話なので、気にする必要はないとフォローを入れた。

　むしろ、魔人との戦闘中にそんなことを考えてたらやられてしまう可能性だってあったんだから、気付かなくて良かったとすら思うわ。

「とにかく、ここに現れた魔人は殲滅したんだ、先へ進もう」

「そうだな、戦闘開始前に聞いた話では、あとは幹部たちだけとのことだったからな」

「ああ。終局まであと一歩だ」

　俺とオーグの言葉に全員が頷いた。

　どうやらうまく頭を切り替えられたらしい。

　こうして俺たちは、旧帝都……魔都の門を潜った。

「それにしても……本当になんの気配もしないな」

　無人の魔都を進んでいると、オーグがポツリとそう呟いた。

「ああ、こんな大きい都市がこれだけガランとしてると……それだけで異様だな」

「ここって……住民は皆殺しにされたんでしょ……」

　大国の首都という馬鹿デカイ都市が、シーンという音が聞こえそうなほど静まり返っている。

　しかもその理由が、住民の皆殺しという事実。

　それを考えるだけでも不気味な印象を受ける。

　マリアも、この雰囲気に呑まれているようで……。

「うー、早くここから出た……」

　そう言ったときだった。

　ガタン!!

「うきゃああっ!!」

　風に煽られた板が、倒れて大きな音を立てた。

　その音に驚いたのか、マリアが悲鳴をあげてしゃがみこんだ。

「へえ、マリアってこういうの苦手なのか？」

「そ、そそ、そうよ！　悪い!?」

「いや、ただちょっと意外だなって」

「言っとくけど、脅おどかしたりしたら本気で魔法をぶっ放すからね!!　効かないと分かっててもやるからね!!」

「わ、分かった分かった。っていうかこんなとこでそんなことしないから」

「本当でしょうね？」

「さすがに、この非常時にそんなことしないって。それに……」

　ここに住んでいた数万……いや、この規模なら十数万か？

　それだけの人が亡くなった場所でそんなことをするのは、不謹慎極まりない。

　それくらいの分別はあるよ。

「シン、メッシーナ、おふざけはそこまでだ」

「べ、別にふざけてたわけじゃ……」

「来たぞ」

　オーグに窘たしなめられて反論しようとしたマリアだったが、オーグの次の言葉でハッと気付き、前方を見た。

　視線の先は、廃はい墟きよになった建物の上。

　そこにいたのは……。

「お前……ゼスト！」

　あのとき、ゼストと呼ばれていた魔人だった。
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　俺たちの前に現れたゼストと、その横にもう一人魔人がいた。

　こっちは見たことない奴だ。

「とうとうここにまで辿り着いたか」

「あーあ、嫌になっちゃいますよ。これまでの苦労が水の泡だ」

　神しん妙みようそうなゼストに比べて、隣の奴は随分と軽薄そうだな。

「初めまして、アルティメット・マジシャンズの皆さん。もっとも、俺は初めましてじゃないけどな」

「なに？」

　初めましてじゃないけど、初めまして？

　それってどういう……。

「まさか!?」

「お、気付いたか？　今まで、お前たちのことはずっと見てたよ。全く気付いてなかったから楽な仕事だったぜ」

「お前が……」

　俺は、ゼストの横でこちらを馬ば鹿かにしたような表情で見ている魔人を睨にらんだ。

　コイツは、俺たちのことをずっと見ていた。

　ということは、裏で色々と暗あん躍やくしていたのはコイツ。

　つまり……。

「お前がエカテリーナさんを殺そうとした真犯人か!?」

「まあ、普通気付くよなあ。あーあ、上う手まくいくと思ったのに。なんだあれ？　長距離通信とか転移魔法とか、ズルいだろ」

「お前っ！」

「お？　なに、怒った？」

「当たり前だ!!」

　コイツ!!

　人一人殺そうとしておいてなんて言い草だ！

「はっ、そんな怒んなよ。怒りたいのはむしろ……こっちの方なんだからよ！」

　俺に企たくらみを阻そ止しされたことを思い出したからだろうか、魔人が急に怒り出した。

「落ち着けローレンス。もう過去のことだ。それよりも、今はシュトローム様の願いを叶えることの方が先決だ」

「……分かってますよ」

　怒る魔人……ゼストがローレンスと呼んだからそれが名前なんだろう。

　そいつをゼストが窘たしなめた。

　っていうか、ゼストの奴、今……。

「シュトロームの……願い？」

　俺の声が聞こえたんだろう、ゼストが俺を見た。

　その顔には……怒りや憎しみなどはなく、まるで全てを諦めたかのような表情が浮かんでいた。

　その隣では、ローレンスも辛そうな顔をしている。

　一体……なんだ？

「ふう、いかんな。少し喋しやべりすぎたようだ」

「ちょっと待て！　シュトロームの願いとはなんだ!?」

　話をやめようとするゼストに向かって、オーグが食い下がる。

　だが……。

「言っただろう、喋りすぎたと。もうこれ以上話すつもりなどない」

「そんなことが聞けるか！」

「ならば……」

　ゼストはそう言うと、グッと腰を落とし……。

「力ずくで聞き出してみるがいい!!」

　こちらに向かって突進してきた。

「オーグ！　コイツは俺が相手をする！　お前はローレンスを！」

「分かった！」

　こうして、俺とゼスト、ローレンスとオーグの戦いが始まった。





　　　　◆






「お前の相手はこの私だ！」

　ゼストに続いて襲いかかってきたローレンスの前に立たち塞ふさがったのは、シンに指名されたアウグストだった。

　自分の進路上に立ち塞がったアウグストを見たローレンスは、ニヤリと口元を歪ゆがめた。

「王子様がお相手してくださるとは、俺も偉くなったもんだぜ！」

　ローレンスはそう叫ぶと、アウグストに対し、先制攻撃とばかりに炎の魔法を撃ち込んだ。

「「殿でん下か!!」」

　護衛であるトールとユリウスが叫び声をあげるが、アウグストは魔ま力りよく障しよう壁へきでローレンスの魔法を防ぎきっていた。

「お前たちは来るな！　コイツとは私が戦う！」

「し、しかし!!」

　トールが尚なおも食い下がるが、アウグストはその言葉を敢あえて無視し、障壁でローレンスの魔法を防ぎながら新たに魔法を発動させた。

「はああっ！」

「なに!?　障壁を維持しながら!?」

　アウグストが魔法を防いでいる間に回り込んで攻撃をしようと企んでいたローレンスは、思わぬ反撃に回避を余よ儀ぎなくされた。

「くそ……分かっちゃいたが、強い……本当に王子様なのかよ」

「フッ、立場など問題ではない。今ここにいるのは……魔人と、それを討伐する人間だけだ!!」

　アウグストはそう言うと、左右の手から次々と属性の違う魔法を放ち始める。

「どうしたローレンスとやら、魔人たちの幹部とはそんなものか!?」

「くそっ!!」

　必死に逃げ回るローレンスに対し、アウグストはこれまで見せたことがないほど好戦的だった。

　それはなぜか？

　ゼストが襲いかかってきたとき、恐らくシンは反射的にアウグストの名を叫んだのだろう。

　こうした咄とつ嗟さの事態で、思わず名前を叫んでしまう相手。

　それは、シンからの信頼の証に他ならない。

　シンに認められた。

　そう感じたアウグストは、身体の奥から湧わき上あがる高こう揚よう感かんを隠せないでいたのだ。

「くそっ!!」

　アウグストが放つ数々の魔法を避けながら、ローレンスも反撃を試みる。

　だが、アウグストと違い、魔法の複数同時起動などできないローレンスの攻撃は単調なものになる。

　そうすると……。

「はっ!!」

　片手で魔法を放ちつつ、別の手で障壁を張るアウグストに簡単に防がれてしまう。

「はあっ！　はあっ！」

　自分がいくら攻撃しても魔力障壁で簡単に防がれ、その上で魔法を放った隙をついて攻撃を仕掛けてくる。

　一瞬も気の抜けない状況に、ローレンスは早々に肩で息をし始めた。

　すると、そのローレンスを見たアウグストは口元をニヤリと歪め、彼に似つかわしくない嫌味な顔を見せた。

「なんともお粗そ末まつなことだな。魔人とはこの程度のものなのか？」

　明らかに、自分を見下した態度。

　大国の王おう太たい子しという立場も相まって、アウグストのその態度は、簡単にローレンスの逆鱗に触れた。

「うるせえっ！　なんの苦労も知らないお坊っちゃんが！　見下してんじゃねえ!!」

「!!」

　激げき昂こうしたローレンスが放った魔法は、アウグストが魔力障壁を両手で二重に張るほどの威い力りよくを見せた。

「なんの苦労も知らず！　ぬくぬくと育ってきたお前に！　俺たちを見下す資格なんてあるかあっ！」

　先ほどまで逃げ回っていたローレンスが一変し、逆に高威力の魔法を次々と連発し始めた。

「むっ！」

　それを自身の魔力障壁と、シンから貰ったアクセサリー型の防御魔道具の障壁も駆く使ししながら防ぎ続けるアウグスト。

　だが、ローレンスの攻勢は止まらなかった。

「スイードを襲撃したことも！　クルトに襲撃を仕掛けたことも！　あの欲深い大司教をけしかけたことも!!　なんにも気付かなかったボンクラの癖くせによおっ!!」

「なに!?」

　激昂しながら叫んだローレンスの言葉に、アウグストが反応した。

「あれらは、シュトロームの指示だったというのか!?」

「シュトローム様じゃねえ！　ゼスト様だ!!」

　ローレンスは、余程興奮しているのだろう。

　アウグストが知らなかった事実をペラペラと話し始めた。

「そこまで裏から手を回しておいて、なぜ今さら正面決戦など挑んできた!?　一体なにを考えている!?」

「シュトローム様のお考えなんて、俺が知るわけねえだろ！」

　互いに魔法を放ち、防ぎ、避けながら舌ぜつ戦せんを繰り広げるアウグストとローレンス。

　高揚感を感じつつも比較的冷静なアウグストに対し、ローレンスの方の興奮は治まる気配がない。

　実は、アウグストがローレンスを見下すような態度を取ったのは、わざとだった。

　以前に倒した魔人たちは、全て帝国の平民階級の人間だった。

　帝国の平民といえば、貴族たちの搾さく取しゆの対象。

　だからこそ、魔人化し力を得た平民たちに皇帝、貴族は皆殺しにされた。

　ならば、いまだシュトロームに付き従っているローレンスたちも、おそらくは元平民であろうとアウグストは踏ふんだ。

　そこでアウグストは、彼らの最も忌いみ嫌きらう、横おう柄へいで嫌味な王子を演じることでローレンスを煽あおろうと考えた。

　結果、ローレンスはまんまとアウグストの策に嵌はまり激昂。

　興奮状態に陥おちいり、アウグストが知らなかったことまで話してしまったのだ。

　今まで知らなかった事実が聞けたことは収穫だったが、今回の正面決戦に関しては聞けそうもない。

　そう判断したアウグストは、攻め方を変えることにした。

「はあっ！」

「舐なめんな!!」

　アウグストが放ったのは、水の魔法。

　特に高圧に収束させているわけでもなく、ただ大量の水で押し流そうとするかのようなアウグストの魔法を見たローレンスは、避さけるのではなく、魔力障壁を張って防いだ。

「こんな魔法で、俺が……魔人が倒せると思うなあっ！」

「別に、これで倒そうなんて思っていないさ」

「なに!?」

「はあっ！」

　アウグストが続けて放ったのは、アウグストの代名詞とも言える雷魔法。

　だが、その魔法はローレンスを避けるように放たれた。

「どこを狙っ……がああっっ！！？？」

　アウグストが狙いを外したと思った次の瞬間、ローレンスは全身を雷に打たれた。

「ば、ばかな……魔法は外れたはず……」

　ろくに防御もできずに雷で全身を焼かれたため、膝ひざから崩れ落ち倒れ伏したローレンスに向かって、アウグストが歩み寄った。

「知らなかったのか？　雷はな、水を伝わるんだ」

「な……なんだよそれ……そんなの……聞いたことねえ……」

「私も知らなかったのだがな、シンが教えてくれた」

「くそ……シン……ウォルフォード……どこまでも俺たちの……邪魔を……しや……がる……」

　忌いま々いましそうに呟つぶやくローレンスに対し、アウグストは先ほどのローレンスの言葉に反論した。

「さっきお前は、私がぬくぬくと育った、苦労知らずのおぼっちゃんだと言ったな？」

「じじつ……だろうが……王子さまなんだ……からよ……」

「帝国ではどうか知らんがな、我が国では、あまりに凡ぼん庸ようだと王位に就つくことはできないのだ」

「……」

　アールスハイドでは、王位は長子継承ではない。

　王子、王女の中から、才覚ありと認められた者だけが王位に就くことができる。

　そのためアウグストは、立太子の儀式が行われるまで王太子を名乗れなかった。

「それこそ、寝る間を惜おしんで勉強し、血ち反へ吐どを吐くほど魔法の訓練をしたさ」

　そのアウグストの呟きに、その姿を間近で見ていたトールとユリウスは沈痛な顔をした。

　当時のアウグストを思い出したのだろう。

「そうして努力をしてきたのだ。先ほど、お前を倒した魔法もそうだ」

「ウォルフォードに……」

「そうだ。シンに出会って、私はさらに成長することができた。今後も研けん鑽さんをやめるつもりはない。少しでも……アイツに近付きたいからな」

「……」

「それに比べて、お前たちはどうだ？　自分の立場に不満を持ち、あまつさえ魔人化を受け入れるとは……そんな輩やからに私がやられる道理などない」

「知った風な口を……利くんじゃねえ……」

　アウグストに見下されたローレンスは、瀕死の状態にありながらも、最さい期ごの力を振り絞って反抗してみせた。

「お前に分かるか……ただ平民であるからという理由で、どんなに努力しても……結果を出しても認められない悔しさが……ただ平民であるという理由で、無能な貴族どもからいいように使われる怒りが……ただ平民であるからという理由で……」

　ローレンスは、自分の内にある憎しみを吐き出すように呟いた。

「全てを奪われる憎しみが……」

「……」

「帝国ではな……俺たち平民は……人間じゃないんだよ……家畜と一緒さ……」

　ローレンスの吐き出す憎しみは、アウグストが気け圧おされるほどだった。

「そんな俺たちを救ってくださったのがシュトローム様だ……あの御方は、長年積もりに積もった俺たちの憎しみを晴らす手助けをしてくださった……俺たちを……人間にしてくださった……」

「馬鹿な……お前は魔人……」

「はっ……過程がどうだろうが、そんなことはどうでもいいんだよ……俺たちは……シュトローム様の手で……家畜から人間にして頂いたんだ……」

　ローレンスの言葉で、アウグストは悟った。

　魔人たちが、自分の命を捨ててまでシュトロームの命に従った理由を。

　彼らは、シュトロームによって、初めて自分の価値を認められたのだ。

　帝国を滅ぼすため、シュトロームは彼らを必要とした。

　たとえそれが……シュトロームの駒としてだったとしても……。

　今までの理り不ふ尽じんな対応ではない、同じ目標に向かう同志として。

　彼らは、初めて必要とされたのだ。

「だから……俺は……俺たちは……シュトローム様の命令には絶対に従う……死ねと言われれば……」

　そう言いながら、ローレンスは、上半身を起こし……。

「喜んで死んでやる!!」

　そう叫ぶと、最期の力を振り絞り、アウグストに向かって特攻した。

「!!」

　ローレンスの吐き出す憎しみに気け圧おされていたアウグストは一瞬対応が遅れ、起き死し回かい生せいの一撃が決まるかと思われたそのとき。

「殿下!!」

　ずっとローレンスの様子を窺っていたトールが、ローレンスに向かって風の刃を放った。

「がはっ!!」

　捨て身で特攻をしかけようとしていたローレンスは、トールの風の刃をまともに食らい、再度倒れた。

「は……はは……最期はこんなもんかよ……あっけねえなあ……」

「……」

「シュトローム……さま……さきに……地獄で……まって……ま……」

　ローレンスは、最後にそう呟くと、そのまま事切れた。

「殿下……」

「……すまないトール、助かった」

「いえ……それが自分の役目ですから」

「それにしても……」

　アウグストはそう言うと、シュトロームに対し異常な忠ちゆう誠せい心しんを見せて散っていったローレンスを見下ろした。

「恐ろしいほどの忠誠心だったな」

「ええ。自分も、殿下をお守りするためなら命を捨てる覚悟はできています。しかし……」

　トールも、アウグストと同じく、ローレンスを見た。

「こんな意味のないことで死ぬのは耐えられません」

「帝国の闇は、それほどまでに深かったということか……」

「……」

　見せつけられた魔人たちの事実に、アウグストとトールは、なんともやるせない気分になった。

　それに、アウグストには気になることがあった。

「先に地獄で待つ……だと？　それじゃあ、まるで……」

　アウグストは思った。

　それではまるで、シュトロームもローレンスのあとを追うようではないかと。





　　　　◆






　ゼストの放った魔法を魔力障壁で防ぎながら、俺は思わずオーグたちの方を見た。

　オーグと戦っているローレンスが叫んだ言葉に気を取られてしまったからだ。

「なんだと……？　今までのは全部、コイツらの仕し業わざ？」

　どういうことだ？

　あの魔人領攻略作戦のとき討伐した魔人は、シュトロームは完全にやる気を失なくしたって言ってたじゃないか。

「どこを見ている？　シン＝ウォルフォード!!」

「！　くっ!!」

　オーグとローレンスの会話に気を取られている隙に、ゼストが俺に近寄り、ナイフで斬りつけてきた。

　咄嗟に躱かわし、ゼストから距離を取った。

　危ねえ……。

　だけど、思わず意識をそっちに向けてしまうほどの話だった。

「お前たち……いや、お前が……今まで全て裏で操っていたってことか？」

「やれやれ、ローレンスめ、余計なことを……」

　俺の質問に対し、ゼストはローレンスに対する愚痴をこぼしたものの、否定はしなかった。

「どういうことだ？　シュトロームは、帝国を滅ぼしたことで全てに対してやる気を失くしたんじゃなかったのか？」

　俺がそう言うと、ゼストはフッと溜め息を吐いた。

「全く、あの無能どもめ。役に立たないだけでなく余計な情報まで漏らしおって」

「む、無能？　仲違いしたとはいえ、元の仲間を無能だと!?」

「仲間？　笑わせるな。シュトローム様に力を与えて頂いた恩を忘れ、自分勝手な欲望のために暴走した輩など、仲間でもなんでもない」

「……アイツらを使ってスイードやクルトを襲撃したんじゃなかったのかよ？」

「そうなるように誘導したまでだ」

「だから、それになんの意味がある？」

　俺がそう言うと、ゼストは口元を歪めて嗤わらった。

「お前たちの力を量はかるための駒にしたのだ」

「こ、駒……!?」

「お陰で良い情報が手に入ったよ。お前の婚約者……シシリーとか言ったな、あの女がお前の弱点。それが害されれば、お前は……」

「お前があっ!!」

「おっと」

　コイツのせいで！

　シシリーは二度も！　危険な目に遭ったっていうのか!!

　俺は、ゼストの言葉の途中で思わず魔法を放ったが、奴に簡単に避けられた。

　くそっ！

　怒りのあまり、単調な攻撃をしてしまった。

　俺の魔法を避けたゼストは、そのまま俺の方に突っ込んできた。

「くっ！」

「ほらほら、どうしたシン＝ウォルフォード。お前の剣は剣聖仕込みなのだろう？　押されっ放しではないか？」

「うるっ……せえ!!」

　ミッシェルさんの訓練は、いつも剣対剣だった。

　ナイフを使っての訓練なんてほとんどしたことがない。

　街のチンピラ程度ならどうにでもなるけど、コイツ……相当な手て練だれだ。

　ゼストは俺の懐ふところに飛び込んでナイフを振るっている。

　それはナイフの間合いであって、剣の間合いとしては近すぎる。

　とにかく、なんとか間合いを取らないと！

「！　この至近距離で爆発魔法だと!?」

「おらあっ!!」

「くっ!!」

　ゼストは、目の前で発動された爆発魔法を見て驚き、距離を空けた。

　これは普通の反応だ。

　この世界の魔法は、ゲームの魔法とは違う。

　巻き込まれれば、自分の魔法でダメージを受けることもある。

　超至近距離の相手に爆発魔法を放つというのは、自爆と同じ意味だ。

　だが、それは俺には適用されない。

　俺から距離を取り魔法を避けたゼストが、忌々しそうに口を開いた。

「そうか……スイード、クルトで使っていた妙な魔法……」

「……ホントに全部見てやがったのか……」

　俺は、スイードとクルトで魔人を討伐するために、指向性爆発魔法を放っている。

　その戦いを裏で操っていたのなら、戦闘の様子を見ていてもおかしくはないか。

「まったく、その場で避ければよかったものを、自爆かと思って反射的に飛びのいてしまったよ」

　そういえば、こいつは元軍人だと言っていた。

　染み付いた戦闘技術が仇あだになったみたいだな。

「もう、懐には飛び込ませねえよ！」

「それは困ったな。私は剣は不得意でね、距離を空けられると何もできなくなってしまうんだよ！」

「ちっ！　またか！」

　ゼストは、またも俺の懐に飛び込もうとダッシュしてきた。

　これ以上距離を詰められたくない俺は、剣を大振りに振って、ゼストが間合いに侵入するのを防ぐ。

「ちぃっ！」

「アンタ、元軍人なんだろう？　剣じゃなくナイフを振り回す軍人なんていんのかよ！」

「ふっ、子供の君には分からんか。騎士や魔法使いだけが軍じゃないのだよ！」

　コイツ……懲りずにまた！

「近寄らせねえって言ってんだろ!!」

「ぬうっ!?」

　突進してくるゼストに向かって、今度は地面から杭を発生させその足を止めた。

　その間に、俺はゼストの言葉を反はん芻すうする。

　騎士や魔法使いじゃない軍人……ということは。

「諜ちよう報ほう部ぶ隊たい……」

「ほう？　やはり頭も切れるか」

　それなら、コイツの素早い動きも納得できる。

　前世のように通信手段がまだ発達していないこの世界では、諜報活動において素早い身のこなしは必須。

　それにしても……魔人化して色々と能力が底上げされているとはいえ、こんな優秀な諜報部員がなぜ帝国を裏切ったりするんだ？

　それに、初めて会ったとき、他の魔人はゼストのことを隊長って言っていた。

　ということは……。

「お前、諜報部隊の隊長だったんだろ？　他の魔人がそれに付き従っているということは……他の魔人たちも元諜報部隊か？」

「やれやれ……たったあれだけのやり取りでそこまで推測してしまうとは……やりづらいはずだ」

「一体、どれだけの数がシュトロームに寝返ったんだ？」

「……全員だよ」

「な、なに？」

　全員？

　諜報部隊が全員丸ごと寝返ったってのか!?

「馬鹿な!?　諜報部隊といえば、軍において最も重要な部隊のはず！　その全員が裏切るなんて!!」

　俺がそう叫ぶと、ゼストは自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑みを浮かべた。

「いやはや、まさか敵の方が我々を評価してくれているとは……皮肉なことだ」

「なに？」

「シン＝ウォルフォード、我々諜報部隊が帝国でなんと呼ばれていたか知っているか？」

「知らねえよ」

「……ネズミだ」

「ネ……」

　ネズミ？

「力によって敵をねじ伏せる騎士ではなく、華麗な魔法で敵を殲せん滅めつする魔法使いでもなく、地を這い、コソコソと敵の弱味を探る我らは……ネズミなのだそうだ」

　な、なんだ、それは……。

「部下たちが命懸けで敵国の情報を入手してきても、軍上層部を占しめる貴族どもから掛けられる言葉はまず罵ば声せいだ。『コソコソと泥にまみれ、人の弱味を探る行為はまさに平民にお似合いだ』『本来なら、薄汚い貴様たちなど、私と口を利けるだけでも名誉なことなのだ』『使ってやってるだけ感謝しろ』……そして散々私たちを罵ば倒とうした挙句、情報だけは全て吸い上げていく」

「……」

　さっき、ローレンスには余計なことを喋ったと言っていたゼストの言葉が止まらない。

　俺は、ずっと冷静だったゼストが怨おん念ねんを吐き出すように喋り続ける光景に、声をかけることができなかった。

「任務中に部下が死んでも、奴らには痛くも痒かゆくもない。我ら平民など、壊れればいくらでも補充の利く道具としか見ていなかった!!」

「だから……お前は……」

「そうだ！　部下たちを、その苦しみから解放してやりたかった！　ネズミから……人間にしてやりたかった!!」

「その結果がこれか!!　結局、シュトロームも、お前たちのことを道具としか見ていないじゃないか!!」

「うるさい！！！！」

　ゼストたちの、あまりに無残な結果に、俺は思わず叫ばずにはいられなかった。

　だが、ゼストから返ってきたのは、俺以上の絶ぜつ叫きようだった。

「貴様になにが分かる!?　賢者と導師という、これ以上ない祖そ父ふ母ぼから十分な愛情を与えられ！　周囲の人間にも恵まれ！　幸せな人生を歩んできたお前に我らのなにが分かる!!」

「そ、それは……」

　ゼストの言葉に、俺はぐうの音も出ない。

「蔑さげすまれ！　見下され！　奪われ続け！　最後は使い捨てにされる！　そんな我らの気持ちなど、分かるはずもない!!」

「……」

「シュトローム様だけが、我らを必要としてくださった！　我らのもたらす情報を！　帝国上層部の馬鹿どもに偽の情報を流すことを！　帝国中を混乱に陥れるために、情報を攪かく乱らんすることを！　シュトローム様だけが必要としてくださった！」

　ゼストはそう言うと、ゆらりとナイフを構えなおした。

「シュトローム様は、我らの救い主だ。神だ！　そのシュトローム様のご意志ならば、我らの命など……」

　そう言ったゼストは、またもこちらに突っ込んできた。

「いくらでも使い捨てる!!」

「くっ！　このっ！」

　またナイフで斬りつけてくるのかと思いきや、今度は魔法を放ってきた。

　なんとかその魔法を魔力障壁で防ぐと、そのまま突っ込んできたゼストがナイフを振るった。

「ちっ！　はあっ!!」

　ナイフは小さいので、剣で受けづらい。

　なのでナイフは避け、カウンターでバイブレーションソードを振るう。

　だが、その攻撃をゼストはしゃがんで避け、ナイフを振り上げる。

「くそ、ちょこまかと！」

「どうしたシン＝ウォルフォード！　もっと踊れ！　我が主の最期の舞台に相応ふさわしく、もっと踊って見せろ!!」

「なに!?」

　シュトロームの最期の舞台？

「どういう意味だ!?」

「言ったはずだ！　知りたくば、力ずくで聞きだしてみろと!!」

　ゼストはそう叫ぶと、次々と攻撃を仕掛けてくる。

　その攻撃をなんとか避け、バイブレーションソードを振るうと、初めてその一撃がゼストの右肩に入った。

「ぐっ……がああっ!!」

「なっ!?　コイツ!?」

　バイブレーションソードが肩に入ったことで、ゼストの右腕が肩口から切断された。

　なのにコイツは、突進をやめない。

　コイツ……完全に防御を捨てて攻撃してきてる！

　これは……。

「特攻かよ……」

　自分の命を顧かえりみない、捨て身の攻撃。

　現に今も、左手にナイフを持ち換えてさらに攻撃してきている。

「シン＝ウォルフォードォォォ!!」

　そう叫びながらナイフを振るうが……利き腕ではないんだろう、動きがぎこちない。

　俺は、その腕を下から逆ぎやく袈け裟さに斬り上げ、ゼストの左腕も斬り落とした。

「ぐぅ……ああああああああ!!！」

　それでも、なお突進を止めないゼストに俺は……。

　振り上げた剣を、そのまま袈裟斬りに振り下ろした。

「がふっ……」
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「……」

　左の肩口から、右の腰まで斬り裂かれたゼストは、ようやくその突進を止め、地面に倒れ伏した。

　俺は……今まで人類の脅威だと思っていたコイツら魔人が、ただの被害者にしか見えなくなり、なんとも言えない気持ちで倒れたゼストを見ていた。

「シン君！」

「シン！」

　ゼストが倒れたことで、戦闘が終結したと判断したんだろう、シシリーやマリアたちがこちらに駆け寄ってた。

「シン君！　お怪我はありませんか!?」

「ああ、大丈夫だよ」

　相変わらず、俺のことを真っ先に心配してくれるシシリー。

　ひょっとしたら……コイツらは、そういった存在まで奪われてきたのだろうか？

　もし俺が、シシリーを奪われたら……。

　過去に一度、フラーからシシリーを差し出せと言われたときのことを思い出した。

　俺はそんなことにはならなかったけど、コイツらは実際に奪われたのかもしれない。

「シ、シン君？　どうしたんですか？」

「え？　ああ、いや。なんでもない」

「？」

　ジッと顔を見ていたからだろう、シシリーの顔はちょっと赤くなっていた。

　そのあと、言葉を濁にごした俺に不思議そうな顔を見せるその仕草も、全てが愛おしい女性。

　そんな存在を奪われたら……ゼストたちみたいに、全てを滅ぼしたくなるかもしれない。

　なんか、コイツらに同情してしまっている自分がいる。

　けど、明らかに俺たち人類に向けて敵意を見せ、滅ぼすとまで宣言した魔人たちだ。

　討伐しないわけにはいかない。

　そんな複雑な思いを抱いていると、足元から掠かすれた声が聞こえた。

「やは……り、われらでは……およばぬか……」

「ゼスト……」

「ふ……勝ったというのに、なんだその顔は……」

　瀕ひん死しのゼストに複雑な感情を抱くが、コイツらは人類を脅かす敵だと思いなおした。

「聞かせてもらうぞ、シュトロームの目的を」

「シュトローム様の……ご意思……か……」

　ゼストは少し溜ためたあと、こう言った。

「そんなものは……知らぬ……」

「し、知らないだと!?」

　馬鹿な!?

「なぜだ!?　なぜ目的も知らないのに命を捨てることができる!?」

　俺がそう叫ぶと、ゼストはフッと笑った。

「それは……な、シン……ウォル……フォード……我らに……」

「お前たちに、なんだ？」

「……われらに……みらい…が……ない……から……だ……」

「魔人に未来がない？　どういう意味だ!?」

　ゼストの放った言葉の意味が理解できず、思わず問とい質ただすが……。

「……駄目ですシン君……もう……亡くなってます……」

「くそっ!!」

　ゼストを倒せばシュトロームの真意が分かると思ったのに！

　だけど……真意は分からないけど、魔人たちの行動が今までと変わった理由は分かった。

「シン！」

　ようやく魔人たちの行動の変化について結論が出たところで、ローレンスを倒したオーグが合流してきた。

「どうだった？　なにか聞き出せたか？」

「なんとかな。魔人たちの行動の理由が分かったよ」

「なに!?」

　俺は、オーグにゼストの遺のこした言葉を伝えた。

「未来がない……」

「ああ。なにが起こったのかまでは分からなかったけど……魔人たちの未来に対して、なにか絶望的なことが起こった」

「そして、未来がなくなった故に自暴自棄になった……か」

「おそらくな」

　俺とオーグは、ゼストの亡なき骸がらを見ながらお互いになんとも言えない気持ちになった。

「……人類の脅威を排除したはずなのだがな……」

「ああ……この後味の悪さは……なんなんだろうな……」

　それにもう一つ分からないことがある。

「シュトロームの最期の舞台って……どういう意味なんだろうな……」

　その俺の呟きに、答える者は誰もいなかった。

「とにかく、分からないものをいつまでも考えていたってしょうがない。残るはシュトローム一人なのだ。先へ進もう」

「ああ、そうだな」

　暗く沈んだ雰囲気を払ふつ拭しよくするように、オーグが声をあげた。

　物凄い後味の悪さは感じるが、敵意を見せて攻撃を仕掛けてきた以上は敵だ。

　俺はそう考え直して、頭を切り替えることにした。

　ゼストとローレンスという魔人たちの幹部を倒したことで、残るは首しゆ魁かい、シュトロームのみ。

　これでいよいよ終わらせることができる。

　今更理由を知ったところで、どうしようもない。

　ならば先へと進み、シュトロームを倒して世界に平和を取り戻そう。

　そう考えた俺たちは、結局シュトロームの真意は分からないまま先へ進むことにした。

　まあ、シュトロームの真意を知ったとしても、シュトロームは俺たちへの攻撃を止めたりしないだろう。

　だったら、ここでウダウダ考えていてもしょうがない。

　俺たちは、シュトロームがいるであろう旧帝城を目指した。

　索さく敵てき魔ま法ほうを展開しながら魔都を進んでいるが、最後に残っていたであろうゼストたちを倒したから全く反応がない。

　俺たちは無言で進んでいたのだが、沈黙に耐えられなくなり俺はオーグに話しかけた。

「なあ、帝国の平民って、なんであんなに虐しいたげられてたんだ？」

「あ、あたしも知りたい。授業じゃそこまで教えてくれなかったし」

　俺の疑問にアリスも同調した。

　周りを見ると、皆もオーグを見ていた。

　へえ、俺だけじゃなくて皆知らないんだ。

　これは常識じゃないのかな？

「なぜと言われてもな……当事者である帝国民が生きていたとしても、明確には答えられんと思うぞ。ただ……恐らくそうではないかと思われる推測はある」

「どんな推測ですか？」

　マリアがオーグに先を促した。

「恐らくだが、帝国の成り立ちに問題があると思っている」

「成り立ちですか？　確か帝国は、最初小さい国だったのが、周辺国を次々に征服していって今の帝国になったんですよね？」

　オリビアの話は俺も知ってる。

　授業でも習ったしな。

「そうだ。では、その征服した国はどうやって統とう治ちしていたか知っているか？」

「確か、駐留軍が派遣されたんじゃなかったでしたっけ？」

　トニーの言葉にオーグは頷うなずき返した。

「ああ、帝国の元になった国から派遣された駐留軍なのだがな、敗戦国であるその国の人間たちを……奴隷として扱ったそうだ」

　オーグの言葉に、シシリーが驚きよう愕がくして叫んだ。

「そ、そんな扱いだったんですか!?」

「そんなの……授業では習わなかったッス」

　マークの言う通り、高等魔法学院で受けた歴史の授業では、他国ということもあり、そこまで詳しい内容は教えてくれなかった。

　せいぜい、帝国は周辺の国を次々に侵略し、領土を拡大していったということだけ。

　意外そうな反応を見せていないのは、トールとユリウスだけだ。

「二人は知ってたのか？」

「ええ。殿下はいずれ国王となり、周辺国と交流することになりますから」

「他国の歴史を詳しく知ることは当然必要で御ご座ざる」

　最近の二人の様子からすっかり忘れていたけど、トールとユリウスはオーグの付き人兼護衛。

　オーグが国王として戴たい冠かんしたあとも、その関係は続いていく。

　ならば、オーグの助けとなるべく周辺国の情報を知っておくことも必要か。

「そして、その駐留軍の司令官が、そのままその国を治める大貴族となり、その部下たちが、地方を治める貴族になったのだ。支配した国の人間を奴隷として扱ったままな」

「ということはぁ、貴族たちは平民たちを奴隷として扱っていたってことですかぁ？」

「そういうことだ。恐らく、そういった扱いを何世代にも渡って行ってきた結果、平民とは貴族の所有物であり、どのように扱っても構わないという考えが蔓まん延えんしたのだろう。まあ……さっき言ったように憶測でしかないがな」

　なるほどな……。

　戦争に負けた当時の人たちは、奴隷としての立場を甘んじて受け入れたのだろう。

　自分たちは戦争に負けてしまったのだから。

　だが、世代が代わり戦争を知らない世代になっていくと話は別だ。

　自分たちには、貴族たちから理不尽な扱いをされる謂いわれがない。

　たとえ立場の違いがあっても、とても受け入れられるものじゃない。

　そういった鬱うつ屈くつが、ついに爆発したってことか……。

「なあ。平民たちが貴族に恨うらみを持っていたから、魔人になって貴族に復讐したのは分かるよ。けど、これまでそういった反乱とか起きなかったのか？　ゼストの怨おん念ねんは……相当だったぞ？」

「ローレンスもそうだった。まあ、反乱したくてもできなかったというのが答えだろう」

「できなかった？」

「ああ、なにせ帝国は、平民たちには徹底して教育を受けさせていなかったからな」

「教育を？」

「ああ。教育を受けさせてもらえないから、理不尽を感じてもどうすればいいのか知恵が回らない。知恵が回らないから組織的な反乱など起こせない」

　そういうことか……。

「これまでにも、反乱自体はあったらしい。だが、受けさせてもらえない教育には戦闘技術も含まれる。戦闘訓練を受けた軍と、素人しろうとの集団。勝ち目があると思うか？」

「……そうやって鎮ちん圧あつし続けてきたってことか……」

「そういうことだ。そうやって力ずくで押さえつけてきた結果……平民たちは抗あらがう気力も失くし、ただ貴族たちに搾取される存在になった……というのが、我々の見解だ」

　オーグはあくまで推測だと言っていたけど、その発言には確信めいたものがあった。

　多分、帝国の状況までは調べていたんだろう。

　それが、今回のローレンスの言葉で確証を得た……ってところだろうか。

　それにしても……胸糞悪い話だな。

　この世界には戦争法などない。

　戦争して勝った国は、負けた国をどのように扱っても構わない。

　だけど、普通は負けた国の国民を奴隷として扱ったりなんかしない。

　法律として明文化はされていなくても、そのような行為は人道に悖もとるからだ。

　だけど旧帝国は……それを……人道に悖る行為を行った。

　それこそ、負けた国そのものを奴隷として扱ったんだ。

　そりゃあ、恨まれて当然だよ。

　と、そこで俺は、ある疑問を持った。

「なあ。確か、前にアールスハイドと戦争になったときに言ってたけど、帝国にも魔物ハンターはいたんだろ？　それも貴族がやってたのか？」

「まさか。そんな泥仕事、平民の仕事に決まっている」

「それじゃあ、平民が戦闘技術を学べるんじゃ……」

「帝国のハンター協会は特殊でな。完全に国営なのだ」

「ってことは……」

「ハンターたちは、全ての情報を国に握られていたらしい」

「ということは、家族も……」

「もしハンターがその戦闘技術を使って反乱など企てたとしたら……一族郎党皆殺しだろうな」

「そこまで徹底してたのかよ……」

「それでも、他の平民に比べてマシな生活ができるから、ハンターになるものは多かったらしい」

　本当に胸糞悪い国だな！　ブルースフィア帝国！

「正直、この国が滅んだのは、自業自得だと思っているが……着いたぞ。その虚きよ栄えいの象徴、帝国城だ」

　さっきから遠目には見えていた大きな城に、ついに辿り着いた。

　オーグの話を聞いたあとだと、自分たちの虚栄心のために滅んだ、愚か者の城に見えてくる。

　そして、その城の門は、俺たちを招き入れるかのように開け放たれていた。

　門の中は真っ暗で、まるで異界への門のように見える。

「さあ、いくぞ」

　その門を潜るのに、わざわざオーグが声をかけた。

　おそらく……意を決しないと、足を踏み入れることができなかったんだろうな。

　それほどの不ぶ気き味みさがあった。

　門を潜った俺たちは、城内に全く明かりがついていないため、各々光の魔法を使い城の中を歩き始めた。

「うぅ……暗いぃ……」

「ちょっとマリア、くっ付かないでよ、歩きにくい」

「だって……」

「アタシは魔法が使えないんだからね。マリアがちゃんとしてくれないと、アタシだけ歩けなくなるんだから」

「分かってるけど……」

　先ほどの魔都内でのように、こういった雰囲気が苦手なマリアはミランダにくっ付きながら歩いている。

　本当に苦手なんだな……。

　異常に怖がっているマリアを見て、他の皆はどうなんだろうと見てみると、マリアほどではないにしろ、皆不安そうな顔をしていた。

「索敵魔法には何も反応はないから大丈夫だって」

「そうだぞメッシーナ、怖がりすぎだ」

「私はシンや殿下と違って、複数同時に魔法なんて行こう使しできないんですから！　明かり用の魔法を使ってると索敵魔法使えないんですよ！」

　そういえばそうか。

　皆明かり用に光の魔法を行使しているから、索敵魔法が使えていない。

　不安そうな顔の理由はそれか。

「大丈夫だよ。今のところ、シュトローム以外の反応は……」

　そう言ったときだった。

「シン……」

　オーグも気付いたらしい。

「ああ……どういうことだ？　もう魔人はシュトローム以外残っていないんじゃ……」

「ちょ、ちょっとシン！　どうしたのよ!?」

　今は索敵魔法を使えないマリアが不安そうな声をあげた。

　他の皆もそうだろうと思ったので、説明する。

「今……シュトローム以外の魔人の魔力反応があった」

「うそ!?」

　思わず叫んだマリアに、オーグが返答した。

「本当だ。だが……これは……一人か？」

「いや、小さいけど他の魔力もある。なんだ？　反応が小さい。犬か猫でも飼ってんのか？」

「分からんが……魔力の大きさからみて、こちらはシュトロームではないだろう……どうする？」

「そうだな……」

　オーグに問われた俺は、少し考えたあと言った。

「先に、今見つけた魔人の方に行こう。シュトロームとの戦いの最中に乱入されても面倒だ」

「そうだな」

　オーグの了解も得られたので、俺たちはシュトローム以外に感じられた魔力のもとへと向かった。

　それにしても……魔都の入り口で魔人から聞いた話と違う。

　魔人たちの幹部とは、ゼストのことで間違いないはずだ。

　なにせ、元は彼らの隊長だったのだから。

　だが、現実にもう一人魔人が残っている。

　あの城門の前にいた魔人は噓を言ったのか？

　しかし、その魔人の反応は、明らかに俺たちがそちらに近付いていると分かっているだろうに動く気配がない。

　なんだ？　それほどの手て練だれなのか？

「オーグ……」

「ああ。皆、遭遇したとたんに戦闘になる可能性もある。くれぐれも気を抜くな」

『はい！』

　オーグも俺と同じことを感じていたらしい。

　皆に気合いを入れなおし、再度その魔人に向かって歩いていった。

　そして……。

「この部屋だな」

「ああ、間違いない」

　魔人の反応は、城の中にある部屋の一室から感じられていた。

　扉の前まで来ても、まったく動く気配がない。

「開けるぞ……」

「ああ」

　俺は皆を見渡したあと、勢いよく扉を開けた。

　そして、すぐさま戦闘体勢を取る。

　だが、中にいた魔人は、飛び込んできた俺たちに対して攻撃をしかけるわけではなく、その腕に持っている何かを庇かばうように身を固めていた。

　すぐさま戦闘になるわけではないと感じた俺たちは、戦闘態勢を解いた。

　そして、その魔人を見てみると……。

「女の……魔人？」

　部屋の中にいたのは、女の魔人。

　年齢は二十代半ばくらいだろう、髪の長い大人の女だった。

　その女の魔人は、俺たちの姿を見ても攻撃してくることはなく、腕に抱えた何かを庇いながら俺たちを睨みつけてきた。

　その目には明確な敵意が現れているのに、一向に攻撃してくる気配がない。

　そんなに大事なものを庇っているのかと思い、その女の魔人の腕の中にあるものをよく見てみると……。

「お、お前！　それ、赤ん坊じゃねえか!!」

　女の魔人が抱えていたのは、産まれて間もないと思われる赤ん坊だった。

「貴様！　赤ん坊を攫さらってきたのか!?」

　俺と同じように赤ん坊を確認したオーグが声をあげたのだが……。

「違う!!」

　女の魔人は、赤ん坊を取り上げられると思ったのだろうか、叫んだあと先ほどよりさらに強く抱きしめた。

「違う？　どういうことだ！」

　俺はそう言いつつも、魔人の叫びに、ある予感がしていた。

　攫ってきたわけではない赤ん坊。

　まさか……。

　そんな……。

　信じられない気持ちでいる俺に、女の魔人は続けて言葉を発した。

「この子は……この子は、私と……」

　女の魔人と……。

「……シュトローム様の子よ」

「!!!!」

　その女の魔人の言葉に、皆が息を呑んだのが分かった。

「馬鹿な……魔人が……魔物が子を成すなど、あり得るのか……」

　いつもこういう状況では冷静なオーグも、この状況が信じられないらしく、言葉に覇気がない。

　俺だって同じ気持ちだ。

　まさか、魔人に子供ができるなんて……。

　そう思ったときだった。

「あぁー」

　女の魔人に抱きかかえられている赤ん坊が、目を覚まし、こちらを見た。

「……そうか……そういうことか……」

　俺は、全てを理解した。

　魔人に起こった、絶望的な状況。

　ゼストが言っていた、魔人には未来がないということ。

　その意味が分かった。

　だって……その赤ん坊は……。

「目が……」

　魔人特有の赤い目ではなく。




　普通の人間と同じ青い目をしていたのだから。




「……そういうことか……」

　俺と同じ結論に、オーグも達したらしい。

　魔人同士で子供ができたことは驚きだけれど、それ以上に産まれた子供に重要な意味があった。

　産まれてきた子供は……魔人ではなく、人間だったのだ。

　魔人化……魔物化した生物を元に戻す方法は……ない。

　それは、俺がかつてカートに試したことで分かっている。

　ということは、魔人はこれからも魔人として生きていかなくてはいけない。

　だが……。

「魔人は……魔人としての子孫を残せない……」

　俺がそう言うと、女の魔人は赤ん坊を抱きしめ、辛そうに顔を伏せた。

　それは……そうだろうな……。

　魔人は新しい種族として繁はん栄えいすることができない。

　一代限りの存在。

　その事実を……自分の手で証明してしまったのだから……。

　見たところ、赤ん坊はまだ産まれて数か月といったところ。

　首も据すわってない感じだ。

　つまり……この子が産まれたことで、シュトロームは魔人の……自分たちの未来を見ることができなくなってしまった。

　だから……。

　そう考えていたときだった。

「……お願い……この子は見逃して……」

　女の魔人が、俺たちにそう懇願してきた。

「この子は私たちを……シュトローム様を絶望に突き落とした存在。それでも……」

　そう言った女の魔人は、愛おしそうな目で赤ん坊を見た。

「私が産んだ……私の子なの……」

　目に涙を浮かべながら、絞り出すように言った。

「……シュトローム様の子なの……」

　そう言った女の魔人は……泣き叫んだ。

「私はどうなってもいい！　殺されても構わない！　それだけのことをした！　だけど、この子は！　この子だけは……お願い……」

　その女の魔人の叫びに、俺たちは何も言えなくなった。

　魔人といえば、人類にとって脅威以外のなにものでもない。

　その魔人が……自分の子を愛いとおしそうに抱きしめ、涙を流している。

　シュトロームの子だと言ったその顔は……明らかにシュトロームに想いを寄せている顔だった。

　自分は殺されても、子供だけは護ろうとしている姿は……。

　正しく母親だった。

　そんな姿を見て、俺は……。

「なあ、お前、名前はなんて言うんだ？」

「……ミリア」

「ミリアか。なあ、ミリア。お前、誓えるか？」

「……なにを？」

「その子を……真っ当な人間に育てると。決して人間に対して敵意を持たせないと」

「シン！　お前！」

「分かってる!!」

　オーグが俺の肩を摑み抗議しようとしてくるが、言いたいことは分かってる。

「俺だって甘い考えだってのは分かってる！　けど……」

　俺はそう言うと、キョトンとした顔でこちらを見ている赤ん坊を見つめた。

「……お前は殺せるのか？　こんな……産まれたばかりの赤ん坊を！　その赤ん坊の母親を！　お前は殺せるのかよっ!!」

「そ、それは……」

「俺にはできない！　たとえ甘いと非ひ難なんされても！　俺にはそんなことできない!!」

　確かに、コイツら魔人は人類の脅威だ。

　実際に人類に対して牙を剝むいた。

　けど……産まれたばかりの赤ん坊に、そんな罪などあるわけがない。

　魔人の子だからという理由で、殺すことなどできない。

　そして、子供を見逃したとしても、俺たちがミリアを討伐するということは、その罪なき赤ん坊から、たとえそれが魔人であろうと母親を奪うということだ。

　そんなこと……俺にはできない。

「お前……」

　オーグに向かって叫び、息を荒らげている俺を見て、ミリアが信じられないという表情で呟いた。

　ミリアが信じられないという気持ちも分かる。

　俺だって理屈では、ミリアを討伐して子供は施設に預けるなり里親のもとに養子に出すなりすればいいって、分かってる。

　けど、ミリアの想いを知ってしまった。

　相手が誰であれ、想いを寄せ、その人の子を産み、その子供を愛おしそうに見つめるミリアを見てしまった。

　そんな姿を見て……手を下せるわけないじゃないか……。

「……とんだ甘ちゃんね……」

　そう憎まれ口を叩いたミリアだったが、その目からは涙が溢あふれていた。

　ああ……やっぱりコイツ、魔人である前に……母親なんだな……。

「はあ……お前の言いたいことは分かる。私だって……もしこの場でこの親子を手に掛けたら……恐らく一生夢に見るだろうな」

「オーグ……」

「だがシン、もしこの子が人類の脅威となったときは……」

「分かってる。そのときは、俺が責任を持って討伐する。それでいいな？　ミリア」

　オーグの懸念に対して俺がそう言うと、ミリアは毅然とした表情で言った。

「そんなことにはさせない。この子は……この子には、シュトローム様が歩めなかった幸せな人生を歩んでもらいたいから」

「シュトロームが歩めなかった？　どういうことだ？」

「……この子の名前、シルバー……シルベスタっていうの」

「それが？」

「この名前は……シュトローム様の……産まれてこられなかった子供の名前」

「産まれて……こられなかった？」

「そう……シュトローム様がまだ人間だった頃、妊婦だった奥様を殺されたの……貴族によって踊らされた平民の手によって……」

「それは……」

　シュトロームにそんな過去が……。

「産まれてきた子が男の子だったら、シルベスタにしようって、奥様と話していたらしいわ」

　そうか、その子は……男の子なのか。

「だからその名前を……」

「私は……産むことができなかった奥様の代わりに、シュトローム様の子供を産んで差し上げたかった……シュトローム様に、未来を見せて差し上げたかった。なのに……」

　産まれてきた子は人間だった……。

「シュトローム様は、奥様を殺した帝国に復讐するために魔人になった。けど、その目的を果たされたシュトローム様は生きる目的を失くしてしまわれた。だから、シュトローム様に未来を見せて差し上げたかったのに……」

　見せたのは絶望だった……か。

　ミリアの行動は、シュトロームへの想いゆえだったんだろう。

　それなのに、意図したものとは正反対の結果が出てしまった。

「生きる目的を失くし、未来まで失くしてしまった……だから、お願い……」

　ミリアはそう言うと、また俯うつむいて嗚お咽えつし始めた。

「シュトローム様を……解放して差し上げてほしい……」

「解放？」

「シュトローム様は……」

　俯いたままのミリアは……辛そうに言った。

「シュトローム様は……破滅を望んでいらっしゃる……」

「破滅を……望んでる？」

　ミリアの言葉に衝撃を受けた俺は、思わず聞き返してしまった。

「シュトローム様は……魔人となった時点で、帝国を滅ぼすという目的以外、全てのことに興味を失ってしまわれた。その目的を果たされ、さらに未来まで失くしてしまわれた今は……」

　その言葉で、あのときシュトロームが言った言葉の意味を理解した。

「そうか……だから……自分の存在意義がなくなってしまったこの世界が存続していく意味も、失くしてしまった……」

　こうして子供を残すことはできる。

　けど、その子は魔人ではない。

　魔人を種として残せない。

　そんな存在は……世界にとって意味がない……。

「そして……」

　ミリアは、眉まゆ根ねを寄せ、辛そうな顔をしながら言った。

「ご自分が存在している意味も……見失ってしまった……」

　自分が存在しても意味のない世界なら、失くしてしまおうと……。

　まさに破滅に向かっている。

　だからミリアは、そんなシュトロームを止めてくれと、解放してくれと願った。

　けど、それは……。

「……お前はそれでいいのか？」

　説得には応じないだろう。

　シュトロームが望む破滅を阻そ止しし、解放するということは……俺たちがシュトロームを討伐するということだ。

　シュトロームを愛し、その子供まで産んだミリアは……本当にそれを願っているのだろうか？

「本音を言えば見逃してほしい……けれど……」

「それは無理だ。シュトロームは人類に対し、明確な敵意を持って宣せん戦せん布ふ告こくした。もはやシュトロームは人類の敵だ。今後世界中のどこにいても、討伐の対象になる」

　ミリアの本音をオーグがキッパリと拒絶した。

「そうでしょうね……」

　オーグに拒絶されたミリアは、諦めたような顔をしてそう呟いた。

　そう、今更……全てが遅いのだ。

　シュトロームが、世界に向けてこんなゲームを提案しなければ、俺たちはシュトロームを刺激せず、放置するつもりだった。

　だがシュトロームは、このゲームを提案してしまった。

　世界を滅ぼすと、連合国中の人間が集まっている中で宣言してしまった。

　もう……シュトロームが討伐されるか、世界が滅ぶかの二択しかない。

「だから……シュトローム様を止めてほしい。世界の全てに意味を失くしてしまっているシュトローム様を……解放して差し上げてほしい……」

　この願いは、ミリアにとって身を切られるような願いに違いない。

　だから……。

「分かった……必ずシュトロームは俺が止める」

　俺はそう言って、踵を返した。

「……お願い」

　背中越しに、弱々しいミリアの声を聞きながら。

「オーグ、行こう」

「ああ……」

　オーグに声をかけミリアの部屋を出た。

　部屋を出たときに見た皆の顔は、暗く沈しずんでいた。

「なんで、こんなことになっちゃったんでしょうか……？」

　その中でも、一番沈んでいるシシリーがそう言った。

「ミリアさん……本当にあの子を大切に思っていました。たとえ魔人でなくても、子供が生まれるのならそれで良かったんじゃないでしょうか……」

　シシリーは、アルティメット・マジシャンズの女性陣の中でも、特に母性が強い。

　俺との間に将来子供ができたら、どんな名前にしようか？　どんな子に育ってほしいかなど、よく話している。

　そんなシシリーは、あまりに憐あわれな母子おやこを見て同情してしまっている。

「俺もそう思うけど……シュトロームからしたらそうじゃなかったんだろうな」

「自分の子だが魔人の子ではない……か」

「そんな心配をしなくていい私たちは……幸せなんでしょうね」

「オリビア……」

　オーグの言葉に反応したオリビアの肩を、マークが気遣うように抱いた。

　マークの家であるビーン工房は、オリビアの産んだ子供が継ぐことになっている。

　この二人の間でも、子供の話は出ているんだろうな。

　将来が見えないミリアたちに同情する気持ちが大きい。

「でも……本当に見逃して良かったのかしら……」

「マリア!!」

「私だってあの人のことは可か哀わい想そうだと思うわよ！　けど……魔人なのよ？　それを見逃したって、どうやって皆に説明するのよ？」

「そ、それは……」

　マリアにそう言われたシシリーは、縋るようにオーグを見た。

　シシリーだけじゃない、皆見ていた。

　皆の注目を集めたオーグは、少し考えた。

「いいか、ここで見たこと、聞いたことは他た言ごん無む用ようだ。この件は……」

　オーグは皆を見渡したあと、言った。

「見なかったことにする」

「殿下……」

　シシリーは、その判断を下したオーグに感謝するように言葉を漏らした。

「我々は、城に入ったあとは、真っ直ぐにシュトロームのもとへと向かった。そしてシュトロームと戦った………そういうことにする」

「それで……いや、それしかないか」

「本来なら……将来国を治める人間としてあるまじき行為なのだがな……」

「……ゴメンな……俺の我わが儘ままで……」

　王太子であるオーグに、そんな決断をさせてしまったことを詫わびると、オーグはフッと微笑ほほえんだ。

「なにを今さら。私がこれまで、どれだけお前に振り回されてきたと思っている」

「うぐっ……」

「まあ、今回のは飛び切りだがな……いいかシン、もし万が一のことが起こったときは……」

「ああ、俺が必ず責任を持つ」

　ミリア親子を見逃すという決断をしたのは俺。

　その責任から逃げるつもりはない。

　そんな話をしながら城内を歩いていると、いつも騒がしい人間が大人おとなしいことに気が付いた。

「どうしたアリス？　随分と大人しいじゃないか」

　いつも騒動を巻き起こすアリスが、ミリアの部屋に入ってから一切口を開いていない。

　いつも能天気なアリスも、さすがにあの雰囲気では何も言えないか。

　とはいえ、いつも明るい人間が暗く沈んでいると周りにも影響しそうなので、いつもの雰囲気を取り戻そうと声をかけたのだが……。

「……あの子さ」

「うん？　あの赤ん坊がどうした？」

「……将来、超イケメンになりそうだったよね……」

　アリスは真剣な顔をして、そう言った。

　……そんなことを考えていたから大人しかったのか……。

「お前……」

「だってさ！　赤ん坊なのに、あんなに整った顔してるんだよ!?　絶対将来イケメンになるって！」

「たしかに、可愛かった」

「リンもか!?」

「あー、いいなあ。あたしもあんな可愛い子産みたい」

「相手がいない」

「そうだった……」

　……こ、こいつら……。

　俺らが真剣に悩んでいるときに、そんなこと考えてたのか。

「ふふ、さすがアリスよねぇ」

「ユーリ？」

「沈んでた雰囲気が少し明るくなったでしょぉ？」
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「それは……たしかにそうだけど」

「意外と、そういうのに敏感な子なのかもしれないねえ」

「トニーまで」

「能天気に見えて、実は色々考えてるのかもしれないよ？」

「そうかあ？」

　俺は、相手について頭を悩ませているアリスを見た。

　あれは、ただの素だと思うけどな……。

「シン君、シン君！」

　俺がアリスについて考えていると、そのアリスがこちらにやってきた。

「なんだよ？」

「この戦いが終わったらさ、誰か紹介して！」

　その台詞に、一気に脱力感に包まれた。

「はあ……俺の友達、ここにいる人間しかいないんだけど……」

「あ、そだった」

「この中なら……トニーかマークにでも頼めば？」

「トニーの友達は、なんかチャラそうだからいいや！　おーい、マークゥ！」

　……やっぱり、アリスのあれは素だな。

　そう確信を強める俺の隣では、アリスに拒否られたトニーが地味に傷付いていた。





　　　　◆






　あの部屋で、ミリアって魔人が言ったことには、正直ショックを受けた。

　あたしは今まで男の子と付き合ったことがないから、想像することもできないけど……。

　自分の好きな人を殺してくれって頼むのは、どんな気持ちだったのかな？

　あのとき、皆の顔を見てみると、皆辛そうな顔をしていた。

　うちの仲間たちは恋人がいる人間が多いから、あたしとは違ってすぐに想像できたんだろう。

　あの部屋を出たあとの皆は、その雰囲気を引ひき摺ずったまま暗い顔をしてた。

　だからあたしは、シン君の問いかけに、わざとふざけた。

　不ふ謹きん慎しんかなとも思ったけど、これがあたしの役目。

　難しいことを考えるのは殿下の役目だし、シン君を叱りつけるのはマリアの役目。

　シン君とイチャイチャするのはシシリーの役目だ。

　あたしは、皆を明るくするんだ。

　そうじゃないと……シュトロームに同情しちゃって、ちゃんと戦えないから。

　よーし！　やるぞおっ！

　でも……。

　彼氏がほしいのは本音だよ！





　　　　◆






　アリスのお陰で、俺を含め落ち込みかけていた皆の雰囲気が少し落ち着いた。

　それが天然なのか、ユーリが言うように計算だったのかは分からないけど、助かったのは事実だ。

　気を引き締めなおした俺たちは、シュトロームの魔力を頼りに帝国城の中を進んでいく。

　そして……。

「着いたぞ。この扉の向こうにシュトロームがいる」

　オーグが、一際大きく、豪華な扉の前でそう言った。

「デケエな……」

「恐らく、謁えつ見けんの間まだろう。シュトロームの魔力反応はこの部屋の一番奥。玉座にて我らを出迎えてくれるというわけだ」

「帝国城の玉座に座る……皇帝気取りかよ」

「魔人たちの話を聞いたあとでは、なんとも空くう虚きよな皇帝だがな」

　謁見の間の扉の前で、俺たちは少し足踏みしていた。

　この扉を開けるとシュトロームがいると思うと、皆の緊張がマックスになったからだ。

　かくいう俺も、当てにしている魔法が本当にシュトロームに効くのか……。

　恐らく間違いなく効くだろうけど、果たして撃たせてもらえるのだろうか？

　そんな不安で一杯だった。

「なあ、皆、頼みがあるんだけど、いいか？」

「なんだ？」

「なに？　どうしたのよシン？」

　俺の言葉に、オーグとマリアが答えた。

「シュトロームとの戦いが始まったら、皆にはシュトロームを一ヶ所に留めるように魔法を使ってもらいたいんだ」

　皆の意識が俺に集まっていることを確認して、さらに続けた。

「俺は……シュトロームを倒すための魔法を開発してきた。けど、その発動には物凄い量の魔力を集めなくちゃいけない」

「つまり……あたしたちでその時間を稼かせぐってこと？」

「その通りだよアリス。それで、撃ち損じると周りに甚じん大だいな影響が出るから、放った魔法はそのまま宇宙まで抜けるように、空に向かって撃ちたい」

　俺がそう言うと、リンが首を傾げながら訊たずねてきた。

「うちゅう？」

「あ……えっと、空の向こうに抜けるように撃ちたいから、シュトロームを空中で釘くぎ付づけにしておいてほしいってこと」

「なるほど……クロードの言っていた魔法か」

「確かに、あれは空に向かって撃たないと、その……とんでもないことに……」

　シシリーは、例の魔法の試し撃ちのときのことを思い出したんだろう。

　少し青い顔をしながら言ったので、皆も身震いしてる。

「悪いけど、今度ばかりは自重なんてしていられない。全力で、俺の最大魔法をぶっ放す。だから、皆協力してほしい」

　俺は、皆の顔を見渡しながら、お願いした。

　俺の願いを聞いた皆は、真剣な顔で頷いた。

　ちょっと冷や汗が出ているところを見ると、相当警戒してんな、これ。

　まあ、それで皆がシュトロームを空中に釘付けにすることに全力を傾けてくれるようになるなら、それでいいや。

「あ、あの、ウォルフォード君。アタシはどうしたら……」

「ミランダは、そうだな……」

　魔法が使えないミランダはどうしようかな？

　空中に釘付けにするとなると、遠距離攻撃である魔法が放てることが必須だ。

　一番いいのは、戦場から離れた場所で防御魔道具を使って身を守っていてくれることなんだけど……。

　ここまで来て一人だけ蚊か帳やの外そとってのもな……。

　そう思っていると、ユーリからある提案があった。

「だったらぁ、私の魔道具、貸してあげるぅ」

「え？　ユーリさん、いいのか？」

「もちろん。最後まで一緒に戦いましょぉ」

「恩に着る」

　そうか、魔道具。

　攻撃魔法を自分で撃てる俺は、魔道具を防御とか通信とか、そっち方面にばかり開発してきた。

　攻撃用魔道具を作ることを禁止されたってのもあるけど……。

　その発想はなかった。

「ミランダ、それでいいか？」

「うん。アタシも最後まで戦わせて」

「よし。それじゃあ……扉を開けるぞ」

　対シュトローム戦の作戦を確認した俺は、いよいよ謁見の間の扉に手を掛けた。

　大きく、重厚な作りだけあって中々重い扉を、男たち数人で押し開けていく。

　そして、扉が開き謁見の間に入ると……。

「お待ちしていましたよ、シン＝ウォルフォード君」

　奥の玉座に、シュトロームが座っていた。
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　約一年ぶりに見るその姿は、足を組み、肘ひじ掛かけに肘を乗せ、頰ほお杖づえをついていた。

　これから最後の決戦をしようとしているとはとても思えないほどリラックスしたその姿に、例えようもなく不気味な感じがした。

「扉の前で、随分と綿密に打ち合わせをしていたようですが、作戦はまとまりましたか？」

　コイツ……まさか、魔法で俺たちの会話を聞いてたんじゃ……。

「フ、安心してくださいシン＝ウォルフォード君。盗み聞きなんてしてませんから」

「なんだと？」

「そんなことをしたら……」

　シュトロームはそう言うと、肩を竦すくめ両手を広げた。

「興きよう醒ざめじゃないですか」

　シュトロームにとって、これはあくまでゲームってことか。

　敵の作戦を知らないほうが楽しめると……。

「随ずい分ぶんと余裕なんだな。道中で聞いた話じゃ、色々と余裕がなくなってるみたいだけどな」

　俺がそう言うと、シュトロームはやれやれといった顔で溜め息を吐いた。

「皆さん、お喋しやべりですねえ。困ったもんです」

　その言葉を聞いたとき、俺は込み上げてくる怒りが抑えられなかった。

「お前！　お前のために命を捨てていった部下たちのことを、なんとも思わないのか!?」

　ゼスト、ローレンス、そして名前も知らない魔人たちは、全てシュトロームの命令だからと命を捨てていった。

　俺たちがここにいるということは、そいつらを倒してきたということだ。

　なのにシュトロームは、余計なことを喋ったことを嘆いてみせた。

　散っていった部下たちに、弔とむらいの感情など一切見せなかった。

　自分のために死んでいった部下たちに、なんの哀あい悼とうの意いも表さないシュトロームに、倒した俺の方が憤ふん慨がいしてしまった。

　だが、シュトロームは、そんな俺を不思議そうに見ていた。

「倒したのはあなた方でしょう？　なぜそんなに怒っているのです？」

「お、お前……」

　本当に……コイツは……ゼストたちのことをなんとも……。

「所しよ詮せん彼らは、ただの駒ですからね。死のうがどうしようが、私にとって痛くも痒かゆくもありませんよ」

　駒……自分のために死んでいった部下たちを、ただの駒……。

　その言葉を聞いたとき、俺の脳裏をある女の魔人の姿がよぎった。

「ミリアも……駒だっていうのか？」

「ミリアさん？　ああ、彼女は実験体ですよ」

「……」

　実験体？

　あの……シュトロームを想い涙を流し、子供まで産んだ女性を……実験体？

　だめだ……怒りでどうにかなりそうだ……。

「中々面白い実験結果が出ましたがね。ねえ、シン＝ウォルフォード君」

「なんだ!!」

「魔人とは……魔物とはなんなのでしょうねえ？」

「なに？」

　怒りで沸ふつ騰とう寸すん前ぜんだった頭が、シュトロームの問いかけによって少し冷静になった。

「魔物に生態系はありません。普通の動物が、ある日突然魔物化する。そして、その魔物の子を残さず一代限りで死んでいく」

「……」

「そういう存在に、なんの意味があるんでしょうねえ？」

　シュトロームのその問いに、俺もオーグたちも答えられなかった。

　そんなこと、考えたこともなかった。

「思うに魔物とは、この世界に巣くう腫しゆ瘍ようなのですよ。やがて増殖し、この世界を蝕むしばみ滅ほろぼす……」

　そこでシュトロームは、自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた。

「害悪でしかありません」

　自分で自分を害悪だと？

　何が言いたいんだ、コイツ？

「ならば私は、その悪性の腫瘍として、世界の害悪として、世界を滅ぼしてあげようとしているのですよ。それが、この世界の真理ってもんでしょう？」

　自分は、この世界の癌がんだって言いたいのか!?

　だから、この世界を滅ぼすと。

　そんな、そんなこと……!!

「ふざけるなっ!!　そんな真理があってたまるか!!」

「そうですか。やはり共感はしてもらえませんか。ならば……」

　シュトロームはそう言うと、立ち上がった。

「最後まで足あ掻がいてみせなさい！　シン＝ウォルフォード!!」

　シュトロームは立ち上がると、すぐに魔力を集め始めた。

　いきなり攻撃してくるのかと身構えると、シュトロームは後ろを振り返り、そこに向かって魔法を放った。

「なっ!?」

　シュトロームの放った魔法は、後ろにあった壁を易やす々やすと打ち破り、空へと抜けていった。

　城の壁を破壊するように放たれたので、もの凄い土煙が謁えつ見けんの間まを覆いつくす。

「くそっ！　目くらましか!?」

　その土煙でシュトロームの姿が見えなくなった。

　シュトロームを見失うなど、明らかに致命的なので、土煙を晴らすべく風魔法を起動。

　土煙が晴れようやく視界が確保できたとき、そこで見たのは元の位置から一歩も動いていないシュトロームと、その後ろの空だった。

「フフフ、こんな狭い場所でやり合うなど興醒めでしょう？　もっと広い場所へ案内しましょう」

　シュトロームはそう言うとフワリと浮き上がり、開いた穴から外へと出ていった。

「なにが興醒めだ！　ふざけんな!!」

　先ほどからシュトロームのふざけた発言が頭に来ていた俺は、思わず叫びながら外へと飛び出そうとした。

　だけど、その肩が誰かに摑まれた。

「落ち着けシン！」

「ああ!?」

「頭に血が上っていては、シュトロームの思う壺つぼだぞ！」

「これが怒らずにいられるか!!」

「その気持ちは分かるが！　シュトロームはお前のことを相当警戒している。室内ではなく外で戦おうとしているのがその証拠だ！」

「なんで……あ、そうか」

　俺とシュトロームは、過去に一度対戦している。

　そのときは警備隊の練れん兵ぺい場じようでやりあったから、屋根をカムフラージュにして太陽光レーザーを撃ち込んだんだった。

　それを警戒しているのか。

「さっきから挑発めいた言動を繰り返しているのも、お前の冷静さを失わせるためだ。奴の策略に乗るな！」

　オーグの指摘で、興奮していた頭が冷静になっていくのを感じた。

　普段はふざけてばかりだけど、こういう真剣な場ではやっぱり頼りになる。

「……悪いオーグ。ありがと」

「なに、構わんさ」

　冷静になり、オーグに礼を言うと、俺たちもシュトロームに続いて外に飛び出した。

　外に出たところを攻撃されるかもしれないので、浮遊魔法ではなく各々ジェットブーツを使う。

　警戒はしていたが、特に攻撃されることもなく地上に下り立つことができた。

　普段からジェットブーツを使って魔物狩りをしているというミランダも。

　窓の外は中庭になっており、戦うには十分な広さがあった。

　その中庭の真ん中で、シュトロームは悠然と立っている。

　中庭に下り立った俺たちを見たシュトロームは、また挑発するような言葉を吐いた。

「中々来ないので今更怖おじ気け付づいたのかと思いましたよ」

「はっ、もうその手には乗らねえよ！」

　俺がそう言うと、シュトロームは意外そうな顔をした。

「ほう？　もう冷静になってしまったのですか。つまらないですね」

「煽あおろうったってそうはいかねえよ！」

「ふむ。この短時間での立て直し。さすがは賢者の孫……と言いたいところですが」

　シュトロームはそう言うと、俺の後ろに視線を移した。

　その視線の先にいるのは、オーグ。

「なるほど。さすがはアールスハイド王国始まって以来の傑けつ物ぶつと称されるアウグスト殿でん下か。アルティメット・マジシャンズの頭脳はあなたというわけですか」

「シンの前で傑物などと言うのは止めてくれ。恥ずかしくなる」

「おや、気に入りませんか……奇遇ですね、私も気に食わないことがあるのですよ」

　そう言ったあとのシュトロームの顔は、先ほどまでのヘラヘラした顔ではなく、明らかに怒りに満ちていた。

「頭に血が上った仲間を諫いさめて冷静にさせる。なるほど、素す晴ばらしい信頼関係ですね。ですが、私はそれが気に食わない!!」

　突如、シュトロームを中心に吹き上がる魔力の渦。

　それは、シュトロームの怒りに呼応するように荒々しく、そして禍まが々まがしく強烈だった。

「くっ！」

　魔力の圧力だけで身体がビリビリと震える。

　コイツ……やっぱりとんでもねえな。

「仲間？　信頼？　そんなものは所詮子供のお遊ゆう戯ぎ！　幻想なんですよ!!」

　そう言うシュトロームの目は……憎悪に満ちていた。

「甘い言葉で取り入り、利用するだけ利用したら切り捨てる！　それが人間の本性なんですよ!!　なのに、信頼し合っている風を装って仲間ゴッコに興じて悦えつに入っている。虫むし唾ずが走りますねえ！」

「っ！　テメエッ!!」

「お前と一緒にしないでもらおうか」

「……なんですって？」

「オーグ……」

　俺たちの関係を仲間ゴッコと言ったシュトロームに、さすがに冷静ではいられなくなったのだが、オーグは冷静に切り返した。

「お前に過去なにがあったのかは知らんがな、私たちになにがあったかも知らんだろう？」

「ええ、そうですね。興味もありません」

「だろうな。まあ、私たちの付き合いもまだ一年ちょっとの短いものだが……」

　オーグはそう言うと、皆を見渡した。

「私たちは、共に学び、競い合い、高みを目指し、死線を越えてきた。そんな仲間たちのことを信頼できずにどうするというのだ？」

　オーグのその言葉に、皆頷いている。

「……それが仲間ゴッコだと言っているのですよ。そんな薄っぺらな関係など、利害がぶつかったらすぐに壊れてしまう。人間など、所詮利己的な生き物なのですよ！」

「貴様ら魔人は違うとでも？」

　オーグがそう言うと、シュトロームは厭らしくニヤッと笑った。

「私は究極に利己的な存在ですよ」

　シュトロームはそのまま話し続けた。

「人間らしい感情がなくなっていくなかで、自分中心の利己的な考えは残った。つまり、それが人間の本質ということですよ」

「そんなことありません!!」

　シュトロームの言葉に、真っ先に反論したのはシシリーだった。

「ここにいる人たちは、みんな自分以外の人たちのことを考えている人たちばかりです！」

　シシリーは、目に涙を浮かべ、顔を真っ赤にしながら必死に吠えた。

「シン君も、殿下も、みんなみんな、自分以外の人たちの幸せを願っています！　そんな人たちのことを馬鹿にしないでください!!」

　シシリーの言葉に、俺たちは胸を打たれた。

　見てくれている。

　そのことが凄く心強かった。

　そのシシリーの言葉を聞いたシュトロームは……。

　笑い出した。

「ククク……あーっはっはっは!!　いやはや、さすがは聖女と呼ばれるだけのことはありますねえ。人心を把は握あくすることが得意と見える」

「なんだと!?」

　コイツ！　また煽るつもりか!?

　だけど、次にシュトロームが発した台詞に、俺は言葉を詰まらせた。

「他人のため、周りのため、国のため。それはそれはご立派な行おこないでしょうね。ですが、その施ほどこしを受ける人たちはどうですか？　護られることが当たり前で、弱さの上にあぐらをかいているんじゃないんですか？」

「そ、それは……」

　前世も含めて思い当たる節のあった俺は、咄とつ嗟さに反論できなかった。

「所詮、人間などそんなものですよ。どれだけ施しを与えても、それを当たり前のように享受し、その施しが途絶えると途端に不満を漏らす。そんな人間のために尽力することになんの意味があるのです？」

　確かに……シュトロームの言っていることに間違いはない。

　どんなに優遇されていても、それが途絶えた途端に不満を漏らす人がいるのも事実だ。

　そんなことはないと、断言することができなかった。

　だが。

「なんだ、そんなことか」

　オーグは、呆れたようにそう言い放った。

「なに？」

「そんなことは、国を治めていれば日常的に起こるものだ。お前、元は帝国の貴族だったのだろう？　領地を治めていたのならそれくらい分かるだろう」

「分かっているからこそ言っているのですよ!!」

　シュトロームのその叫びは、今までで一番強いものだった。

「散々施しを受けておきながら！　子供だましのような姦かん計けいに踊らされ！　不満を持ち！　暴走し！　私の妻と子供の命を奪った!!　そんな自分勝手な人間どもを、許せるはずがないだろうが！！！！」

「……なるほど、それがお前の怒りの源か」

「私は知っているんですよ！　人間など、所詮自分のことしか考えていない！　都合が悪くなると保身のためにどんな暴挙にも出る！　それが人間の本質なのですよ!!」

　怒りで魔力が暴発しそうになるほど渦巻き始めた。

「さあ、お喋りはここまでです。甘い理想に身を委ねているあなたたちを倒し、このくだらない世界を滅ぼしてあげますよ!!」

　シュトロームはそう言うと、集めていた魔力を魔法に変換しこちらに向けて放った。

　それは、他の魔人たちや幹部であるゼストやローレンスの魔法とは比べ物にならないくらい巨大な魔法だった。

「うおおっっ!!」

　この規模の魔法はさすがに他の皆では荷が重いと判断し、俺が魔ま力りよく障しよう壁へきを張って防ぐ。

　さすがはシュトローム、魔人たちの首しゆ魁かいだけあって今までの魔人たちとは魔法のレベルが違う！

「ぐっ……うおおあああっ!!」

　いまだかつて魔力障壁に費やしたことがないほどの魔力を込め、なんとかシュトロームの魔法を防ぐ。

「ほう、さすがはシン＝ウォルフォード。これを防ぎますか」

　シュトロームが楽し気な声をあげているが、こっちはそんなのに付き合ってる暇はない。

「みんな、行け!!」

　俺がシュトロームの魔法をなんとか防いでいるうちに、シュトロームを攻撃するように声を上げる。

　その俺の声を聞いた皆は、俺の横をすり抜けシュトロームに向けて一斉に魔法を放った。

　魔道具を使って魔法を放ったミランダも含めた十二人分の魔法が、シュトロームへと向かっていく。

　だがシュトロームは、驚きも戸惑いもせず、魔法を避け、魔力障壁で防ぎ切った。

「ちいっ！　これだけの一斉射撃でかすり傷一つ負わせられんとは！」

「ふははっ！　素晴らしい！　素晴らしいですよ、アルティメット・マジシャンズ!!」

　オーグの悔し気な声とは対照的に、シュトロームの声は非常に楽しそうだった。

「人類の命運を決める戦いは、こうでなくては興醒めというものです。さあ、もっと足掻きなさい！　足掻いて足掻いて、そして何も護れず、惨みじめに死んでいきなさい!!」

「そんなことさせるかよ!!」

　シュトロームの魔法を防ぎ切った俺は魔力障壁を解除し、すぐに最近の主力魔法である指向性爆発魔法を放った。

「むっ！　おおっ!!」

　シュトロームはそれも防いでみせるが、それは想定内。

　俺はすぐさま次の魔法を放つ。

「食らえっ!!」

　足元にある土を円えん錐すい状じように掘り出し回転を付ふ与よ。

　それを圧縮した空気を使って射出した。

「！　それはっ！　くっ!!」

　俺の魔法を魔力障壁で防いでいたシュトロームは、次の魔法の正体をすぐに見抜き、障壁での防御ではなく回避行動によってその土の弾丸を避けた。

「なるほど……魔力障壁では防ぐことができない物理での攻撃ですか。中々やりますね」

「大人おとなしく騙されてくれていれば楽だったんだけどな！」

「おやおや、いけませんねえ。そんなの、楽しくないじゃないです……か!!」

　シュトロームはそう言うと、こちらに向かって魔法を放った。

　それは最初のような全体を巻き込むような魔法ではなく、各個人を狙った魔法。

　対象を分散させた分、最初の魔法に比べると大分威い力りよくが落ちる。

　これくらいなら、皆であれば問題なく防御でき……。

「きゃああっ!!」

「ミランダ!?」

　魔法が使えないミランダも、防御魔法を付与してある魔道具を起動していたはず。

　だがシュトロームの魔法は、その魔道具の防御力を上回ったようで、ミランダが吹っ飛ばされた。

「シシリー!!」

「はいっ!!」

　致ち命めい傷しようではなさそうだけど、すぐには動けないようなダメージを受けたミランダのために、シシリーに回復を依頼する。

　だが……。

「行かせませんよ？」

　そのシシリーに向かって最初と同程度の魔法が放たれた。

「シシリィィー!!」

　俺は、オリビアが使ったように短距離でゲートを開き、シシリーの前に立ち塞がり、魔力障壁を展開した。

「くっ……おおおっ!!」

「シン君！」

「いいから！　行けっ!!」

「！　は、はいっ!!」

　なんとか魔法を防ぐことに成功した俺にシシリーが声をかけてくるが、この機会を逃すわけにはいかない。

　ミランダのもとに行くように指示をすると、シシリーはすぐに従ってくれた。

「おや、仕留めそこないましたか」

　シュトロームの声には、愉ゆ悦えつが交じっていた。

　その様子はまるで、ちょっと狩りに失敗してしまったとでもいうかのようだった。

「テメエ……」

　シュトロームの様子に苛いら立だちを覚えていると、その隙をついてオーグが魔法を放った。

「ふんっ!!」

　炎と風の混合魔法。

　火か炎えん旋せん風ぷうだ。

「おっと！」

　凄まじい高熱を巻き起こす火炎旋風だったが、シュトロームは事もなげに魔力障壁で防いでみせた。

「アウグスト殿下も中々やりますねえ。その力、とうに人間を逸いつ脱だつしている」

「お褒ほめ頂いただき、感謝の極みだ！」

　シュトロームの軽口に応対しながら、オーグは続けて魔法を放った。

　それは、俺がさっきやってみせた土の弾丸を放つ魔法だった。

「おっと！　殿下も使えるとは！　ですが、この魔法はすでに先ほど見ましたよ！」

　俺の魔法をすぐに再現してみせたオーグの技量には感かん嘆たんするけど、さっき俺のを見たシュトロームは魔力障壁ではなく、物理障壁を展開してその土の弾丸を防ぐ。

　そのとき。

「はああっ!!」

「うおおっ!!」

　オーグの意図を汲くんだトールとユリウスが、すぐさまシュトロームに魔法を放った。

「むっ！　うおおっ!!」

　物理障壁しか張っていなかったシュトロームは、まともにその魔法を受けた。

　……かに見えたが。

「……危ないですねえ」

　シュトロームは、魔力障壁も同時展開し、トールとユリウスの魔法を防いでいた。

「二重起動……」

「やはり、シュトロームもできるので御ご座ざるか……」

　魔法を防がれたトールとユリウスは、苦々し気にシュトロームの障壁を見ていた。

「くっくっく……ただの人間であるアウグスト殿下が魔法の並列起動ができるのに、私にはできないとでも思っていましたか？」

　シュトロームはそう言うと、両手に異なる魔法を展開してみせた。

「シン＝ウォルフォード君やアウグスト殿下の魔法は大変参考になりましたよ。せっかくなのでお返ししてあげましょう！」

　右手の炎の魔法と左手の風の魔法。

　シュトロームはこれを組み合わせると、巨大な火炎旋風を作り上げた。

「はははっ！　燃え尽きなさい!!」

　魔人であるシュトロームは、オーグと比べても魔力が段違いに多い。

　シュトロームが作りだした火炎旋風は、オーグのものを大きく上回っていた。

「皆!!　全力で魔力障壁を張れっ!!」

　大声で皆にそう言うと、俺は巨大な火炎旋風と対たい峙じした。

「シン!?　お前、なにを!?」

「こいつをどうにかしないと！　皆、蒸し焼きになっちまう!!」

　これだけの巨大な火炎旋風。

　防いだとしても、あとには相当な熱が残る。

　そうなったらまともに戦えなくなる。

　それは避けないと！

「うおおおっ!!」

　巨大な火炎旋風に対し、俺が選択したのは普通の風の竜巻を起こす魔法。

「ふははっ！　そんなもので対抗できるとでも思っているのですか！」

　それを見たシュトロームが馬鹿にしたように哄笑するが……。

　俺の竜巻には、ある仕掛けがしてある。

　俺の竜巻と、シュトロームの火炎旋風がぶつかり合う。

　竜巻が火炎旋風に巻き込まれて消滅する……。

　そう見えた次の瞬間。

「!?　な、なに!?」

　シュトロームが信じられないといった声を上げた。

　なぜなら、シュトロームの放った火炎旋風が、徐々に小さくなっていったからだ。

「馬鹿な!?　ただの竜巻でなぜ!?」

「俺の竜巻は特別製だからだよ!!」

　通常、風の魔法を使う際には、周囲の空気をそのまま使う。

　だが俺は、その空気を使わず、あるもので竜巻を作り上げた。

　それは、二酸化炭素。

　火炎旋風は、上昇気流の発生により、周囲の空気……いわゆる酸素をどんどん巻き上げて大きくなっていく。

　だが、周囲から取り込むのが酸素ではなく二酸化炭素であったなら？

　炎はその姿を維持することができず、小さくなっていくのは当たり前だ。

「ちいっ！　怪しげな魔法を!!」

「お前にだけは言われたくないね!!」

　魔人のくせに失礼なことを言うシュトロームに向かって、俺はある魔法を放った。

「おっと!!　またこれですか？　進歩がありませんねえ！」

　俺が放ったのは、シュトロームの足元から土の杭が突き出す魔法。

　以前、警備隊の練兵場でシュトロームを空中に誘いだすために使った魔法だ。

　当然、今回もシュトロームは空中へ飛びあがることでその魔法を避けた。

　そして、当然のように空中で静止するシュトローム。

「今だ!!」

　事前に話し合っていた、シュトロームを空中で釘くぎ付づけにするという作戦。

　そのために前回と同じ魔法を使ったんだ。

　皆はすぐさま俺の意図を汲んで一斉に魔法を放つ。

「くっ！　想定済みですか！　ですが、こんなヌルい魔法では私にかすり傷ひとつ負わせられませんよ!!」

　シシリーの手によって回復したミランダも含めた全員の攻撃だが、シュトロームには簡単に防がれてしまう。
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　それもそのはず。

「む？　くっ！　こ、これは!?」

　皆は最大火力での一撃ではなく、あえて魔力を抑えて撃っている。

　それは、シュトロームを空中に釘付けにするための魔法を連射できるように。

　一撃一撃は大した威力ではないものの、想定外の数であったのかシュトロームから驚きの声が漏れている。

　今だ!!

　俺は、自分が制御できる最大値まで魔力を集め始める。

「!!　シン＝ウォルフォード!!　貴様!!」

　シュトロームがそのことに気付くが、皆の魔法の連射はおさまらない。

　俺の邪魔をしたくてもできない状況ができあがった。

　皆がシュトロームを足止めしてくれている間に、魔力の制御が完了した。

「……ちょっと……本当に大丈夫なんでしょうね!?」

　集まりきった魔力の量に、シュトロームを攻撃しているマリアから疑惑の声があがる。

　大丈夫だと言いたいけど、今集中を切らすと魔力が霧む散さんしてしまう。

「くっ！　このっ！　ええい、鬱うつ陶とうしい!!」

　どうにかして俺に魔法を発動させまいとあがくシュトロームだったが、皆の魔法攻撃はおさまらない。

　空中にいるため、回避行動もままならないシュトロームは、魔力障壁での防御で手一杯だった。

　これなら……いける!!

　そう思い、詠唱に入ろうとした。

　そのとき。

　俺とシュトロームの射線上に、人影が飛び出してきた。

　その人影は……。

「ミリア!?」

　俺に、シュトロームを止めてくれと、涙ながらに懇願してきたミリアだった。

「……ごめんなさい」

「くうっ!!」

　ミリアの突然の乱入に驚いた俺は、集めていた魔力を霧散させてしまった。

　くそっ！

　こんな土ど壇たん場ばで邪魔をしてくるとは、さっきの言葉は俺たちを油断させるためのものだったのか!?

　そう思って声を張り上げようとしたときだった。




「さすがはミリアさん」




　シュトロームはそう言うと、魔法を放った。

　ミリアの身体に隠れてその姿が見えなかった俺は、防御も回避もすることができず、その光線のような魔法に右肩を撃ち抜かれた。

「がああっっ!!」

「シン君!!」

　今回の人生において、初めて負った大きな傷に、思わず苦く悶もんの声が漏れる。

　そんな俺の様子を見たシシリーが、俺に駆け寄ってくるのが見えた。

　俺は、凄まじい痛みに耐えながら周囲を見る。

　皆は、ミリアが乱入してきたことに驚いたのだろう。

　思わず魔法を撃つ手を止めてしまっていた。

　シュトロームはその隙を突いたんだ。

　だけど、シュトロームの攻撃は見えなかった。

　なぜ？

　そう思ったが、その答えはすぐに分かった。

「……シュトローム……さま……」

　俺の目の前に落下してきたミリアの身体。

　その身体の……。

「まさか……ミリアごと……」

　胸の真ん中に、大きな穴が開いていた。……明らかに致命傷と思われる位置だ。

「おや、惜おしいですね。外しましたか」

　自分の放った魔法が、俺に致命傷を負わせられなかったからだろう。シュトロームは少し残念そうにそう言った。

　そう……少しだけ、残念そうに。

「シュトロームッ!!　ぐうっ!!　お、お前えっ!!」

　ミリアの飛び出しによって俺の視界が遮さえぎられたのをいいことに、シュトロームはそのミリアごと俺を撃った。

　シュトロームを愛し、その子供まで産んだミリアを……。

　そのことに途と轍てつもない怒りを感じた俺は、右肩を撃ち抜かれていることも忘れて怒鳴ってしまった。

　思わず力み、興奮してしまったことで傷口から血が噴き出す。

「駄目ですシン君!!　じっとしていてください!!」

　駆け寄ってきたシシリーが、俺の傷口に治癒魔法を施してくれる。

　シュトロームの放った魔法は肩を完全に貫通しており、さっきから流血が止まらない。

　これを自分で治すとなると、痛みで集中力が続かないところだった。

　シシリーがいてくれて本当に良かった。

　俺がシシリーの治療を受けているというこの絶好の機会を逃すまいと、シュトロームは俺に追撃をしようとしてくるが、それは再び始まったオーグたちの魔法の連射によって阻はばまれた。

「くっ！　まったく、羽虫のようにブンブンと！　鬱陶しいですね!!」

　シュトロームはそう言うと、周囲へと無差別に魔法を放った。

　だが、特に狙いを定めているわけでもなく全方向へ放った魔法は、皆の魔力障壁を突破するほどの威力は得られていない。

　先ほど魔道具による魔力障壁を破られたミランダは、マリアの魔力障壁によって護られていた。

　俺は、シシリーの迅速な治療のお陰で、なんとか魔力障壁を展開できるまで回復することができていた。

　シュトロームの魔法を魔力障壁で防御している間も、シシリーは集中力を切らさず、治療に専念してくれている。

　お陰で、シュトロームに撃ち抜かれた右肩は全快した。

「ほう。さすがは聖女と呼ばれるだけのことはありますねえ。もう治してしまうとは」

「シュトローム!!　お前っ!!　ミリアはお前のことを本当に慕したっていたのに!!」

「それがなにか？」

「な……なに？」

「ミリアさんが私のことを慕っているからなんなのです？　私になにか義務でも発生するのでしょうか？」

「お、お前ぇ……」

「それにしても、壁になるのならもう少し位置を考えてくれれば良かったんですけどねえ。お陰で仕留めそこなってしまいました」

　もはや怒りで言葉が出てこない。

　前世も含めて、こんなに怒りを感じたことは初めてだ。

　俺は、その怒りに任せてもう一度魔力を集めようとした。

　そのとき。

「ご……ごめんなさい……」

「ミリア!?」

　瀕死の重傷を負ったミリアが話し始めた。

「あなたに……シュトローム様を止めてほしいと言いながら……ゴフッ！　……はぁ……はぁ……それでもやっぱり……シュトローム様には死んでほしく……なかった……」

「喋っちゃ駄目ですミリアさん!!　今すぐ治癒魔法を掛けますから！」

「はぁ……はぁ……無駄よ、聖女様。私たち魔人には……治癒魔法は効かない……」

「な!?」

「そ、そんな……」

　魔人には治癒魔法が効かない!?

　そんなの初めて聞いたぞ!?

　だとしたら、これはもう致命傷だ。

　治す手立てがない。

　ミリアが死ぬのは時間の問題だろう。

　……もう、これ以上悲ひ惨さんなことは繰り返させない。

　ここで、必ずシュトロームを止める!!

　俺は、先ほど霧散させてしまった魔力を再度集め始めた。

「むっ!!」

　俺がミリアに気を取られている間も、シュトロームは皆から間断なく魔法を受け続けており、俺の隙を突くことができなかった。

「ちいっ！　本当に使えませんね！　最後に一撃くらい食らわせればよいものを!!」

「ふざけんな！　お前は、ここで必ず仕留める!!」

　俺が集められる最大限まで集めた魔力を、今度こそ魔法へと変換する。

『原子融合』

「？　なんですか？　その詠唱は？」

　シュトロームが疑問を投げかけてくるが、俺はそれには答えない。

　いや、答えられない。

　原子融合を行うのにとんでもない量の魔力がいるのと、その制御に極限の集中が必要だからだ。

『包囲』

　融合させた原子を、魔力で包囲する。

「一体なにを……」

『熱核反応』

　その包囲の中で、熱核反応を起こす。

「!!　な、なんですか!?　その膨大なエネルギーは！！？？」

　すると、そのエネルギーの大きさに気付いたシュトロームが驚きよう愕がくの声をあげた。

『方向指定』

　俺は、シュトロームの驚愕の声をよそに、魔法に指向性を付ける。

　これができないと、絶対に実行しようとは思わなかった魔法。

　それを……。

『発射あっっ!!!!』

　熱核魔法を、シュトロームに向けて放った。

「!!　皆!!　攻撃を止めて障壁を展開しろ!!　余熱で焼け死ぬぞ!!」

　俺が放った魔法を見たオーグが大声でそう叫ぶ。

　だけど、この魔法は『熱』と『爆風』を生み出す魔法だ。

　方向指定した中には熱も含まれているので、周りへの影響はない。

　だが、それを向けられたシュトロームは……。

「ぐっ！　うおおおおおっ!!」

　自身の全魔力を魔力障壁へとつぎ込み、俺の魔法を防ごうとしていた。

　だが……。

「ぐううっ!!　こ、これは……障壁が!!」

　シュトロームの張った障壁は、俺の魔法にどんどんと侵食されていく。

　そして……。

「これで……終わりだああっっ！！！！」

　俺は、これで全てに終止符を打つべく、全力で魔力を込めた。

　その結果……。

「ぐっ……があああああああっっっっ！！！！」

　俺が全力を込めて放った魔法は、とうとうシュトロームの障壁を打ち破り、その身体を呑み込んだ。

　熱核魔法に呑み込まれて消滅していくとき、抵抗を止めたシュトロームは、宙を見ながらなにかを呟つぶやいた。

　そして、なにやら穏やかな顔をしながら……消滅していった。





　　　　◆






「ぐっ……があああああああっっっっ！！！！」

　シンの放った魔法により障壁を突破され、全身にその魔法を受けたシュトローム。

　彼は、シンの魔法により消滅していく身体を見ながら、宙に向かって呟いた。

「……すまないアリア……君のもとには……行けそうにないよ……」

　その言葉を残し、世界中を恐怖と混乱に陥れたシュトロームは……。

　この世から消滅した。





　　　　◆






　俺の放った魔法が、シュトロームを呑み込みながら空の彼方かなたへと消えていった。

　そして周囲が静せい寂じやくに包まれたとき、俺はようやく息を吐いた。

「くはっ!!　はあっ!!　はあっ!!」

　やった……成功した……。

　この魔法を使う上で、一番心配だったのが制御の失敗だ。

　今まで扱ったことがないほどの魔力を超精密に制御しなくてはならない。

　しかも、制御に失敗して暴走させてしまえばどんな被害がでるかも分からない。

　これしかシュトロームに対抗できる方法が思い付かなかったとはいえ、凄まじい緊張感だった。

　もし、シュトロームの言動に怒りを覚えたまま魔法を使っていれば、暴走してしまっていたかもしれない。

　そういう意味ではミリアに感謝……。

「そうだ！　ミリアは!?」

　俺を冷静にしてくれたミリアは、シュトロームに胸を撃ち抜かれ瀕死の状態だったはず。

　そう思って振り向くと、ミリアは……。

「ああ……シュトローム様……逝いってしまわれた……」

　俺がシュトロームを倒したところを見ていたのだろう。シュトロームがいたところを見ながら、涙を流していた。

「なんで……こんなことされて、それなのに、なんでそんなにシュトロームのことを慕っているんだ？」

　ミリアに子供を産ませ、それが期待通りでなかったと見捨て、自分を庇かばったミリアごと俺を撃ち抜いたシュトローム。

　それなのに、ミリアは心底シュトロームの死を悼いたんでいる。

　……なぜミリアは、そこまでシュトロームを慕っているのだろうか？

　その俺の疑問に、瀕死のミリアが応えた。

「私……いえ、私たちは……みな、シュトローム様に救われたの……」

　ミリアも、ゼストと同じようなことを言った。

「私は……ね……元は……魔物ハンターだったの……」

　ミリアは、自分のことを語りだした。

「それで目立ってしまって……貴族に目を付けられた……そして……自分の情じよう婦ふになれと誘われた……けど……私はそれを……断った……そうしたら……」

　そこで、瀕死であるはずのミリアの目に憎悪の色が浮かんだ。

「私が魔物狩りから帰ってきたときに見た光景は……炎に包まれて……崩れ落ちる私の家だった……」

「そんな……」

　あまりにも凄せい惨さんな体験に、シシリーが思わず言葉を漏らした。

「焼け跡から……両親と……妹の遺体が出てきたわ……原形をとどめていない姿で……」

「……」

　あまりにも凄せい絶ぜつすぎる体験に、俺は言葉が出ない。

「それから……私は……その貴族の追手に追われるようになった……自分の誘いを断った……恥はじを掻かかせたと……そんなくだらない理由で……」

　ミリアは、苦しそうにしながらも心底憎そうに語る。

　本当なら喋るなと言うところなんだろうけど……治癒魔法が効かないミリアが致命傷を負っている。

　もう助かる見込みはない。

　それなら……最後に、語るだけ語らせてやろうと思った。

「私は……その貴族を憎んだ……家族を殺し……それに飽き足らず尚なおも私を苦しめる貴族を……そして……そんな貴族をのさばらせている帝国を……」

　そこまで憎そうに語っていたミリアだったが、そこでフッと自嘲的な笑みを浮かべた。

「でも……私一人の力なんて……巨象を前にした蟻ありも同然……結局私は……その追手に追い詰められた……そのとき……シュトローム様に助けられたの……」

　そのときのことを思い出しているのだろう、ミリアは、初めて嬉しそうな顔になった。

「なぜ助けてくれたのかは分からない……ただの気まぐれなのか……それとも、私の名前が……奥様に似ていたからなのか……もう知りようもない……」

　そう言ったあと、ミリアは大量の吐と血けつをした。

「ミリアさん!!」

　瀕死の重傷を負っている者を目の前にしても何もできないシシリーは、ミリアを抱きかかえ、必死に呼びかけている。

　少しでも……その命を長らえさせるように……。

「ゴフッ!!　……ヒュー……シュトローム様は……絶望の淵ふちにいた私の目には……神様に見えた……そして、目的が同じだと聞いたとき……私は……全力でシュトローム様をお助けしようと決意したの……」

「……そうか……」

　俺は……それしか言えなかった。

　彼らの感情は理解できる……けど……。

　そんな複雑な気持ちが渦巻いて、俺は……それだけしか言うことができなかった。

　俺が、何も言えないでいる間にも、ミリアはどんどん衰すい弱じやくしていった。

　それでも、彼女は笑っていた。

「最低の人生だったわ……それでも……最後に……あの方の御お子こを産むことができた……それだけで……満足よ……」

「ミリアさん……」

　目の前で消えていく命を前に、涙を流すシシリー。

　ミリアは、そんなシシリーに最さい期ごのお願いをした。

「聖女様……あの子のことを……助けて……あの子には……なんの罪もないの……」

「はい……はい……」

　シシリーは、ミリアの手を取り、何度もそう言った。

　ミリアの血で自分が汚れようと、決してその手を放そうとはしなかった。

　そして、ミリアはそんなシシリーを見て微笑ほほえむと……。

「よろ……し……く……ね……」

　そう言って……息を引き取った……。

　こうして……去年から続いた魔人騒動は……今度こそ本当に終結した。

　言いようのない虚きよ脱だつ感かんを、俺たちに残して……。





[image: ]




　俺たちのやり取りを遠巻きに見ていたオーグたちだったが、ミリアが息を引き取ったのを見ると、ようやく俺たちの側に近寄ってきた。

「なんとも……後味の悪い終わり方だな……」

「……そうだな」

　オーグも、この終わり方には納得していない感じだった。

「なんで……なんでこんなことになってしまったんでしょうか……」

　ミリアの最さい期ごを看取ったシシリーは、しばらく嗚お咽えつが止まらなかったが、ようやく落ち着きそんな疑問を投げかけた。

　帝国は、とにかく平民たちを虐しいたげてきた。

　そして平民たちは……帝国に対して憎しみを持っていた。

　そこにシュトロームという、彼らの憎しみを晴らすことができる者が現れてしまった。

　だが、そのシュトロームも、ミリアの話では帝国に対して強い憎しみを持っていた。

「大元を辿れば、帝国の圧あつ政せいが全ての元げん凶きようだ。だが……奴らはやりすぎたのだ」

　オーグはシシリーの疑問に対して、しばらく考えたあとそう言った。

「帝国の圧政が憎いのなら、中ちゆう枢すうだけを滅ぼせば良かったのだ。実際、それだけの力はあったわけなのだからな。だが、奴らは帝国という『国』そのものを滅ぼした。それこそ、なんの罪もない一般市民までな。それが奴らの罪だ」

　圧政を敷しいていた帝国が悪い。

　しかし、それに対抗するために全てを滅ぼしたことも悪い。

「それになにより、全世界への宣戦布告だな。あれがなければ……共存はできなくとも放置する予定だったのだからな」

「自じ暴ぼう自じ棄きになってしまったのでしょうね……」

　トールが、シシリーの腕の中で息絶えているミリアを見ながらそう言った。

　ミリアは、愛するシュトロームのためを思ってしたことが、逆にシュトロームを絶望の底に突き落としたことを後悔していた。

　そして結局……シュトロームも、ミリアも、この世を去った。

「まあ、たらればを言っていても仕方があるまい。ともかく、これでこの騒動は終結だ」

　オーグはそう言って、一部が崩れている帝城を見た。

「あと一点を除いてな」

　オーグはそう言って、ミリアを抱きかかえていたシシリーを見た。

　そのシシリーの顔は……。

　今まで見たことがないほど、何かを決意した表情をしていた。

　そして、その表情を見た俺は……。

　あることを決心した。





　　　　◆






　帝城にある一室を訪れたとき、耳に入ってきたのは、火が付いたように泣き叫ぶ赤ん坊の泣き声だった。

　その泣き声を聞いた瞬間、誰よりも早く赤ん坊のもとに駆け寄っていったのは、シシリーだった。

　シシリーは、泣き叫ぶ赤ん坊を胸に抱きかかえると、優しい顔であやしだした。

「よしよし、もう大丈夫ですよ……もう、怖いことなんてありませんからね……」

　そう言いながら赤ん坊をあやすシシリーは、まるで母親のように慈じ愛あいに満ちた表情をしていた。

　しばらく泣き叫んでいた赤ん坊は、ようやく落ち着いたのか、泣き止んでシシリーの胸の中で寝息を立て始めた。

「さて……残る最後の問題だが……この子をどうするかだな」

　そんなシシリーと赤ん坊を見ながら、オーグが珍しく困り果てた顔でそう言った。

　最後に残った問題。

　それは、この赤ん坊、シュトロームとミリアの子であるシルベスタをどうするかという問題だった。

　この子は、人間ではあるが魔人同士の親から産まれてきた子供。

　将来、どんなことが起こるか想像もできない。

　なにも起こらないのか。

　それとも……。

　そんな子供の処遇をどうするのか、オーグには決断しかねるのだろう。

　けど……俺の心は決まっていた。

「オーグ」

「なんだ？」

「その子は……俺が……俺たちが育てるよ」

　俺がそう言った瞬間、全員が一斉に俺の顔を見た。

　皆信じられないといった表情をしている。

　ただ一人、シシリーを除いて。

「シン君……」

　シシリーは、涙ぐみながら嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「……ミリアに頼まれたもんな、この子をよろしくって」

　俺はそう言うと、眠っているシルベスタの頭を撫なでた。

「はい……はい！」

　シシリーはそう言うと、シルベスタを抱いたまま俺の胸に飛び込んできた。

　俺は、そんなシシリーを抱きしめながら呟いた。

「この子を……ちゃんと育ててやろうな」

「はい……必ず……ミリアさんの願い通りに……この子を幸せにしてみせます」

　シシリーは、涙を流しながらも決意に満ちた表情をしていた。

　だが……。

「馬鹿な！　正気か!?　シン!!」

　オーグが大きな声で異を唱えてきた。

　その大声で、シルベスタが少しぐずりだした。

「よしよし、大丈夫、大丈夫」

「馬鹿、声が大きい！」

「あ、ああ。すまん……って、そうじゃない！　魔人の子をお前が育てるなど、なにを考えている!?」

　ぐずりだしたシルベスタをシシリーがあやす横で、俺が小声で文句を言うと、オーグも小声で怒ってきた。

「そんなこと言ってもな。じゃあ、どうするんだ？」

「それは……児童養護施設に預けるか養よう子しに出すか……」

「結局は誰かが育てないといけない。この子は殺さないって言ったもんな」

「うぐっ……」

「言ったろ、いざというときは俺が責任を取るって。それに……養子に出すなら、ウチでもいいじゃないか」

「それは……そうだが……」

「それに……そういうことにはなってほしくないけど……万が一この子の身になんらかの異常があった場合、ウチだと対処しやすいだろ？」

「……」

　なんらかの異常。

　はっきりとは言わなかったけど、万が一この子が魔人化するようなことがあった場合ってことだ。

　もしそれが、児童養護施設や一般家庭で起こった場合……被害を抑えることなんてできやしない。

　なら、最初から俺たちが面倒を見てやればいい。

　もちろん、そんなことは起きないに越したことはない。

　けど、オーグを説得するのに、これ以上の理由はない。

　不本意だけど、そう言ってオーグを説得したのだ。

　そして、しばらく考え込んでいたオーグだったが、やがて大きな溜め息を吐いた。

「はあ……そういう理由なら、お前以上の適任はいまい」

「じゃあ……」

「ああ。その代わり、責任を持って育てること。なにかあったらすぐに報告すること。これを守れよ」

「ああ！」

『わあっ！』

　オーグの宣言に、俺以上に沸わいたのは女性陣だ。

　皆がシルベスタを抱くシシリーに群がっていく。

「ね、ねえシシリー。私にも抱っこさせてよ」

「いいけど……大丈夫？　マリア」

　シシリーはそう言いながら、すっかり目が覚めてしまったシルベスタをマリアに渡す。

「わ、え、こ、こう？」

「そう、そうやって頭を支えてあげて」

「う、うん……ふわあ……ちっちゃい……あったかい……」

　シルベスタを胸に抱いたマリアは、蕩とろけるような表情をした。

　……マリアのあんな顔、初めて見るな。

　そうして順繰りに女性陣の腕を渡り歩いたシルベスタは、最後にミランダの腕に抱かれると、途端にぐずりだした。

「え？　え？　なんで!?」

「腕が固いからじゃない？」

「そんな!?」

　無む慈じ悲ひなマリアの言葉に、絶望するミランダ。

　そんなミランダを、女性陣が笑いながら取り囲んでいる。

　その様子を見ながら、オーグが呟つぶやいた。

「お前、最初からこうするつもりだったのか？」

「いや、そうじゃないよ」

「ではなぜだ？」

「ミリアが……」

「ミリア？」

「ああ、ミリアが死ぬ間際にシシリーに言ったんだ。あの子をよろしくって」

「……」

「シシリーも決意したような顔してたし、なら俺が後押ししてやろうって思ってな」

　シシリーは、オーグがあと一つ問題が残ってるって言ったとき、なにかを決意したような顔をしてたし、真っ先にシルベスタのもとに駆け寄ってたしな。

　ミリアの遺志を継いであの子を育てたいって思ってることはすぐに分かった。

　それに……。

「俺自身、養子だしな」

「……そうだったな」

「俺は、じいちゃんとばあちゃんから、沢山の愛情を貰って育てられた。もちろん、二人には今後も恩を返していくつもりだけど……」

　俺はそう言って、女性陣に大人気になっているシルベスタを見た。

「この恩を他にも分け与えたいって、そう思ったんだ」

「……そうか」

　オーグはそれ以降、なにも言わなくなった。

　シシリーの決意を後押ししたいっていうのも本音だけど。爺じいさんとばあちゃんから与えられた愛情を次の世代に繋げたいと思っているのも本音だ。

　だから……。

　俺は、女性陣の輪の中に入りシルベスタを受け取った。

「ちゃんと……愛情を持って育ててあげるからな……シルバー」

　シルベスタ……シルバーを抱きながらそう言うと……。

「うだぁ」

　シルバーは、そう言って笑った。





　　　　◆






　ミリアや他の魔人たちを荼だ毘びに付ふしたあと、俺たちは連合軍が災害級の魔物たちと戦っている戦場へと戻ってきた。

　そこで見た光景は……高笑いをしながら災害級の魔物を魔法で屠ほふっていく爺さんと、嬉き々きとして魔物を斬り伏せていくミッシェルさんの姿だった。

　他の皆も魔物を討伐しているけど、二人だけ異彩を放っている。

　……改めて、俺、とんでもない人たちから指導を受けてたんだなぁとしみじみ思った。

　もう、ほとんと魔物なんて残ってないじゃないか。

　そうこうしているうちに、一体、また一体と討伐されていき、そして……。

「討伐を確認しました！　これで……魔物はもう残っておりません!!」

　最後の一体の討伐を確認した兵士さんが大声をあげると、周囲は一瞬静せい寂じやくに包まれた。

　だが、やがて……。

『うおおおおおおおおっっっっ!!!!』

　まるで地鳴りのような大歓声が巻き起こった。

「やった!!　勝った！　勝ったぞ!!」

「ああ！　やったんだ、俺たちは!!」

「うおおおっ！　やったぞおっ!!」

　口々に勝かち鬨どきをあげる兵士たち。

　その勝鬨は、戦場中に広がっていた。

「ふう……こちらもなんとか勝利を収めたか」

「ああ。良かったよ、本当に……」

　そう言いながら、戦場を見渡す。

　連合軍によって屠られた魔物たちの死し骸がいの中に、兵士さんたちの遺体も見える。

　……やっぱり、無傷でとはいかなかったか……。

　そんな多くの犠ぎ牲せいを出しながらも、兵士さんたちは自力で災害級の魔物の群れを殲せん滅めつしてみせた。

　相当な死闘だったんだろうな。

　だからこそ、喜びを爆発させるのも無理はない。

　けど……。

「あぁああん！　あぁぁあああん!!」

　そんな大歓声が突如巻き起こったら、シルバーがビックリするに決まってる。

　急に大きな声が響いたもんだから、驚いて泣き出してしまった。

　すると、その泣き声を聞いた兵士さんたちは、驚いて周囲を見渡した。

「え？　赤ん坊の泣き声？」

「なんで戦場に？」

「あ！　アウグスト殿でん下か!?　魔王様!?」

　周囲を見回していた兵士さんたちは、オーグの存在に気付いて一斉に膝ひざをついた。

　最初はオーグの存在に気付いていなかった兵士さんたちも、膝をつく兵士さんを見て、その先を見て、オーグの存在に気付いて膝をつく。

　その動きが連鎖して、まるでウェーブのように兵士さんたちが膝をついていった。

　おお……スゲエ光景だな、これ。

「おお！　殿下！　ご無事でしたか!!」

　その光景に気付いたガストール局長が、こちらに向かってきた。

　その脇には、魔法師団長のオルグランさんや、爺さんにばあちゃん、それにミッシェルさんの姿もある。

　ガストール局長はオーグの前で膝をつくと、こちらの状況について訊たずねてきた。

「して、殿下がご無事に戻られたということは……」

「ああ。魔人の首しゆ魁かい、シュトロームを初めとする魔人たちは、全て我々が討ち取った」

　そのオーグの声は、膝をついて静かになった兵士さんたちにもよく聞こえたらしい。

『うおおおっっ!!　完全勝利だあっ!!!!』

　膝をついていた兵士さんたちが立ち上がり、またしても大歓声が巻き起こった。

　少し落ち着いていたシルバーも、また大きな声で泣き叫んだ。

　すると当然、そのシルバーにガストール局長が気付いた。

「で、殿下？　その赤子は……？」

　周囲の兵士さんたちも気になっていたのだろう。俺たちの近くにいた人たちは歓声をあげるのを止め、俺たちの会話に耳を傾けている。

　やべ、どうしよう。

　言い訳を考えてなかった。

　そう俺が困っていると、オーグが話しだした。

「ああ、帝都に生き残っていた者がいたらしくてな。両親はすでに死亡していたが、この子だけは奇跡的に生き延びていたのだ。それを保護した」

　うおお、つらつらと息を吐くように噓をついたぞコイツ。

　それに、帝都が襲撃されたのは一年以上前だ、正直、その言い訳は苦しいんじゃないかと思ったんだけど……。

「なんと！　このような状況で生き延びていたとは！　奇跡だ！　奇跡の子だ!!」

「うおお！　奇跡の子バンザイ!!」

「バンザーイ!!」

　噓!?　信じた!?

　口々にシルバーを称える兵士さんたちを、信じられない気持ちで見ていると、オーグが耳元で囁ささやいた。

「皆、この危機を乗り越えたことで気分が高こう揚ようしているからな。本来なら信じられないようなことも奇跡として信じたいんだ」

　……そういうものか？

　つまり、冷静だったら色々と疑問を持つんだろうけど、興奮状態にあるからあまり深く物事を考えられないと。

　ってことは、冷静に考えられる人がいたら、それって通用しないんじゃ……。

「で？　本当のところはどうなんだい？」

　ほら！　やっぱりいたよ、冷静な人！

　っていうかばあちゃんだよ！

　こんな言い訳で誤魔化せるわけないと思ったんだよ……。

「詳しい話はここでは……場所を変えましょう」

「それじゃあ、本陣に行こうかい」

　こうして俺たちは、魔都を囲む壁の向こう側に設置されている本陣へとゲートで向かった。

　ゲートを潜くぐった先にいたのは、各国首脳。

　ディスおじさんにエカテリーナさん、アーロンさんに他の王様たちだ。

「おお!!　戻ったかアウグスト！　よくやった！　よくやったぞ!!」

　通信機で戦せん況きようを聞いたのだろう、ゲートから出るなり歓声をもって迎えられた。

　ディスおじさんはオーグのことが心配だったんだろう。

　その姿を見るなり一番に駆け寄ってきて抱きしめた。

「……父上、恥ずかしいのですが？」

「なにを言う！　息子を死地へと送り出した父の気持ちが分からんか!?」

「はあ……分かりました。今は甘あまんじて受け入れます」

「……息子と距離を感じるのだが？」

「気のせいです」

　ディスおじさんとオーグがそんなやり取りをしている横で、俺のところにはエカテリーナさんがやってきた。

「本当に……本当によく頑張りましたね、シン君。お疲れ様でした」

　そう言ってエカテリーナさんは、俺のことを抱きしめた。

「ちょっ！　エカテリーナさん！」

「本当に良かった……まるで息子を戦場に送りだした気分でした……」

「その言い方は誤解を生むから！　あの、違いますよ!?　俺がエカテリーナさんの隠し子とか違いますからね!?　弟弟子を心配する姉弟子な感じですからね!?」

　事情を知らない人が見たら誤解しそうなことを言うので、俺は必死に周囲へと弁解した。

　そのとき。

「まったく、なにやってんだい！」

「あいたっ!!」

　エカテリーナさんの頭に拳げん骨こつが落ちた。

　創そう神しん教きよう教きよう皇こうであるエカテリーナさんにこんなことができるのは、世界でただ一人だ。

「アンタはまた、余計な誤解を与えるようなことを！」

「ひっ！　ご、ごめんなさい師匠!!」

　ばあちゃんに叱られて、エカテリーナさんは涙目になって謝罪した。

　……この姿を見てると、教皇さんっていうありがたみが薄れるなあ……。

　そんな混こん沌とんとした本陣だったが、ある一言で皆我に返った。

「あぁー」

「え？　赤ちゃん？」

　シルバーの発した声に皆が静かになり、エカテリーナさんがシシリーが抱きかかえるシルバーを見つけて目を丸くした。

「ああ、なんでも帝都に生き残りがいたらしい。その生き残りが子供を産んだらしいんだけど……両親は死んだらしくてね。この子たちが保護してきたのさ」

　この場で一番発言力のあるばあちゃんが説明したことで、各国首脳は誰も異を唱えなかった。

　……やっぱスゲエな、ばあちゃん。

「そうですか……この子の両親が、神の御み許もとに導かれますように……」

　エカテリーナさんはそう言って祈った。

　……なんとも複雑な心境だったが、口を挟はさむわけにはいかない。

　やがてエカテリーナさんの祈りが終わったのを見計らって、オーグがディスおじさんに話しかけた。

「父上、少し内うち輪わだけで話があるのですが」

「む？　そうか。なら、外にある我が国の天幕に移動するか」

「はい」

「すまんが少し席を外す」

　ディスおじさんは残る首脳たちに声をかけると本陣を出ていった。

　それに俺たちが続き、なぜかエカテリーナさんとアーロンさんも付いてきた。

「あの……内輪だけの話なのですが……」

　オーグが困こん惑わく気ぎ味みにエカテリーナさんに話しかけるが、エカテリーナさんはどこ吹く風だ。

「あら。私はあなたのお父上の妹弟子よ？　内輪でしょう？」

「俺も弟弟子やから内輪やな」

「いや……」

　さすがのオーグも、創神教教皇であるエカテリーナさんには強く出られないらしい。

　そんなオーグに、俺は耳打ちした。

「いいじゃん。どうせなら巻き込んじまおうぜ」

「……はあ、分かりました。お二方もいらしてください」

　オーグがそう言うと、二人は嬉しそうに歩き出した。

　自分から首を突っ込んだんだからね？

　あとでの文句は受け付けませんよ？

　そしてアールスハイド用に用意された天幕の中で、シルバーの素性を明かした。

　その際の皆の反応は、まさに絶句といったところだった。

「魔人同士の……シュトロームの子供……」

「マジかよ……そんなことがあり得るのか？」

　ガストール局長とオルグランさんの軍人コンビは、信じられないといった表情だ。

　元軍人のミッシェルさんは、黙ったままシルバーを見ている。

「まあ、なにか裏があるとは思ってたけど、まさかこんな大ごととはねえ」

「むう……にわかには信じられんのう」

　呆あきれるように呟くばあちゃんと、信じられないといった風の爺さん。

　そして……。

「「聞くんじゃなかった……」」

　この話を聞いたことを後悔しているエカテリーナさんとアーロンさん。

　首突っ込んできたのはそっちですからね？

　付いてきたことを後悔している様子の二人とは違って、ディスおじさんはしばらく難しい顔をしたあと口を開いた。

「それで、この子はどうするつもりなんだ？」

「それは……」

　オーグがそう言いながらこちらを見たので、その続きは俺が引き継いだ。

「俺とシシリーが育てる」

　シシリーもシルバーを抱いたまま俺の横にきて頷いた。

「なんと……」

　その俺とシシリーの決意に、ディスおじさんは言葉を失っている。

　そこで俺は、さっきオーグに説明したことをもう一度伝えた。

「むう……それは確かにそうだが……」

　そう言って悩むディスおじさんの横から、口を出す人がいた。

「アンタたちは、本当にそれでいいのかい？」

　ばあちゃんは、怒っているわけではなく、非常に真剣な顔をして俺とシシリーを見て言った。

「こんな複雑な素す性じようの子供、ちゃんと育てられるのかい？　その女の魔人に同情してるだけなら、止めておいた方がいい。苦労するよ？」

「そうじゃのう……」

　俺は、ばあちゃんと爺さんの言葉を聞いて、つい笑ってしまった。

「なにが可お笑かしいんだい」

「いや……じいちゃんとばあちゃんから、そんなこと言われるとは思わなかったからさ」

「どういう意味じゃ？」

「じいちゃんさ、俺って、どこの誰の子？」

「む……」

「それは……」

「複雑な素性って、俺なんて素性すら分かんないよ。誰が本当の両親かも」

「「……」」

「そんな俺をさ、じいちゃんは拾ってくれた。ばあちゃんと一緒に育ててくれた。確かに、二人の子供を護ってやれなかった贖しよく罪ざいだって聞いたこともあるけど……俺は、じいちゃんとばあちゃんから、そんな義務感は感じなかったよ」

　これは本音だ。

「俺は胸を張って言える。俺は、賢者の孫だ。導師の孫だ。二人から確かな愛情をもって育てられた、二人の孫だよ」

「シン……」

「アンタ……」

「だからさ、俺は引き継ぎたいんだ、その愛情を、この子に」

　俺はそう言って、シルバーの頭を撫でた。

　シルバーは、嬉しそうにきゃっきゃと笑った。

「それに……あの人に……ミリアさんに託たくされましたから。ですから、私が責任を持って育てます。ですから、認めてください」

　シルバーを抱いているシシリーがそう言って頭を下げた。

「お願いします」

　俺も、その横で頭を下げた。

　そうしてしばらくしていると、ばあちゃんの長い溜め息が聞こえた。

「はぁ……分かった、分かったから頭をお上げ」

「ばあちゃん！」

「お婆様！」

「まったく、そんなこと言われたら、何も言えなくなるじゃないか」

「そうじゃの。もしここで断れば、ワシらがシンに注いだ愛情も噓になってしまう」

「じいちゃん……」

「シンよ。お前は間違いなく、ワシの孫じゃ。どこの誰の子かなど関係ない。じゃから、お前もその子に惜しみなく愛情を注いでやるんじゃぞ」

「ああ、もちろん！」

「ありがとうございます、お爺様！」

　一番の難関だと思われていたばあちゃんの了解を得られたことで、この問題は解決だ。

　ばあちゃんが了解したら、たとえディスおじさんだろうと、エカテリーナさんだろうとアーロンさんだろうと文句は言えないだろうからね。

「それにしても、こんなに早く曾ひ孫まごを見ることになるとはねえ」

「ほっほ。頑張ったかいがあるというものじゃ」

　ばあちゃんは、シシリーからシルバーを受け取ると腕の中であやしだした。

「おー、よしよし。ところで、この子に名前はあるのかい？」

「はい。この子を産んだミリアさんがシルベスタと名付けていたので、そのままシルベスタにしようと思います」

「シルベスタ、じゃあシルバーだね。よしよしシルバー、ひいおばあちゃんだよ」

「ずるいぞメリダ、ワシにも抱っこさせい」

「アンタは、スレインを抱っこして泣かせたじゃないか。駄目だよ」

「な……」

「し、師匠！　私にも、私にも抱かせてください！」

　なぜかエカテリーナさんが必死にアピールして、シルバーを抱っこする。

「ふわあ……可愛い……シン君の養子ということは……私にとっても孫……」

「うおいっ!!　だから変なこと口走んないでくださいよ!!」

「いいじゃない！　シン君は息子みたいなもんでしょう!?」

「ちげえよ!!」

　本当に何言ってんだこの人は！

　創神教教皇の孫だなんて言いだしたら、またばあちゃんに怒られるぞ!?

「ぶぅ……本気なのに……まあ、それはそれとして、この子は先に皆さんに説明した通り、奇跡的に生き延びていた帝国民の子ということで私が公表します。まあ……広い意味では間違っていませんしね。あ、言っときますけど政治利用ではありませんよ？　私が公表することで多少の無理も通るでしょう」

　おっと、意外と言うな、この人。

　自分が宣言すれば、多少無理な言い訳でも皆信じてくれると。

　それを計算して自分が公表するなんて。

「まあ……今回はしょうがないかねえ」

「そうじゃの」

　これにはさすがのばあちゃんも納得せざるを得なかったみたいだ。

　これで、ようやく全ての問題が解決した。

　あとは……。

「私が事態の終息宣言をして、そのあとは……皆さんの結婚式ですね」

　エカテリーナさんがそう言って俺とシシリーに向かってウインクをした。

「あ、そうか……」

「ふふ、結婚式の前に、子供ができちゃいましたね」

　そう言って俺たちは、二人で微笑み合うのだった。

　そんな俺たちの後ろで……。

「なあ、アーロン」

「なんでっか？　兄アニさん」

「なんか……私を無視してみな決まってしまったな……」

「そうでんなあ……そしたら、お師匠さんに文句でも言うたらどないです？」

「アーロンお前……私に死ねと？」

「冗談ですがな」

　ディスおじさんとアーロンさんが、そんな話をしてた。

　……ばあちゃんが絡むと、男性陣が空気になっていく気がする……。

　結局、ディスおじさんもばあちゃんが納得したことを覆くつがえすことはなく、シルバーを俺とシシリーの養子として迎え入れることと、シルバーの素性は奇跡的に生き延びていた帝国民の子として公表することで、了承した。
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　人類の存亡をかけた戦いに勝利したその日、エカテリーナさんが通信機を用いて全世界に勝利宣言をした。

　その宣言を聞いた民衆は大歓声をあげ、各国ではお祭りが催されたらしい。

　らしいというのは、俺はその様子を見ていないから。

　というのも、今回の戦いは、魔人たちに勝ったらおしまいというわけではない。

　俺が各国で付与を施した魔道具を回収し、その付与を取り消さないといけないのだ。

　とはいえ、その場ですぐに回収しようにも、兵士さんたちにも多くの犠牲者が出ており、その中で紛失してしまった物もあるので、まずは数を確認してから回収するという流れになった。

　なので、一旦各国がそれぞれ国に持ち帰り、参加した兵士と武器の数、それと回収できた武器の数を数え、完了した国から提出してきたのだが……ここで一ひと悶もん着ちやくが起きた。

　各国の武器に付与していた魔法を削除し、返却していたのだが、ダームだけが中々提出してこなかった。

　そして、最後の国に付与を削除した武器を返却した時点で、なんと魔法付与した武器の提出を拒否。

　アールスハイドに向けて宣戦布告したのである。

　ダームの言い分はこうだ。

『このように非常に危険な武器を作成できるシン＝ウォルフォードはシュトローム以上に危険な人物であり、それを囲い込んでいるアールスハイドは、世界征服を目論んでいる。それを防ぐための正義の戦いである！』

　と、世界中に向けてそう宣言したのだ。

　これに、世界中の国と民衆は猛反発した。

　なんせ……自分で言うのもなんだけど、俺たちは世界を救った救世主だ。

　その救世主を悪呼ばわりしたこと。

　なにより、俺が付与した武器をそのまま奪い取り、各国の武器の付与削除が終わるまで待っていたという卑ひ怯きような手段が各国の上層部だけでなく、民衆の怒りまで買った。

　こうしてみると、凄い大きな出来事なんだけど、なんで一悶着なんて軽く言ったのか。

　それは、この騒動がすぐに終息したからだ。

　先の宣言をしたのは、以前会議で見たダームの若い王様なんだけど、どうも一人で勝手に決めたらしい。

　こんなことをすれば確実に世界中を敵に回すと、ダーム軍がクーデターを起こした。

　とはいえ、ダーム王の宣言にはダームの国民自体が驚きと怒りを抱いていたということもあり、アッサリとダーム王は捕らえられ、すぐさま処刑された。

　そして、その騒動のあとすぐに付与していた武器を提出してきたのだ。

　……ダームの王様は、なんか俺に敵意を持っていたけど、こんな馬鹿なことするなんてなあ……。

　結局、度重なるダーム王国の失態は全て王族の責任ということになり、王家が絶やされることはなかったが、政治的実権は全て取り上げられることになった。

　いわゆる、象徴としてだけ残されたのである。

　これからは、新しい政治形態を模索するとのことで、暫定的に国こつ家か元げん首しゆに収まったのはダーム軍の司令官。

　以前、俺に変な質問をしてきたヒイロ＝カートゥーンだった。

　この人、前も王の批判を公然としてたし、正直、あんまりいい印象がない。

　本当に大丈夫かな？

　とはいえ、それは他国の出来事であり、俺たちが手を出せる話ではないので、静観することになった。

　……なにも起こらなければいいんだけど……。

　そんな騒動があったので、祝勝の雰囲気は一旦中断してしまった。

　だからだろうな……。

　俺とシシリー、オーグとエリーの結婚式をエカテリーナ教皇直々に執とり行おこなうと発表されたとき、予想以上に盛り上がってしまった。

　アールスハイドでは、王おう太たい子しのご成婚記念ということで、国を挙げてのお祭りとなったし、さらにシルバーという奇跡の子を俺が養子として引き取るという話も公表され、俺自身が魔物に襲撃された馬車から奇跡的に生き延びた子ということもあり、奇跡の子が奇跡の子を引き取ったと、それも話題になった。

　そして……。

「シン、入るぞ」

　オーグが、真っ白なタキシードを着て俺のいる控室に入ってきた。

「ふむ、中々似合っているではないか」

　部屋に入るなり、オーグと同じように白いタキシードを着ている俺を見てそんなことを言う。

「そう言うお前は……着慣れてる感じがする」

「こう見えても王太子だからな。礼服などを着る機会も多い」

「そっか……」

　それ以上言葉を続けない俺を見て、オーグはニヤニヤしている。

「どうした？　さすがの英雄様も結婚式は緊張するか？」

「当たり前だろ！　なんでお前はそんな平然としてられんだよ！」

　そう、ここはアールスハイド大聖堂の控ひかえ室しつ。

　今日、この場所で、俺とシシリー、オーグとエリーの結婚式がとうとう執り行われるのだ。

　前世も含めて、結婚式なんて初めての俺はガチガチに緊張していた。

　それなのにオーグは平然としていることが悔しかった。

「言っただろう？　こう見えても王太子だからな。人前に出ることは慣れているのだ」

「そういう問題か？」

　王太子として人前に出ることと結婚式はまた別だろう？

　と、俺がそう思ったときだった。

「アウグスト様は、私と結婚することはなんでもないことと仰りたいのですか!?」

「エリーさん、駄目ですよ。そんなに眉み間けんに皺しわを寄せては。これから結婚式なんですから」

「私としたことが」

　ウエディングドレスに身を包んだ、エリーとシシリーが俺たちの前に現れた。

「私は、昨晩嬉しさと緊張であまり眠れなかったというのに……アウグスト様はそうではないのですね……」

「そ、そんなことはないぞエリー。私とてエリーとこうして式を挙げることを楽しみにしていたのだ。緊張よりも嬉しさの方が勝っていてだな……」

「本当ですか!?」

「あ、ああ。もちろんだとも」

「嬉しい……」

　オーグとエリーがそんなやり取りをしていたが、俺はそれどころではなかった。

「綺麗だ……シシリー……」

　純白のウエディングドレスを纏まとうシシリーから目が離せなくなっていたから。

　そのドレスは、確かＡラインと言われるドレスだ。

　腰の辺りからふんわりと広がるスカートがシシリーの可か憐れんさをより強調している。

　いつも可愛いシシリーが、何割も増して可愛く見える。

「あ、ありがとうございます。シン君も素敵ですよ」

　そんな格好でニッコリと微笑むシシリーに俺は吸い寄せられるように近付く。

　そのシシリーの腕は、おめかししたシルバーを抱いている。

「なんというか……夢みたいだ……」

「私もです……」

「二人とも、必ず幸せにするよ……」

「ふふ、二人だけ、ですか？」

「え？　あ」

　それはつまり、さらに家族が……。

　そう理解した俺は、言葉を言い直した。

「いいや、みんな。みんな幸せにするよ」

「はい。私も、みんなを護ってみせます」

「シシリー……」

「シン君……」

「はいはい。誓いのキスは、お式まで取っておきなさいね」

　俺とシシリーの顔が近付いていったとき、アイリーンさんが割り込んできた。

「あはは……」

「あぅ……」

「その様子を見て安心したわ。ほら、シルバーは預かるから、早く行きなさい」

「はい。じゃあ、お願いします、お母様」

「んふふ♪　早速孫の顔が見られるなんて……次は、二人の子供もちゃんと見せるのよ？」

　シルバーを抱いて上機嫌なアイリーンさんが茶化してそう言うが……。

「「はい！」」

　俺とシシリーは、照れることなくそう返事した。

「あら？　恥ずかしがるかと思ったのに。まあいいわ。それじゃあシルバー、おばあちゃんと一緒に行きましょうねえ」

「だぅあぃ」

　思ったような反応が得られなかったアイリーンさんは、少し拗すねたような顔をしたあと、シルバーを連れて席に向かってしまった。

　次に現れたのは爺さんとばあちゃんだ。

「ついこの間まで子供じゃと思っておったのにのう……」

「月日が経つのは早いもんさね」

　少ししんみりした表情で、二人がそう言った。

　そんな雰ふん囲い気きに呑のまれたのか、俺もしんみりしてきてしまった。

「じいちゃん、ばあちゃん、今日まで俺を育ててくれてありがとう。これからもよろしくね」

「シン……」

　爺さんは、感激して泣き出してしまった。

　ばあちゃんは……。

「シン。アンタもこれで妻子持ちになるんだ。今までみたいに馬鹿なことばっかりしてるんじゃないよ？」

「わ、分かってるよ」

「本当かねえ……」

　ちょっと、しんみりする場面なんだから疑わしそうな表情をするのはやめてよ。

　そう思っていると、今度はシシリーの方に向き直った。

「シシリー、シンのお嫁さんになってくれて本当にありがとう」

「心から感謝しておる」

「そ、そんな！　やめてくださいお爺様、お婆様。私は、シン君のお嫁さんになれて本当に幸せなんです。こちらこそお礼を言わせてください」

「やっぱり、良いい娘こだねえアンタは。子育てでもなんでも、困ったことがあったらなんでも言っておいで。協力するよ」

「うむ。いつでも頼っておいで」

「はい！」

　むう、こっちはいい感じじゃないか。

　なんで俺のときは……とそう思ったときだった。

「皆さま、お時間でございます」

　係の人が迎えに来た。

「さて、行くか、シン」

「お、おう」

　やべ、また緊張してきた。

　とはいえ、動き出した流れは止めることはできず、俺とオーグは式場へと向かった。

　アールスハイド大聖堂に詰めかけた大勢の客の前に俺とオーグが姿を現す。

　最前列には……チームの皆が座っている。

　今日の女性陣はいつもの制服や戦闘服ではなく、お洒落しやれなドレスを着ている。

　男性陣は皆スーツだ。

　その皆が、ニヤニヤしながらこちらを見ている。

　ええい、ニヤニヤするんじゃない！

　そして、そのまま少し経つと……。

「おお……」

「わあ……綺麗……」

　教会の正面扉が開き、ウエディングドレスに身を包んだシシリーとエリーがそれぞれの父親と腕を組んで現れた。

　エリーの父である公こう爵しやくは初めて見るな。

　口髭をたくわえていかにも立派そうな人なのに、泣かないようになのかしかめっ面になってる。

　対するセシルさんは……うわ、もう号泣してる。

　シシリーも横で苦笑いしてるよ。

　そうして俺たちの目の前まで来ると、父親たちが俺たちに娘を引き渡した。

「ジンぐん……ジジリーをよろじぐだのむよ……」

　嗚咽してなに言ってるのか分かりづらいけど、俺はすぐに返事した。

「はい。任せてください」

　そしてオーグの方でも同じようなやり取りが行われている。

「殿下……私の不ふ肖しようの娘を娶めとってくださること、臣しん下かとしてこれ以上の誉れはございません。どうぞ、宜しくお願い致します」

「うむ、安心召めされよ公爵。必ずや貴殿の娘を幸せにすると約束しよう」

「勿もつ体たい無なき御言葉」

　うーん、あっちは堅苦しいなあ。
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　俺、平民で良かった。

　こうして、シシリーは俺の、エリーはオーグの腕をとった。

　そして、正面で待機していたエカテリーナさんが言葉を発した。

「それでは、只今より、アウグスト＝フォン＝アールスハイド、エリザベート＝フォン＝コーラル、シン＝ウォルフォード、シシリー＝フォン＝クロードの結婚の儀を始めます」

　こうして結婚式が始まった。

　まず初めに、エカテリーナさんが聖書に記載されている聖句を読み上げる。

　これは初めて聞いたけど、後ろの客席から感動の声があがっているので、非常にありがたいものなんだろう。

　チラッと横を見ると、シシリーも感激している。

　そして、いよいよクライマックスが来る。

「それでは、アウグスト＝フォン＝アールスハイド」

「はい」

「汝なんじは、エリザベート＝フォン＝コーラルを妻とし、いついかなるときも、愛し合い、互いを支え合い、生しよう涯がいを共にすることを誓いますか？」

「はい。誓います」

「エリザベート＝フォン＝コーラル」

「はい」

「汝は、アウグスト＝フォン＝アールスハイドを夫とし、いついかなるときも、愛し合い、互いを支え合い、生涯を共にすることを誓いますか？」

「はい。誓います」

「シン＝ウォルフォード」

　うおお、来た。

「はい」

「汝は、シシリー＝フォン＝クロードを妻とし、いついかなるときも、愛し合い、互いを支え合い、生涯を共にすることを誓いますか？」

「はい。誓います」

「シシリー＝フォン＝クロード」

「はい」

「汝は、シン＝ウォルフォードを夫とし、いついかなるときも、愛し合い、互いを支え合い、生涯を共にすることを誓いますか？」

「はい。誓います」

「宜しい。それでは、その誓いの証として、指輪を交換しなさい」

　誕生日に爺さんとばあちゃんから送られた結婚指輪を、シシリーの左手の薬指に、シシリーが俺の左手の薬指に嵌めた。

「それでは、神の御前で、夫婦の契ちぎりを交わしなさい」

　俺は、シシリーの顔に掛かっているヴェールを捲まくった。

「愛してるよ、シシリー……」

「私も……愛しています、シン君」

　お互いにそう囁ささやき合あったあと、俺はシシリーにキスをした。

　俺の後ろでは、オーグもエリーにキスしていることだろう。

「ここに二組の夫婦が誕生したことを、この私、エカテリーナ＝フォン＝プロイセンが認めます。この若き夫婦に、神の祝しゆく福ふくがあらんことを!!」

　エカテリーナさんがそう言うと、その身体から眩い光が放たれた。

　それはまるで、神が俺たちの結婚を祝福してくれているようで、とても幻想的な光景だった。

　こうして、俺とシシリー、オーグとエリーの結婚式は、盛大に催され、幕を閉じた。

　そしてそれから一ヶ月もの間、人類の勝利と、王太子と英雄の結婚を祝う祭りが催されたのであった。




　どうかこの先、シシリーと俺たちに、幸せが訪れますように……。





　　　　◆






　アールスハイド大聖堂にて執り行われたシンたちの結婚式。

　式には、これまでの経けい緯いから各国の首脳が招待されていた。

　その中に、今情じよう勢せいが不安定な国の代表もいた。

　ダームである。

　その暫定国家元首であるヒイロは、ダームの自宅にもどるとドサッとソファーに座り込んだ。

「くっくっく……この俺が国家元首か……ようやく、ようやく追いついたぞシン＝ウォルフォード。お前だけが良い目を見るなんて許されない……俺だって、転生者なんだからな……」

　力ではシンに並べないと自覚していたヒイロは、自身が国家元首になることでシンと肩を並べることができたと思っていた。

　そのために若い王の自尊心を刺激し、シンを嫌うように仕向けていたのだ。

　その結果は……。

「いやはや、こうまで思い通りに踊ってくれるとは思いもしなかったな。まあ、これで俺がこの国のトップだ。この世界にはない、民主共和制を広めた人物として歴史に名を刻んでやる」

　ヒイロは、窓の外を見ながらそう呟いた。

　そのとき……。

「ぐっ！　ぐうぅぅ!!」

　突如、激しい胸の痛みを感じ、その場にへたり込んだ。

「な、なんだ……ぐっ！」

　しばらく続いたその痛みは、しばらくすると治まった。

「はぁ！　はぁ！　ふう……やめてくれよ、これからってときに」

　ヒイロはそう呟くと、これからのことに思いを馳せた。

　これでようやく、前世の知識をいかした異世界無双ができると、内心でそうほくそ笑んでいたのだった。





　　　　◆






　そして同時期、エルスの東に広がっている山さん岳がく地ち帯たい。

　それを越えた先にある砂さ漠ばく地ち帯たいの、さらに東。

　そこは未踏の地とされ、これまでここを踏とう破はした者はいない。

　シンたちもその先を知らなかったのだが、その砂漠地帯の先には……。

　大きな国があった。

　その国で、ある男女が旅立つ準備をしていた。

「シャオリンお嬢様……どうしても行かれるのですか？」

「ええ、行くわ。行かないと……我が家は終わりだもの」

「そうですか……ならば止めませぬ。共に死地へと踏み出しましょう」

「頼りにしてるわ、リーファン」

　彼女たちが目指すのは国の西に広がる、まだ誰も踏破したことのない砂漠地帯の先。

　その先で何が待っているのか、彼女たちもまだ知らないのであった。











〈つづく〉
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『賢けん者じやの孫まご』十一巻をご覧らんいただきまして、誠にありがとうございます。

　この巻で、シュトローム編は終了となります。

　シュトロームという存在は、僕がずっと思っていたラスボス像というものを表現した形になります。

　僕自身がひねくれているのか、世界を征せい服ふくしようとしている魔王がいるので勇者がそれを討とう伐ばつして世界を救う……そういう展開に常つね々づね疑問を感じていました。

　そもそも、無条件で悪の存在として出てくる魔王ってなんだよ……と。

　そういうわけで、シュトロームにはシンの敵になるにふさわしい理由を作らせてもらいました。

　なのですが……この作品は、読者になるべくストレスを与えないようにと思って書いていたのですが、前述のシュトロームを敵にしたため、この十一巻はかなり暗い話が多くなってしまいました。

　こんな……シリアスが続くのは『賢者の孫』じゃない！　と思いつつも、そうしないと決着しないので、この巻は仕方なくシリアス成分が多めとなってしまいました。

　これでシュトローム編は終了となるのですが、『賢者の孫』自体はまだ続きます。

　まだ回収していない話もありますね。

　続きはもうちょっとコメディ要素多めで書いていきたいなあ、と思っております。

　それでは、謝しや辞じを。

　実は、この十一巻の書籍化作業中に、階段で転倒して左手首の靭じん帯たいを損そん傷しようするという怪け我がを負おってしまい、スケジュールが後ろ倒しになってしまったのですが、それを調整してくれた担当Ｓ氏に。

　ご迷惑をお掛けしてすみませんでした。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださった菊きく池ち先生。

　特に表紙のミリアさんの表情が切なくて素晴らしいです。

　あと、漫画を担当してくれている緒お方がた先生、清し水みず先生に加え、新たにメイちゃんの話を漫画化してくれた西にし沢ざわ先生、今まで書きおろしたＳＳを漫画化してくれた石いし井い先生にも感謝を。本当に、人に恵まれているなと日々感謝しております。

　最後に、この作品を読んでくださっている皆さまと、アニメを見て好きになったと言ってくださっている皆さまにも感謝を。

　これからも、どうぞよろしくお願いいたします。


二○一九年　一○月　吉よし岡おか　剛つよし
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